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ZENSOUSEI 16th

I平成17年度禅文化学林
I第29回東海管区曹洞宗青年会大会
I曹洞宗岐阜県青年会3 0周年記念大会

今、命を見つめる
-こどもたちの未来のために一

♦期日

♦会場

平成17年11月23日（水•勤労感謝の日）〜24日（木）

•講演会：11月23日 午後0時半〜4時半
県民文化ホール未来会館（岐阜市学園町3-42 TEL058-296-0886）

•懇親会,宿泊,研修会：11月23日 午後6時〜11月24日午前11時 

岐阜観光ホテル十八楼（岐阜市湊町10 TEL058-265-1551）

♦講師

◎第2部講演 ◎第3部 対談◎第1部祈り
「転読大般若御祈祷法要」

導師：宮本洪純 老師
（龍泰寺住職、曹洞宗岐阜県青年会初代会長）

「富士山から日本を変える 
〜守るべき未来への遺産〜」

野口 健氏
（アルピニスト）

「今、私たちの課題」

野口 健氏
（アルピニスト）

咼木美保氏
（タレント•エッセイスト）

第1日

◎曹青教化活動研修会 「今後の青年会活動を見つめる」 

小島泰道老師（長國寺住職、宗議会議員、元東海管区曹洞宗青年会会長）

♦参加費 25,000円（全日程参加 宿泊•懇親会費込み）
*宿泊不要の方18,000円 *県民文化ホールのみ参加1500円

♦携行品 黒衣•木欄袈裟・べっす•坐具•白衣（大般若法要に御随喜戴ける方のみ）

♦申込方法 参加ご希望の方は、各曹青会の全曹青評議員様を通じて、お申し込み下さいますようお願い申し上げます。

♦大会日程

■主催 全国曹洞宗青年会•東海管区曹洞宗青年会

■主管 曹洞宗岐阜県青年会

■後援 曹洞宗岐阜県宗務所

第1日（11月23日） 第2日（11月24日）

［県民文化ホール］（対象：一般•県内寺院•青年会員）

午後0時30分開場
1時30分オープニング

1時35分 第1部 祈 り「転読大般若御祈祷法要」 
（宮本洪純老師ほか随喜70名全曹青、東海曹青会員）

2時20分第2部講演（野口健氏）

3時30分第3部対談（野口健氏•高木美保氏）

4時20分終演
［ホテ丿レ十ノ'楼］（対象：県内寺院•青年会員）

午後6時 大会懇親会

［ホテル十八楼］（対象：青年会員）

午前9時 曹青教化活動研修会
東海管区各曹青会の活動報告
質疑応答

10時30分講評（小島泰道老師）

11時 閉会
昼食後解散

■大会事務局 実行委員長/素玄寺内三塚泰俊（E-mail sogenji@gamma.ocn.ne.jp）

事務局/正宗寺内原田太石（〒5060133岐阜県高山市丹生川町北方TEL/FAX0577-78-1080）
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アニメ世代のための 

宗教ガイド
一宗教をひも解くもうひとつのアプローチー

宗

教

？

何

だ

か

よ

く

解

ら

な

い

け

ど
.

今
回
の
特
集
で
は
ア
ニ
メ
を
取
り
上
げ
ま
す
。
但
し
、
ア
ニ
メ
は
あ
く
ま
で
サ
ブ
テ
キ
ス
ト•

方 

便
施
設
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
は
「そ
う
せ
い
」
誌
が
従
来
取
り
組
ん
で
き
た
通
り
、
青
年
僧
の
立
場
で 

宗
教•

仏
教
の
こ
と
を
考
え
、
青
少
年
教
化
の
一
助
と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
宗
教
儀
礼
か
ら
縁
遠
く
な
り
、
「宗
教
離
れ
」
が
進
む
青
少
年
に
は
、
 

教
団
が
綿
密
に
護
持
し
て
き
た
旧
来
の
教
説
や
教
化
手
段
を
、
そ
の
ま
ま
提
示
す
る
の
は
敬
遠
さ
れ 

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
青
少
年
の
、
ご
く
日
常
に
根
差
し
た
テ
キ
ス
ト
や
教
化
方
法
を
模
索 

す
る
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
編
集
部
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャI
 
(
大
衆
文
化•

副
次
文
化)

に
着
目
し
ま 

し
た
。
青
少
年
は
伝
統
や
家•

地
域
社
会
と
い
っ
た
、
包
括
的
な
枠
組
み(

メ
イ
ン
カ
ル
チ
ャ
—) 

に
捕
ら
わ
れ
ず
に
、
そ
の
生
態
や
指
向
性
が
「個
人
化•

断
片
化
」
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
サ
ブ 

カ
ル
チ
ャ
—
は
、
そ
の
個
人
に
対
し
て
直
接
的
に
作
用
す
る
文
化
と
言
え
ま
す
。
そ
こ
に
宗
教
的
な 

含
意
を
付
加
し
て
、
「宗
教
離
れ•

無
宗
教
」
の
青
少
年
と
宗
教
と
の
間
に
「橋
渡
し
」
を
し
よ
う
と 

い
う
の
が
、
こ
の
特
集
の
目
的
で
す
。

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
—
の
中
で
、
特
に
ア
ニ
メ
に
焦
点
を
絞
っ
た
の
は
、
特
に
現
代
の
日
本
が
世
界
に 

範

た

る

「
ア
ニ
メ
先
進
国
」
で
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
我
々
は
幼
少
か
ら
そ
の
恩
恵
を
受
け
： 

ア
ニ
メ
に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
例

え

ば

『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
と
聞
く
と
一
抹
の
寂
寞
感
を
覚
え
る
方 

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
放
映
時
間
が
日
曜
日
の
夕
刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
楽
し
か
っ 

た
休
日
の
終
わ
り
と
新
し
い
一
週
間
の
始
ま
り
を
暗
示
さ
せ
る
た
め
で
、
か
く
も
我
々
が
ア
ニ
メ
の 

影
響
下
に
あ
る
と
い
う
証
左
で
す
。
ま
た
近
年
で
は
、
ア
ニ
メ
を
輸
出
用
の
優
良
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ま 

さ
に
か
つ
て
浮
世
絵
が
果
た
し
た
役
割
で
世
界
に
発
信
す
る
動
き
が
、
官
民
を
挙
げ
て
活
発
化
し
て 

い
ま
す
。(

映
画
・
マ
ン
ガ•

音
楽
な
ど
と
い
っ
た
他
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
—
の
領
域
で
も
、
同
様
の 

ア
プ
ロ
—
チ
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。)

た
め
の
宗
教
ガ
イ
ド"

発
進/

以
上
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
執
筆
者
の
方
が
た
に
は
、
ア
ニ
メ
と
い
う
素
材
を
利
用
し
て
、
そ
れ 

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
宗
教
に
ま
つ
わ
る
論
述
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
試
み
が
、
そ
の
教
化
対
象
と
世
代
の
多
く
を
共
有
す
る
青
年
僧
各
位
に
、
新
た
な
ヒ
ン
ト
を 

与
え
、
ひ
い
て
は
教
団
全
体
の
青
少
年
教
化
拡
充
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
、"

ア
ニ
メ
世
代
の

(
文
中
敬
称
略)

ア
ニ
メ
だ
っ
た
ら
、
何

と

な

く

解

る

ん

だ

。
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7ニメ世代のための 
宗教ガイド

一宗教をひも解くもうひとつのアプローチー

ア
ニ
メ
と
仮
想
と

•

「
ア
ニ
メ
第
一
世
代
」
の
証
言 

一
九
五
八
年
生
ま
れ
の
私
は
、
テ
レ
ビ
ア 

ニ
メ
の
第
一
世
代
に
属
す
る
だ
ろ
う
。
『
鉄 

腕
ア
ト
ム
』(

六
三
年)

や
『鉄
人

28
号
』(

六
三 

年)

の
白
黒
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
見
て
い
た
の
だ 

か
ら
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
「歴
史
の
証
人
」 

で
あ
る
。

当
時
、
私
の
父
親
は
、
私
が
ア
ト
ム
や
鉄 

人
に
熱
中
し
て
い
る
と
、
「
お
前
が
こ
ん
な 

も
の
を
見
な
く
な
る
の
は
い
つ
か
な
。
楽
し 

み
だ
な
」
と
言
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
期
待
に
反
し
て
、
息
子
は
一 

向
に
卒
業
し
な
か
っ
た
。
子
ど
も
に
は
、
ア 

ニ
メ
の
持
ち
込
む
世
界
が
、
そ
れ
な
り
の
「
現 

実
」
だ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、

さ

す

が

に

中

学•

高
校
生
く 

ら
い
に
な
る
と
、
ア
ニ
メ
の
単
純
な
ス
ト
ー 

リ
ー
が
つ
ま
ら
な
く
な
る
。
と
、
ち
よ
う
ど 

そ
の
頃
、
突
然

現
れ

た

の
が

『宇
宙
戦
艦
ャ 

マ
ト
』(

七
四
年)

で
あ
る
。

私
が
こ
の
ア
ニ
メ
に
衝
撃
を
受
け
た
の 

は
、
父
親
で
は
な
い
が
、

こ
う
い
う
も
の
が 

出
て
き
た
以
上
、
「
子
ど
も
」
は
ア
ニ
メ
か
ら 

卒
業
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
。

つ
ま 

り
、
「大
人
」
が
見
る
に
堪
え
る
も
の
に
変
貌 

し
て
い
く
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
集
団
と
集
団
の
相
克
、
そ
の 

中
に
お
け
る
組
織
と
個
人
の
軋
櫟
な
ど
、
あ 

き
ら
か
に
普
遍
的
な
社
会
的
「
現
実
」
が
、
 

見
事
に
映
像
化
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
従 

来

の

小

説•

映
画
に
遜
色
な
い
表
現
手
段
と 

し
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

■

現
実
感
の
変
容

と
こ
ろ
が
、
事
態
は
、
私
の
想
像
を
超 

え
る
進
化
を
遂
げ
た
。

一
九
九
〇
年
代
あ
た 

り
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ン 

ピ
ュ
ー
タ
ー
と
情
報
通
信
技
術
の
爆
発
的
な 

発
展
が
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
急
速
に 

我
々
の
生
活
に
浸
透
し
だ
す
と
、
我
々
の
「
現 

実
」
感
覚
を
変
え
始
め
た
の
で
あ
る
。
 

新
し
い
技
術
を
駆
使
し
た
メ
デ
ィ
ア
が
提 

供

す

る

「仮
想
」
世
界
は
、
具
体
的
な
効
果 

や
力
を
持
っ
て
我
々
の
生
活
に
介
入
し
て
く 

る
以
上
、
そ

れ

は

最

早

「現
実
」

で
あ
る
。
 

少
な
く
と
も
、
従

来

「
現
実
」
と
さ
れ
て
い 

た
も
の
と
の
区
別
は
、
問
い
直
さ
ざ
る
を
得 

な
い
。
少
年
犯
罪
の
た
び
に
「
メ
デ
ィ
ア
の 

影
響
」
が
議
論
さ
れ
る
の
は
、
そ

れ

が

「
現 

実
」

の
力
で
あ
る
証
拠
だ
。

こ
こ
に
い
た
っ
て
、
ア
ニ
メ
も
決
定
的
な 

進
化
を
遂
げ
る
。
ま
さ
に
、

こ

の

「仮
想
」

と

「
現
実
」

の
意
味
を
問
い
直
さ
ざ
る
を
得 

な
い
社
会
の
構
造
を
、
最
も
鮮
烈
か
つ
的
確 

に
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
ア
ニ
メ
が 

登
場
し
た
の
だ
。『GHOST  _N THE  SHELL  

——
攻
殻
機
動
隊
——
』(

九
五
年)

で
あ
る
。
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
普
及
の
起
爆
剤
と
な
っ
た 

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

95
」

の
登
場
と
同
じ
時
期 

で
あ
る
こ
と
は
、
象
徴
的
だ
ろ
う
。
 

「企
業
の
ネ
ッ
ト
が
星
を
覆
い
、

電
子
や
光 

が
駆
け
巡
っ
て
も
、
国
家
や
民
族
が
消
え
て 

な
く
な
る
ほ
ど
は
情
報
化
さ
れ
て
い
な
い
近 

未
来
—
」

『
攻
殻
機
動
隊
』

の
時
代
設
定
を
、
映
画 

の
冒
頭
で
は
こ
う
定
義
す
る
。
技
術
革
新 

に
よ
り
、
人
び
と
は
脳
や
身
体
を
機
械
的
に 

補
強
し
、
頸
部
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェl
ス
か
ら 

脳
を
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
、
 

電
子
情
報
を
頭
の
中
で
共
有
出
来
る
よ
う
に 

な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
国
家
間
の
外
交
問 

題
や
民
族
紛
争
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
社
会
不
安 

は
依
然
と
し
て
な
く
な
ら
ず
、
情
報
伝
達
の 

効
率
化
と
高
速
化
が
新
た
な
犯
罪
を
引
き
起 

こ
し
て
い
る
。

物
語
は
、

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
国
家 

機
関
内
の
特
殊
部
隊
で
あ
る
公
安9
課
、
通

称

「攻
殻
機
動
隊
」

の
活
躍
を
描
く
。 

某
国
と
の
秘
密
会
議
に
出
席
す
る
予
定 

だ
っ
た
外
務
大
臣
の
通
訳
の
電
脳
が
、
外
部 

か
ら

の
ハ

ッ
キ

ン

グ(

ク
ラ
ッ
キ
ン
グ)

を 

受
け
て
、
会
議
の
妨
害
工
作
が
図
ら
れ
る
。
 

公
安9
課
が
捜
査
に
乗
り
出
し
、

ハ
ッ
キ
ン 

グ
元
を
逆
探
知
す
る
と
、
国
際
指
名
手
配
中 

で
、
電
脳
犯
罪
史
上
最
も
ユ
ニ
ー
ク
と
評
さ 

れ
る
ハ
ッ
カ1
、
通

称

「
人
形
使
い
」
に
よ 

る
も
の
と
判
明
す
る
。

後
日
、
事
故
で9
課
の
ラ
ボ
に
持
ち
込
ま 

れ
た
義
体
の
電
脳
に
、
そ

の

「人
形
使
い
」 

が
入
り
込
ん
で
い
た
。
「
人
形
使
い
」

は
、
 

自

ら

を

「情
報
の
海
で
発
生
し
た
生
命
体
」 

と
主
張
し
、
政
治
的
亡
命
を
希
望
す
る
。
そ 

の
直
後
、9
課
が
何
者
か
の
襲
撃
を
受
け
、
 

「人
形
使
い
」
は
義
体
ご
と
持
ち
去
ら
れ
る
。
 

犯
人
を
追
跡
し
な
が
ら
も
、
攻
殻
機
動
隊
の 

実
務
リ|

ダ
ー
草
薙
素
子
は
、
「人
形
使
い
」 

の
主
張
に
興
味
を
持
ち
、
接
触
を
試
み
る
。
 

実
は
、
「
人
形
使
い
」
も
素
子
を
求
め
て
、
 

接
触
を
試
み
て
い
た
。
そ
し
て
…
。
 

『GHOST  _N THE  S
H
E
L
L
』。

つ
ま
り
、
 

精

神•

自
我
意
識
と
そ
の
受
け
皿
と
し
て
の 

殻
(
身
体)

と
い
う
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら 

も
、
本
作
の
哲
学•

宗
教
的
な
テ|

マ
性
が 

伺
え
る
。

士
郎
正
宗
の
原
作
マ
ン
ガ
を
映
画
化
し
た 

こ
の
作
品
は
、
米
国
ビ
ル
ボ
ー
ド
子
ャ1
ト 

の
セ
ル
ビ
デ
オ
部
門
で
一
位
を
獲
得
し
、
日 

本
製
ア
ニ
メ1
シ
ョ
ン
の
傑
作
と
し
て
今
日 

も
国
内
外
で
評
価
の
高
い
作
品
で
あ
る
。
監 

督

は

『
タ
イ
ム
ボ
カ
ン
』

シ

リ

ー

ズ

や

『
う

攻殻機動隊(DVD)
販売元：バンダイビジュアル 発売日：2004年2月25日
©1995 士郎正宗/講談社•バンダイビジュアル• MANGA ENTERTAINMENT
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る
星
や
つ
ら
』
、
『機
動
警
察
パ
ト
レ
イ
バI
』 

な
ど
を
手
が
け
た
押
井
守
。

二
〇
〇
四
年
に
は
続
編
『
イ
ノ
セ
ン
ス
』
が 

世
界
公
開
さ
れ
た
。 

(
編
集
部
注) 

こ
の
ア
ニ
メ
は
、
先
端
技
術
に
よ
っ
て
個 

人
の
意
識
を
操
作
す
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ 

と
現
実
の
区
別
が
無
意
味
に
な
る
世
界
を
描 

き
出
す
。
そ
れ
は
、
変
わ
り
始
め
た
我
々
の 

「
現
実
」
の
構
造
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

そ
の
最
も
端
的
な
例
は
、
「
自
分
」

と
い 

う
存
在
の
現
実
感
の
変
容
に
現
れ
る
。
以
下 

の
主
人
公
の
述
懐
は
、
最

近

の

「引
き
こ
も 

り
」
と
称
さ
れ
る
若
者
な
ど
が
口
に
す
る
、
 

「
自
分
が
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
訴 

え
に
共
通
す
る
。

「
私
み
た
い
に
完
全
に
義
体
化
し
た
サ
イ 

ボ|

グ
な
ら
、
誰
で
も
考
え
る
わ
。
も
し
か 

し
た
ら
自
分
は
と
っ
く
の
昔
に
死
ん
じ
ゃ
っ 

て
て
、
今
の
自
分
は
電
脳
と
義
体
で
構
成
さ 

れ
た
模
擬
人
格
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。

い 

や
そ
も
そ
も
始
め
か
ら
、
私
な
ん
て
も
の
は 

存
在
し
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。(
中 

略)

自
分
の
脳
を
見
た
人
間
な
ん
て
い
や
し 

な
い
わ
。
所
詮
は
周
囲
の
状
況
で
、
私
ら
し 

き
も
の
が
あ
る
と
判
断
し
て
る
だ
け
よ
。(
中 

略)

も
し
電
脳
そ
れ
自
体
が
ゴ|

ス

ト
(
自 

我
意
識)

を
生
み
出
し
、
魂
を
宿
す
と
し
た 

ら
…
そ
の
時
は
何
を
根
拠
に
自
分
を
信
じ
る

べ
き
だ
と
思
う
？
」

劇
中
、
素
子
は
、
わ
ず
か
な
容
量
の
脳
を 

残
し
て
、
全
て
人
工
的
で
代
替
可
能
な
サ
イ 

ボ
ー
グ
の
身
体
と
な
っ
た
自
身
を
顧
み
、
「自 

己
存
在
」

の
曖
昧
さ
を
吐
露
す
る
。

(
編
集
部
注) 

■

「唯
識
」
の
現
代

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
読
者
諸
賢
に
も
拙
文
の 

落
と
し
ど
こ
ろ
が
見
え
て
き
た
だ
ろ
う
。
 

「自
己
存
在
」
の
無
根
拠
さ
、
そ
し
て
「共
同 

化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
こ
そ
現
実
だ
」
と
い
う 

こ
と
は
、
仏
教
で
と
う
の
昔
に
言
わ
れ
て
い 

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
代
表
が
「唯
識
」
論
だ
。
 

「唯
識
」
論
に
よ
れ
ば
、
「
現
実
」
は
物
で 

は
な
く
、
意
味
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
机 

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
あ
る
物 

体
自
体
が
「机
」
と
し
て
の
根
拠
を
持
っ
て
存 

在
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
我
々
が
そ
の
物
を 

「机
」
と
し
て
教
え
ら
れ
、
「机
だ
」
と
見
な
す 

か
ら
、
「机
」
な
の
で
あ
る
。
同
じ
様
に
、
「自 

己
」
を
含
め
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
事
物•

事
象 

は
、
言
語(

「名
言
種
子
」)

に
よ
っ
て
、
自
意 

識
以
前
と
想
定
さ
れ
る
領
域(

「
阿
頼
耶
識
」) 

に
お
い
て
加
工
さ
れ
、
徹
底
的
に
共
同
化
さ 

れ
る
。

つ
ま
り
、
「自
己
」
も
「
現
実
」
も
、
作 

り
出
さ
れ
た
も
の(

仏
教
で
言
う
「有
為
」)

で 

あ
り
、
根
拠
無
く
仮
設
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
 

そ
の
意
味
で
「仮
想
」
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
原 

理
的
に
区
別
さ
れ
な
い(

「所
詮
は
周
囲
の
状

ア
ニ
メ
が
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
、 

仏
教
は
と
う
の
昔
に
言
っ
て
い
る
。

況
で
、
私
ら
し
き
も
の
が
あ
る
と
判
断
し
て 

る
だ
け
よ
」)

。

一
方
が
デ
ジ
タ
ル
信
号
を
、
他
方
が
言
語 

を
脳
に
送
り
込
む
こ
と
で
、
我
々
は
互
い
に 

「
現
実
」
を
制
作
す
る
の
だ
と
、

一
五
〇
〇 

年
の
時
を
隔
て
、
同
じ
解
釈
が
提
示
さ
れ
て 

い
る
。

い
ま
、
私
が
仏
教
を
学
ぶ
意
味
を
信 

じ
る
所
以
で
あ
る
。

〇

南

直

哉
(

み
な
み
じ
き
さ
い)

昭

和

三

十

三

年

、

長

野

県

生

ま

れ

。

福

井

県

霊

泉

寺 

住

職

。

早

稲

田

大

学

第

一

文

学

部

卒

。

昭

和

五

十

九 

年

、

永

平

寺

入

門

。

国

際

部

兼

人

権

擁

護

推

進

室

な 

ど

を

歴

任

後

、

平

成

十

五

年

年

送

行

。

東

京

都

港

区 

青

松

寺

獅

子

吼

林

サ

ン

ガ

主

幹

を

経

て

、

現

在

ほ

恐 

山

菩

提

寺

院

代

。

著

書

に

『
語

る

禅

僧

』
(

朝

日

新 

聞

社)

、

『
日

常

生

活

の

な

か

の

禅

』
(

講

談

社

選

書 

メ

チ

ェ)

、

『
「
問

い

」

か

ら

始

ま

る

仏

教

』
(

佼
成
出 

版

社)

な

ど

。

日

本

で

一

番

有

名

な

僧

侶

と

い 

う

と

、
-

休

宗

純
(

一
三
九
四
〜 

一

四

八

一

年)

で

は

な

い

だ

ろ

う 

か
。
こ
れ
に
は
ア
ニ
メ
『
一
休
さ
ん
』 

(

一
九
七
五
〜
八
二
年 

全
二
九
六
話) 

の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
。
仏
教
と 

ア
ニ
メ
が
共
存
し
た
一
番
の
成
功
例
と 

言
え
よ
う
。

現
在
、
日
本
製
の
子
ど
も
向
け
ア
ニ 

メ
は
世
界
中
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
『
ド 

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
』
や

『ポ
ケ
モ
ン
』
が 

そ
の
代
表
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
各
国
、
 

特
に
仏
教
国
を
中
心
に
『
一
休
さ
ん
』 

の
人
気
は
凄
ぶ
る
高
い
。
権
利
元
の
東 

映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
今
年
、
中
国
向 

け
に
提
供
す
る
携
帯
電
話
用
コ
ン
テ
ン 

ツ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
『
一
休
さ
ん
』 

の
採
用
を
決
め
た
。

筆
者(

広
報
委
員S )
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
奥
地
の
村
を
訪
れ 

た
際
、
村
人
が
知
っ
て
い
る
日
本
の
テ 

レ
ビ
番
組
が
『
お
し
ん
』
と
『
一
休
さ
ん
』 

だ
っ
た
。
中

に

は

「
-
k
k
y
l
d

と
名
付 

け
ら
れ
た
子
ど
も
が
い
た
ほ
ど
だ
。
 

ち
な
み
に
、
安
国
寺
修
行
時
代
の
一 

休

宗

純

は

「
周
建
」
と
い
う
名
で
、
「
一
 

休
」
と
名
乗
る
の
は
後
年
の
こ
と
で
あ 

る
。童

顔

の

筆

者

な

ど

ほ

、
最
近
で
も 

法
事
で
子

ど
も

に
「
あ
っ
、
一
休
さ
ん 

だ/

」
と
言
わ
れ
る
始
末
。
延
べ
二
十
年 

間
も
「
一
休
さ
ん
」
の
ま
ま
で
あ
る
…
。
 

ザ̂

争
ウ
今>

争

鲁

>

争*
*
?

争
争*
*
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episode 2

アニメ世代のための 

宗教ガイド
一宗教をひも解くもうひとつのアプローチー

■

な
ぜ
、
ア
ニ
メ
な
の
か
？

な
ぜ
、
宗
教
学
者
が
ア
ニ
メ
に
関
心
を
も 

つ
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
主
と
し
て
二
つ
あ 

る
。一

つ
は
、
ア
ニ
メ
が
、
現
代
の
重
要
な
テ
ー 

マ
に
、
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
 

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
ア
ニ
メ
が
現
代
の
重
要 

な
テ
ー
マ
に
、
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
と 

は
い
わ
な
い
。
そ
の
逆
に
ほ
と
ん
ど
の
ア
ニ

メ
は
視
聴
者
や
観
客
の
あ
ま
り
高
級
で
な
い 

嗜
好
に
媚
び
る
だ
け
で
、
ア
ッ
と
い
う
間
に 

消
費
さ
れ
て
終
わ
る
。
し
か
し
一
部
の
ア
ニ 

メ
作
家
、
具
体
的
に
名
を
あ
げ
れ
ば
、
宮
崎 

駿

・
押
井
守
・
庵
野
秀
明•

大
友
克
洋
と
い
っ 

た
人
び
と
の
作
品
は
、
現
代
の
重
要
な
テ
ー 

マ
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

宮

崎

は

『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』(

八
八
年) 

以
来
、
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』(

二
〇
〇
一 

年)

に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、
二
十
一 

世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
わ
れ
る
共
生 

・
ア 

ニ
ミ
ズ
ム
を
時
代
に
先
駆
け
て
追
求
し
て
き 

た
。
押

井

は

『GHOST  _N THE  SHELL
』

や 

『
イ
ノ
セ
ン
ス
』
に
よ
っ
て
電
脳
ネ
ッ
ト
社
会 

の
危
機
的
状
況
を
、
庵

野

は

『
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ 

リ
オ
ン
』(

九
五
年)

を
と
お
し
て
人
格
に
致 

命
的
な
欠
落
を
生
じ
て
し
ま
っ
た
若
者
た
ち 

の
姿
を
、

こ
の
種
の
問
題
が
表
面
化
す
る
は 

る
か
以
前
か
ら
描
き
出
し
て
い
る
。
大
友
が 

『A
K
_
R
A
』

(

八
八
年)

に
よ
っ
て
、
オ
ウ
ム
真 

理
教
事
件
を
文
字
ど
お
り
予
見
し
て
い
た
の 

は
、
空
恐
ろ
し
い
ほ
ど
だ
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
作
家 

た
ち
の
ア
ニ
メ
が
、
大
衆
性
と
い
う
面
で
も
、
 

広
く
開
か
れ
て
い
て
、
け
っ
し
て
閉
じ
て
い 

な
い
点
に
あ
る
。
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、

間
口
が
広
く
、
敷
居
が
低
い
。

こ
の
点
を
、
宮
崎
ア
ニ
メ
を
例
に
と
っ
て
、
 

考
え
て
み
よ
う
。

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
動 

員
力
に
お
い
て
、
宮
崎
ア
ニ
メ
は
ず
ば
抜
け 

て
い
る
。
有
名
な
文
学
賞
を
受
け
た
小
説
が 

大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
も
、
た
か
だ
か 

一
〇
〇
万
部
で
あ
る
。
『
千
と
千
尋
の
神
隠 

し
』
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
含
む
と
は
い
え
、
 

な
ん
と
観
客
動
員
は
二
三
〇
〇
万
人
以
上
に 

も
な
っ
た
。
早
い
話
が
、
小
説
を
読
む
大
よ 

り
も
ア
ニ
メ
を
見
る
大
の
ほ
う
が
桁
違
い
に 

多
い
。
し
か
も
老
若
男
女
を
問
わ
な
い
。
と 

な
れ
ば
、

こ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
な
い
。
 

■

宮
崎
ア
ニ
メ
の
可
能
性 

そ
も
そ
も
私
が
宮
崎
ア
ニ
メ
に
注
目
し
た 

の
は
、
勉
強
嫌
い
の
学
生
た
ち
に
た
い
す
る 

処
方
箋
と
し
て
、
だ
っ
た
。
担
当
し
て
い
た 

宗
教
学
や
大
類
学
を
、
し
き
た
り
ど
お
り
「
最 

初
に
学
問
の
定
義
か
ら
…
…
」
な
ど
と
や
っ 

て
い
た
日
に
は
、
大
半
の
学
生
は
聞
く
耳
を 

も
た
な
い
。
「な
に
、
そ
れ
？
」

で
あ
る
。
 

そ
こ
で
、
私
は
ま
ず
学
問
へ
の
入
門
や
導 

入
に
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
に
し
た
。
基
本
的 

な
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
と
に
か
く
間
口
を
広
く
、
 

垣
根
を
低
く
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
学
生
た
ち

が

学

問

に

「楽
し
い/

お
も
し
ろ
い/

」 

と
興
味
や
関
心
を
示
し
て
く
れ
れ
ば
、
し
め 

た
も
の
だ
。
あ
と
は
ど
う
に
で
も
な
る
。
 

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
と
づ
い
て
、
さ
ま 

ざ
ま
な
試
行
錯
誤
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
結 

果
が
、
宮
崎
ア
ニ
メ
を
宗
教
学
や
大
類
学
の 

入
門
に
利
用
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
，。
 

実
例
を
あ
げ
れ
ば
、
宗
教
学
に
と
っ
て
基
本 

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
い
っ
て
い
い
ア
ニ
ミ 

ズ
ム
を
学
ぶ
と
き
、

い
ち
ば
ん
使
い
や
す
い 

の

は

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
や

『
と
な
り 

の
ト
ト
ロ
』

で
あ
る
。

そ
の
際
、
話
を
こ
う
も
っ
て
い
く
。
『
千 

と
千
尋
の
神
隠
し
』
み
た
い
な
作
品
を
ア
ニ 

メ (
a
n
i
m
p

 a
n
i
m
a
t
i
o
n
)

と
い
う
け
れ
ど
、
 

ア
ニ
メ
と
い
う
言
葉
は
、
ラ
テ
ン
語
で
「魂
」 

と
か
「生
命
」
を
意
味
す
る
ア
ニ
マ(

a
n
i
m
a
)

 

が
語
源
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

こ
の 

ア
ニ
マ
に
、

「
考
え
方
」
と

か

「
思
想
」

と 

か

「
信
仰
」
を
意
味
す
る
イ
ズ
ム 

(
i
z
m
)

 

を
付
け
る
と
、

ア
ニ
ミ
ズ
ム 

(
a
n
i
m
i
z
m
)

 

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
。
よ
う
す
る
に
、
 

「
万
物
に
霊
魂
が
宿
っ
て
い
る
、
と
い
う
考 

え
方
」
と

か

「
万
物
に
宿
っ
て
い
る
霊
魂
に 

対
す
る
信
仰
」
だ
…
…
。

こ
う
い
う
内
容
を
、
『
千
と
千
尋
の
神
隠 

し
』
や

『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』
を
見
せ
な
が 

ら
講
義
す
る
。
と

く

に

『千
と
千
尋
の
神
隠 

し
』

で
、
湯
屋
に
日
本
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な 

神
さ
ま
た
ち
が
湯
治
に
や
っ
て
き
て
、
思
い 

思
い
に
湯
に
つ
か
り
、
賑
や
か
に
宴
会
を
開 

い
て
い
る
シ
ー
ン
な
ど
は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
が 

実
に
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
思 

い
の
ほ
か
簡
単
に
、
学
生
た
ち
は
納
得
し
て 

く
れ
る
。
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『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』
だ
っ
た
ら
、
ま
ず 

ト
ト
ロ
の
正
体
が
ク
ス
ノ
キ
の
樹
霊
だ
と
指 

摘
す
る
。
さ
ら
に
ク
ス
ノ
キ
は
「奇(

く
す) 

し
い
木
」
、
す

な

わ

ち

「神
々
し
い
木
」

で
、
 

古
代
か
ら
日
本
人
は
聖
な
る
樹
木
と
し
て
崇 

め
て
き
た
と
教
え
る
。
そ
の
証
拠
に
、
飛
鳥 

時
代
に
作
ら
れ
た
日
本
最
初
の
木
彫
の
仏
像 

は
、
広
隆
寺
の
弥
勒
菩
薩
像
を
除
く
と
、
百 

済
観
音
像
や
救
世
観
音
像
を
は
じ
め
、

こ
と 

ご
と
く
ク
ス
ノ
キ
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
『
日 

本
書
紀
』

の
欽
明
天
皇
十
四
年
の
条
に
も
、
 

い
ま
の
大
阪
湾
に
流
れ
つ
い
た
ク
ス
ノ
キ
で

仏
像
を
造
ら
せ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
と
教 

え
る
。

こ
う
す
れ
ば
、
と
か
く
難
し
い
と
敬 

遠
さ
れ
が
ち
な
宗
教
美
術
の
領
域
に
も
、
す 

ん
な
り
入
っ
て
い
け
る
。

・
道
元
思
想
を
理
解
で
き
る
か
も 

こ
の
調
子
で
い
け
ば
、
や
が
て
は
道
元
思 

想
だ
っ
て
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
例 

を
あ
げ
る
と
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
「身
心
学
道
」 

に

あ

る

「墻
壁
瓦
礫
こ
れ
心
な
り
」
と
い
う 

文
言
に
た
い
す
る
理
解
で
あ
る
。
曹
洞
宗
の 

方
な
ら
先
刻
ご
承
知
の
よ
う
に
、

「
仏
と
は 

瓦
や
石
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
ひ 

い
て
は
瓦
や
石
こ
ろ
も
成
仏
す
る
と
い
う
深 

い
思
想
の
表
明
に
な
る
。

あ

る

い

は

「峰

の

色

谷

の

ひ

び

き

も 

皆
な
が
ら
我
が
釈
迦
牟
尼
の
声
と
姿
と
」 

い
う
道
歌
や
、
有

名

な

「本
来
の
面
目
」
と 

題
す
る
道
歌
、
す

な

わ

ち

「春

は

花

夏

ほ 

と

と

ぎ

す

秋

は

月

冬

雪

さ

え

て

す

ず
 

し
か
り
け
り
」
も
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
同 

じ
で
あ
ろ
う
。

た

だ

し

い

き

な

り

「
墻
壁
瓦
礫
こ
れ
心 

な

り

」

と

か

「
峰

の

色

…
…
」
、

「
春
は
花 

…
…
」

と
い
わ
れ
て
も
、

そ
の
真
意
を
深 

く
理
解
す
る
の
は
、
専
門
家
で
も
難
し
い
。
 

ま
し
て
や
一
般
人
に
は
と
て
も
無
理
で
あ 

る
。
し
か
し
私
が
例
示
し
た
よ
う
に
、
宮
崎 

ア
ニ
メ
を
導
入
に
も
ち
い
て
、
話
を
少
し
ず 

つ
深
い
と
こ
ろ
に
進
め
て
い
け
ば
、
難
解
中

学
生
の
学
問
入
門
に
工
夫
を

凝
ら
し
た
結
果
が
、
宮
崎
ア
ニ
メ
だ
っ
た
。

の
難
解
と
さ
れ
る
道
元
思
想
を
、
深
く
理
解 

す
る
こ
と
も
ま
っ
た
く
の
夢
で
は
な
い
。
と 

く
に
ア
ニ
メ
好
き
な
若
い
世
代
は
、
伝
統
文 

化
は
知
ら
な
い
か
わ
り
、
そ
の
分
か
え
っ
て 

既
成
の
観
念
に
惑
わ
さ
れ
に
く
い
の
で
、
案 

外
早
く
理
解
に
達
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

道
元
の
思
想
と
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
関
係
に
つ 

い
て
は
、
人
類
学
者
の
岩
田
慶
治
氏
が
、
み 

ず
か
ら
の
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
ふ
ま
え
つ 

つ
、
縦
横
無
尽
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ 

お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
『
道 

元
の
見
た
宇
宙
』(

青
土
社)

や

『
道
元
と 

の

対

話

人

類

学

の

立

場

か

ら

』(

講
談
社 

学
術
文
庫)

な
ど
に
は
、

ア
ニ
ミ
ズ
ム
が 

人
類
の
最
も
原
初
的
な
宗
教
意
識
で
あ
り
な 

が
ら
、

い
や
そ
れ
ゆ
え
に
最
も
根
源
的
で
あ 

り
、
道
元
は
そ
の
こ
と
を
正
し
く
見
抜
き
、
 

し
か
も
そ
こ
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
人
類 

に
と
っ
て
最
も
高
度
な
宗
教
思
想
に
昇
華
し 

て
い
る
、
と
語
ら
れ
て
い
る
。

む
ろ
ん
道
元
思
想
を
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
次
元 

で
理
解
さ
れ
て
は
困
る
と
い
う
意
見
も
あ
ろ 

う
。
私
も
道
元
思
想
が
ま
る
ご
と
ア
ニ
ミ
ズ 

ム
な
ど
と
主
張
す
る
気
は
さ
ら
さ
ら
な
い
。
 

し
か
し
道
元
思
想
が
ど
こ
か
で
ア
ニ
ミ
ズ
ム 

と
つ
な
が
っ
て
い
る
点
は
、
認
め
て
も
良
い 

の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
日
本
型
ア
ニ
ミ
ズ 

ム
を
根
っ
こ
に
し
て
、
そ
こ
か
ら
最
高
度
の 

大
乗
仏
教
思
想
の
花
を
開
か
せ
た
存
在
と
し 

て
、
道
元
を
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
の
で 

は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
そ
う
い
う
仮
説
が 

認
め
ら
れ
る
な
ら
、
宮
崎
ア
ニ
メ
を
起
点
と 

し
て
、
道
元
思
想
を
多
く
の
人
び
と
に
広
げ 

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
が
お
と
ず
れ
る
。
私
は 

そ
う
信
じ
て
い
る
。

〇
正
木 

晃
(

ま
さ
き 

あ
き
ら)

-

九

五

三

年

、

神

奈

川

県

生

ま

れ

。

筑

波

大

学

大

学 

院

博

士

課

程

修

了

。

国

際

日

本

文

化

研

究

セ

ン

タ

ー 

客

員

助

教

授

、
中

京

女

子

大

学

助

教

授

な

ど

を

経

て

、
 

現

在

は

慶

応

義

塾

大

学

で

非

常

勤

講

師

を

務

め

る

。 

専

門

は

宗

教

学

、

特

に

修

行

に

お

け

る

心

身

変

容

や 

図

像

表

現

を

研

究

。

ま

た

、

不

登

校
•

閉

じ

こ

も

り 

問

題

、

宇

宙

開

発

、

環

境

問

題

、

精

神

医

学

的

な

領 

域

な

ど

に

も

強

い

関

心

が

あ

り

、

各

種

の

共

同

研

究 

お

よ

び

実

践

を

行

っ

て

い

る

。
著

書

に

『
立

派

な

死

』 

(

文

藝

春

秋

社)

・
『
は

じ

め

て

の

宗

教

学

』(

春

秋

社)
• 

『
密

教

』(

講

談

社

選

書

メ

チ

ェ)
•

『
チ

ベ

ッ

ト

の

「
死 

の

修

行

」
』
(

角

川

選

書)
•

『
チ

ベ

ッ

ト

仏

教

図

像

研 

究

』
(

国

立

民

族

学

博

物

館)
•

『
か

ら

だ

で

つ

か

む 

仏

教

』
(

佼

成

出

版

社)

な

ど

多

数

。 

正

木

氏

に

よ

る

ア

ニ

メ

宗

教

学

の

講

義

ほ

、

本

年

十 

月

に

は

、

早

稲

田

大

学

オ

—

プ

ン

カ

レ

ッ

ジ

「
宮
崎 

ア

ニ

メ

宗

教

学

」

に

て

全

五

回

に

渡

っ

て

実

施

さ

れ 

た
(

現

在

は

終

了)

。

ま

た

、

来

年

四

月

か

ら

は

日

蓮 

宗

池

上

實

相

寺(
h
t
s

ヾ
、ww

w

•
-
 k

e
g
a
m

こ- S
S
O
L
U
-
.

 

c
o
m
)

の

「
寺

子

屋

仏

教

講

座

」
で

も

開

講

予

定

。

現
在 

受

講

可

能

な

の

ほ

、N
P
O

ち

ん

じ

ゅ

の

森

主

催

の 

「
彩
•

選
•

単

塾

」
の

「
ア

ニ

メ

宗

教

学

講

座

」
。

詳

し

い 

お

問

い

合

わ

せ

は

、

ち

ん

じ

ゅ

の

森

事

務

局

ま

で

。 

T
E
L

〇

三
|

三

四

七

七

—
ニ
二
七

七 

F
A
X

〇

三

—
三

四

七

七
|

ニ
ニ
ニ

九 

-nfo6ch-ruulnolm
or-・

or.」p
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アニメ世代のための 

宗教ガイド
一宗教をひも解くもうひとつのアプローチー

ア
ニ
メ
と
霊
性(
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ)

・

『
フ
ラ
ン
ダI
ス
の
犬
』
の
涙 

『
読
売
新
聞
』

二
〇
〇
五
年
九
月
一
日
付 

に
よ
る
と
、
「何
か
宗
教
を
信
じ
て
い
る
か
」 

と

い

う

ア

ン

ケ

ー

ト

で

「
信
じ
て
い
る
」 

二
十
三%

に

対

し

「
信
じ
て
い
な
い
」

は 

七
十
五%

。

「
宗
教
は
大
切
で
あ
る
と
思
う 

か
」

で
も
、
「大
切
」
三
十
五%

に

対

し

「
そ 

う
は
思
わ
な
い
」
六
十%

だ
っ
た
と
い
う
。
 

確
か
に
大
学
で
宗
教
学
関
係
の
講
義
を
し
て 

い
る
と
、
学
生
は
宗
教
に
対
し
て
冷
淡
こ 

の
う
え
な
い
。
彼

ら•

彼
女
ら
に
言
わ
せ
れ 

ば

「宗
教
は
心
の
弱
い
者
の
慰
め
や
逃
避
」 

で
あ
り
、

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た 

「誤
っ
た
信
念
」

で
あ
り
、
「非
科
学
的
な
迷

妄
」
と
い
う
こ
と
な
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
学
生
た
ち
も
、
宗
教 

的
な
も
の
全
て
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な 

い
。
例
え
ば
私
は
講
義
の
初
め
の
方
の
回
で 

『
フ
ラ
ン
ダ
—
ス
の
犬
』(

七
五
年)

の
ラ
ス
ト 

数
十
分
を
学
生
と
見
る
こ
と
が
多
い
。
私
も 

含
め
多
く
の
学
生
は
か
つ
て
見
た
時
の
感
動 

を
思
い
出
し
、
教
室
は
シ
ー
ン
と
な
る
。

で 

は
そ
の
感
動
の
涙
は
ど
こ
か
ら
わ
き
出
て
く 

る
の
だ
ろ
う
か
。
放
火
の
疑
い
を
か
け
ら
れ 

て
疲
労
と
空
腹
か
ら
死
に
至
っ
た
ネ
ロ
が
可 

哀
想
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
？

違
う
は
ず
で
あ 

る
。
『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
大
』
の
感
動
は
、
善 

な
る
魂
が
必
ず
や
天
国
に
召
さ
れ
る
と
い
う 

確
信
に
基
づ
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ 

に
は
魂
の
不
死
、
死
後
の
世
界
の
存
在
、
そ 

し
て
義
と
認
め
ら
れ
た
者
が
救
わ
れ
る
と
い 

う
世
界
観
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
な 

け
れ
ば
『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
大
』
は
、
単
な
る 

児
童
虐
待
の
話
に
す
ぎ
な
い
。
『
フ
ラ
ン
ダ
ー 

ス
の
大
』
は
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界 

観
を
背
景
に
も
っ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
背 

景
抜
き
で
も
学
生
は
、

こ
の
ア
ニ
メ
に
涙
を 

流
す
。

つ
ま
り
宗
教
抜
き
の
宗
教
性
と
い
う 

も
の
が
あ
っ
て
、

こ
の
ア
ニ
メ
は
そ
う
し
た 

宗
教
性
を
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

■

ア
ニ
メ
と
宗
教
性

ア
ニ
メ
は
時
と
し
て
、
宗
教
教
団
以
上
に 

宗
教
性
を
伝
え
る
媒
体
と
な
り
う
る
。
だ
か 

ら
宗
教
教
団
は
わ
か
り
や
す
い
布
教
の
武
器 

と
し
て
ア
ニ
メ
を
用
い
て
き
た
。
事
実
、
宗 

教
団
体
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
、
明
確
な
宗
教 

的
な
意
図
を
持
っ
て
い
る
教
団
ア
ニ
メ
や
、
 

宗
教
者
や
聖
典
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
宗
教
ア 

ニ
メ
は
多
数
あ
る
。
オ
ウ
ム
真
理

教

の
『超 

越
神
力
』

シ
リ
ー
ズ
は
ビ
デ
オ
で
幅
広
く
布 

教
に
用
い
ら
れ
、
幸

福

の

科

学

の

『
ヘ
ル
メ 

ス
愛
は
風
の
如
く
』
『太
陽
の
法
』
『黄
金 

の
法
』
は
東
映
系
劇
場
で
一
般
公
開
さ
れ
、
 

多
く
の
観
客
動
員
を
得
た
と
さ
れ
る
。
創
価 

学
会
も
関
連
団
体
の
シ
ナ
ノ
企
画
が
教
団
史 

に
関
す
る
ア
ニ
メ

『人
間
革
命
』
十
三
巻
を 

製
作
し
て
い
る
ほ
か
、
池
田
大
作
名
誉
会
長 

の
創
作
童
話
を
ア
ニ
メ
化
し
、
そ
の
一
部
は 

地
方
局
で
放
映
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ア
ニ
メ 
•

ク
リ
エ
ー
タ
も
自
ら
の 

作
品
の
主
題
な
り
世
界
な
り
に
深
ま
り
と
広 

が
り
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
善
と
悪
、
運
命
、
 

生
と
死
な
ど
の
宗
教
が
扱
っ
て
き
た
主
題
を 

意
識
的
、
無
意
識
的
に
援
用
し
て
き
た
。
例 

え
ば

富

野
由
悠
季(

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』 

シ
リ
ー
ズ
総
監
督)

の

『
伝
説
巨
神
イ
デ
オ

ン
』(

八
〇
年)

は
、
異
星
大
と
大
類
と
の
宇 

宙
戦
闘
を
描
き
な
が
ら
も
、
大
知
を
超
え
た 

イ
デ
オ
ン
の
「無
限
力(

む
げ
ん
ち
か
ら)

」
と 

「
メ
シ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
胎
児
の
無
垢
な
る
意 

志
と
の
関
わ
り
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
。
 

悪
し
き
心
を
も
っ
た
生
命
体
は
宇
宙
戦
争
で 

根
絶
や
し
に
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
魂
は
浄
化 

さ
れ
、
メ
シ
ア
の
誕
生
の
祝
福
に
あ
ず
か
る 

ラ
ス
ト
は
、
各
文
明
に
伝
わ
る
千
年
王
国
思 

想
を
も
彷
彿
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
 

ま
た
コ
ア
ビ
ル
マ
ン
』(

二

〇

〇

二

年

テ

レ 

ビ
放
映
版
で
は
な
く
、
原
作
の
ラ
ス
ト
を
膨 

ら
ま
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル•

ビ

デ

オ

『A
M
O
N

 

デ
ビ
ル
マ
ン
黙
示
録
』)

で
は
、
物
語
は
大
間 

の
内
的
な
悪
魔
性
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い 

く
。

こ
れ
ら
「
メ
シ
ア
」
や
「黙
示
録
」
と
い
う 

用
語
法
か
ら
も
制
作
者
自
身
が
宗
教
伝
統
を 

意
識
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
 

さ
ら
に
仏
教
に
深
い
理
解
を
示
し
た
手
塚 

治
虫
の
『火
の
鳥
』
シ
リ
ー
ズ(

八
六
年
〜)

、
 

新
新
宗
教
に
分
類
さ
れ
るG
L
A

と
関
係 

の
あ
っ
た
平
井
和
正
原
作
の
『
幻
魔
大
戦
』 

(

八
三
年)

、
荻
野
真
原
作
の
大
気
コ
ミ
ッ
ク 

の

ア

ニ

メ

化

『
孔
雀
王
』(

八
八
年)

な
ど 

は
特
定
の
教
団
と
は
関
係
な
く
制
作
さ
れ
て 

い
る
が
、
大
類
に
共
有
さ
れ
て
い
る
宗
教
伝 

統
を
背
景
と
し
、
そ
れ
が
物
語
に
奥
行
き
を 

も
た
ら
し
て
い
る
。

■

ア
ニ
メ
と
霊
性(

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ) 

さ
ら
に
宗
教
的
な
主
題
を
、
宗
教
教
団
や 

宗
教
伝
統
と
も
切
り
離
し
た
形
で
ア
ニ
メ
は 

伝
え
よ
う
と
す
る
。

こ
う
し
た
作
品
群
を
、
 

こ
こ
で
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ア
ニ
メ
と
呼 

ぶ
こ
と
と
し
よ
う
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

フランダースの犬（DVD全13巻）
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と
は
、
「
自
分
の
中
や
自
分
と
他
者
と
の
間 

で
働
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
、
自
分
を 

超
え
た
何
も
の
か
と
つ
な
が
っ
て
い
る
感
覚 

(

の
質)

」(
※
)

な
ど
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
 

か
か
る
ア
ニ
メ
は
、
宗
教
教
団
や
宗
教
伝
統 

と
は
切
り
離
さ
れ
た
形
で
、
人
間
性
や
自
分 

探
し
を
注
視
し
、
明
確
な
世
界
観
や
人
間
観 

を
提
起
す
る
。

人
間
性
へ
の
注
視
で
い
う
と
、
例
え
ば
『
妖 

怪
人
間
ベ
ム
』(

六
八
年)

は
人
間
に
な
り 

た
い
希
求
と
そ
こ
か
ら
か
い
ま
見
る
人
間
性 

を

描

い

た

と

い

う

点

で

『
ピ
ノ
キ
オ
』(

四 

〇
年)

『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
に
連
な
り
、

こ
れ 

ら
の
作
品
は
特
異
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
扱
い 

な
が
ら
、
人
間
性
と
い
う
主
題
を
秘
め
て
い 

る
。

こ
れ
と
近
接
す
る
主
題
と
し
て
自
分
探 

し
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

『機
動
戦
士
ガ
ン
ダ 

ム
』(

七
九
年)

の
ア
ム
ロ 
•

レ
イ
も
、
『新 

世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』

の
碇
シ
ン
ジ 

も
、
ど
こ
か
頼
り
な
げ
で
、
『
マ
ジ
ン
ガ
— 

Z
』(

七
二
年)

の
兜
甲
児
の
よ
う
な
、
そ 

れ
ま
で
の
巨
大
ロ
ボ•

シ
リ
ー
ズ
の
主
人
公 

の
よ
う
に
苦
難
を
乗
り
越
え
、
ゴ
ー
ル
に
向 

か
っ
て
成
長
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
設 

定
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

の
高
度
化
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の 

流
動
化
と
い
う
、
自
分
探
し
自
体
が
主
題
と 

な
っ
て
お
り
、
彼
ら

の
彷

徨
い
は

『銀
河
鉄 

道9
9
9

』(

七
八
年)

の
星
野
鉄
郎
に
通 

じ
て
い
る
。

人
間
性
に
思
い
を
凝
ら
す
一
方
、
明
確
な 

世
界
観
を
描
く
こ
と
も
ア
ニ
メ
は
得
意
と
す 

る
。
前
述
の
よ
う
に
『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』 

は
、
あ

る

種

の

超

越

的

な

次

元(

天
国
や 

魂
の
救
済)

を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
、
ネ
ロ 

の
死
は
理
解
で
き
な
い
。
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ 

ト
』
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』(

八
四
年)

は 

世
紀
末
に
お
け
る
人
類
規
模
の
救
済
の
物
語 

で
あ
る
し
、

『A
K
-
R
A
』

『GHOST Z

THE  

S
H
E
L
L
——

攻
殻
機
動
隊
—
』
は
近
未
来
の
新 

し
い
人
間
観
を
提
起
し
て
い
る
と
い
っ
て
も 

間
違
い
で
は
な
い
。
ま

た

『
も
の
の
け
姫
』 

(

九
七
年)

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
の
よ
う 

な
宮
崎
駿
ア
ニ
メ
に
は
ア
ニ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク 

な
世
界
観
が
前
提
と
さ
れ
、
そ
こ
に
広
範
な 

共
感
を
獲
得
し
て
い
る
。

・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル•

ア
ニ
メ
の
こ
れ
か
ら 

人
類
の
文
明
の
歴
史
に
お
い
て
、
多
く
の 

宗
教
が
生
ま
れ
、
滅
び
て
い
っ
た
。
し
か
し 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
表
現
や
担
い
手
を 

変
え
つ
つ
も
持
続
し
て
き
た
と
私
は
見
て
い 

る
。
現
代
人
の
宗
教
に
対
す
る
嫌
悪
感
や
無 

関
心
と
て
も
、
そ
れ
は
現
存
の
宗
教
教
団
に 

向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア 

リ
テ
ィ
に
対
し
て
の
も
の
で
は
な
い
。
先
の 

ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「神
や
仏
に
す
が
り
た
い 

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
は
五
十
四%

に
達 

し
、

「
な
い
」

四
十
四%

を
上
回
っ
た
。
宗 

教

を

「信
じ
て
い
な
い
」
人
の
中
で
も
、
「す

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ア
ニ
メ
が
、

我
々
の
宗
教
性
を
体
現
し
て
い
る
。

が
り
た
い
」
は
四
十
七%

だ
っ
た
。
そ
う
し 

た
現
代
人
が
単
に
宗
教
教
団
に
向
か
わ
な
い 

だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
に
無
関
心
な
現 

代
人
は
、
宗
教
教
団
に
は
冷
淡
で
も
、
例
え 

ば
宮
崎
駿
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ア
ニ
メ
は 

否
定
し
な
い
だ
ろ
う
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ア
ニ
メ
の
す
そ
野
は 

広
く
、

一
般
の
ア
ニ
メ
と
分
か
つ
基
準
も
難 

し
い
。
し
か
し
宗
教
性
が
教
団
の
枠
を
超
え 

て
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
横
溢
す
る
現
在
、
 

ア
ニ
メ
が
宗
教
団
体
の
代
替
物
に
な
る
と
ま 

で
は
い
わ
な
い
が
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ア 

ニ
メ
が
我
々
の
宗
教
性
を
語
る
上
で
重
要
な 

位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま 

で
も
な
い
。

※

ス

ピ

リ

チ

ュ

ア

リ

テ

ィ

と

は

何

か

に

つ

い
 

て
、

ま

た

宗

教

か

ら

切

り

離

さ

れ

た

形

で

の

ス
 

ピ

リ

チ

ュ

ア

リ

テ

ィ

に

つ

い

て

は

樫

尾

直

樹

『
ス 

ピ

リ

チ

ュ

ア

リ

テ

ィ

を

生

き

る

』
(

せ

り

か

書
 

房
、

二

〇

〇

二

年)

や

伊

藤
•

樫

尾
•

弓

山

『
ス
ピ 

リ

チ

ュ

ア

リ

テ

ィ

の

社

会

学

』
(

世

界

思

想

社

、

二 

〇

〇

四

年)

や

ス

ピ

リ

チ

ュ

ア

ル
•

ナ

ビ

ゲ

ー

タ1
 

(
h
t
t
p

ミw
w
w
.
s
p
m
a
v
L
n
m
t

)ヽ

を

参

照

。 

〇

弓

山

達

也(
ゆ
み
や
ま
た
つ
や)

一

九

六

三

年

、

奈

良

県

生

ま

れ

。

大

正

大

学

人
 

間

学

部

助

教

授

。

財

団

法

人

国

際

宗

教

研

究

所
 

やN
P
O
法

人

「
で

も

く

ら

し

い

」

の

役

員

を

つ 

と

め

、

大

学

の

知

と

宗

教

界

や

地

域

社

会

で

の

実
 

践

の

架

橋
•

越

境
•

協

働

を

企

て

て

い

る

。

著

書 

に

『
天

啓

の

ゆ

く

え

一

宗

教

が

分

派

す

る

と

き

』 

(

日

本

地

域

社

会

研

究

所
)

な

ど

。H
P

は

、
 

h
r-l-
r-t-p:
ヽ ヽm

y
.

 

net'yum-yama

 
ヽ

「
仏
教
ア
ニ
メ
」
と
い
う
と
、
教
団 

が
若
年
層
向
け
の
教
化
材
料
と
し
て
制 

作
し
、
聖
典
の
象
徴
化
・
開
祖
や
祖
師 

方
の
御
一
代
記
な
ど
が
そ
の
常
套
だ 

が
、
そ
の
点
、

一
九
七
六
年
に
『
て
ら

ス
ク
ー
ル
』
で
通
年
連
載
さ
れ
た
同
名 

マ
ン
ガ
を
ア
ニ
メ
化
し
た
『
テ
レ
パ
ス 

ク
マ
ー
ラ
ー
宇
宙
の
旅
—

』(

一
九
七
九 

年)

は
異
色
だ
。

西
暦
三
〇
〇
〇
年
、
地
球
の
荒
廃 

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
救
う
六
つ
の
珠 

(

奉

仕
•

反

省
•

忍

耐
•

努

力
•

禅
・ 

知
恵)

を
手
に
入
れ
る
た
め
、
時
空
を 

こ
え
て
宇
宙
の
彼
方
へ
旅
立
つ
少
年
テ 

レ
パ
ス
ク
マ
ー
ラ
の
冒
険
譚
。
「
少
年
・
 

宇
宙
・
冒
険
」
と
い
う
一
九
八
〇
年
前 

後
の
ア
ニ
メ
王
道
の
世
界
観
に
仏
教
的 

な
意
匠
を
凝
ら
し
た
内
容
は
、
当
時
の 

宗
門
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
志
し
た
制
作 

者
側
の
労
苦
が
伺
わ
れ
る
。
独
錯
、
授 

菩
薩
三
摩
耶
戒
陀
羅
尼
、
猊
、
冒
険
の 

佳
境
で
突
然
の
入
定
…
。
オ
リ
ジ
ナ
ル 

の
主
題
歌
ま
で
作
ら
れ
る
力
の
入
れ
よ

う
だ
。

ち
な
み
に
、
ク
マ
ー
ラ
の
声
は
、
先 

日

『
ド
ラ
え
も
ん
』
の
の
び
太
役
を
降 

板
さ
れ
た
小
原
乃
梨
子
さ
ん
。
ク
マ
ー 

ラ
と
は
梵
語
で
「
少
年
」
と
い
う
名
詞
。
 

テ
レ
バ
ス
少
年
…
清
田
益
章
!?
際
ど 

い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
は
あ
る
。

現
在
で
も
宗
務
庁
の
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ 

ラ
リ
ー
と
し
て
貸
出
可
能
。
お
問
い
合 

わ
せ

は

教
化
部
企
画
研
修
課(
6

〇 

三

—
三
四
五
四
—
五
四
一
五)

ま
で
。
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〜
平
和
な
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
〜 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

覚
成
寺
副
住
職•

大
平
一
誠
師

今

号

の

「ぴ
一
ぷ
る
」
は
、
覚
成
寺
フ
レ
ン
ズ
な
ど
、
既
存
の
活
動
範
囲
を
越
え
て 

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
る
大
平
一
誠
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
お
寺
で 

育
ち
、
僧
侶
と
い-
つ
レ
ー
ル
に
生
き
て
き
た
彼
の
僧
侶
観
、
仏
教
観
を
尋
ね
、
現
在
の 

活
動
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
か
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

【大
平
】

い
い
え
。
覚
成
寺
に
は
父
の
兄
が 

い
ま
し
た
。
で
も
そ
の
兄
が
寺
の
跡
を
継
げ 

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
父

覚成寺フレンズ

——
大
平
さ
ん
は
も
と
も
と
お
寺
に
お
生
ま
れ 

で
す
か
。

が
僧
侶
に
な
っ
て
寺
に
入
っ
た
ん 

で
す
。
で
す
か
ら
僕
は
物
心
が
つ 

い
た
小
学
校
に
上
が
る
時
分
に
突 

然
お
寺
の
子
に
な
っ
た
と
い
う
感 

じ
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
多
く
の
他 

の
師
弟
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す 

け
ど
、
お
葬
式
と
か
法
事
に
付
い 

て
行
か
さ
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
そ 

ん
な
状
況
で
し
た
か
ら
、
私
の
場 

合
将
来
に
つ
い
て
も
特
に
就
職
先 

を
探
す
わ
け
で
も
な
く
気
ま
ま
に 

生
き
て
き
ま
し
た
。

——
私
は
お
寺
に
生
ま
れ
た
の
で
す 

が
、
境
遇
は
大
平
さ
ん
と
同
じ
で 

す
。
僧
侶
と
い
う
生
き
方
に
葛
藤 

み
た
い
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で 

し
た
か
。

【大
平
】

大

学

か

ら

戻

っ

て

き 

て
、
寺
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に 

な
る
ん
で
す
け
ど
も
、

二
十
歳
中

大平一誠師

盤
く
ら
い
ま
で
自
分
の
意
思
で
僧
侶
を
や
っ 

て
い
る
っ
て
感
覚
じ
や
な
か
っ
た
で
す
ね
。
 

そ
の
当
時
は
、

午
前
中
だ
け
外
回
り
や
月 

参
り
を
終
え
、
午
後
に
は
暇
に
な
り
昼
寝
を 

す
る
な
ど
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

や
が
て
結
婚
し
ま
し
た
が
、
若
さ
ゆ
え
に
背 

伸
び
を
し
、
寺
の
運
営
方
針
で
住
職
と
も
め 

て
、
結
局
彼
女
と
は
別
々
の
道
を
歩
む
よ
う 

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
堕
落
の
数
年 

間
を
過
ご
す
わ
け
で
す
。

二
十
代
後
半
で
す 

け
ど
、
た
だ
日
々
を
浪
費
し
て
い
た
と
思
い 

ま
す
。
そ
し
て
つ
い
に
爆
発
し
た
ん
で
す
よ
。
 

何
で
も
レ
ー
ル
の
上
に
の
っ
て
い
く
よ
う
な 

都
合
の
い
い
も
の
じ
ゃ
な
い
ぞ
っ
て
い
う
こ 

と
で
。
よ
く
住
職
と
ぶ
つ
か
り
合
う
時
期
が 

あ
り
ま
し
た
。

-

そ
れ
か
ら
ご
自
身
の
中
で
僧
侶
観
と
い
う 

の
は
ど
う
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
か
。
 

【大
平
】
 

こ
こ
で
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
僧
侶
観 

み
た
い
な
の
が
一
回
壊
れ
て
、
そ
れ
か
ら
さ 

ま
よ
う
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で 

出
会
っ
た
の
が
、
浄
土
真
宗
の
仏
教
青
年
会 

で

取

り

組

ん
だ
「
同
和
問
題
」
だ
っ
た
ん
で

寺院用仏具•仏壇•製造販売 ほう Aう
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す
。
そ
れ
ま
で
自
分
の
考
え
て
き
た
仏
教 

は
、

た
だ
法
事
と
か
の
場
面
で
法
話
を
す 

る
と
い
う
よ
う
に
教
え
を
伝
え
る
と
い
う
だ 

け
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
差
別
問
題
に 

ぶ
ち
当
た
っ
た
と
き
に
、

こ
う
い
う
こ
と
が 

今
も
ま
だ
残
っ
て
い
て
、
被
差
別
の
人
た
ち 

の
生
の
声
を
聞
い
た
こ
と
も
な
く
っ
て
、
自 

分
は
何
を
や
っ
て
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
疑 

問
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
考 

え
て
い
る
と
き
に
ア
メ
リ
カ
で
九•

一
一
の 

同
時
多
発
テ
ロ
が
起
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ 

で
世
の
中
の
不
条
理
つ
ま
り
テ
ロ
と
そ
れ
に 

対
す
る
報
復
に
対
し
、
自
分
は
仏
教
者
と
し 

て
命
を
尊
ぶ
教
え
を
伝
え
る
役
目
に
あ
り
な 

が
ら
、
無
関
心
だ
っ
た
と
い
う
気
づ
き
が
あ 

り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
差
別
の
問
題
と
、
世 

界
の
動
き
と
が
同
時
期
に
自
分
の
中
に
入
っ 

て
き
て
、

こ
の
真
実
に
自
分
が 

生
き
て
い
る
と
思
っ
た
と
き
、
 

な
ん
と
か
今
の
世
に
自
分
の
言 

葉
で
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば 

と
す
ご
く
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
 

そ
れ
が
本
当
に
自
分
で
お
坊
さ 

ん
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
つ
か 

け
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
ま 

で
は
は
っ
き
り
言
っ
て
職
業
と 

い
う
感
じ
で
、
袈
裟
を
着
て
い 

る
と
き
だ
け
お
坊
さ
ん
だ
っ
た 

の
だ
と
思
い
ま
す
。
頭
を
思
い 

切
っ
て
剃
髪
し
た
の
も
そ
の
と 

き
な
ん
で
す
。
，

——
浄
土
真
宗
で
は
頭
を
剃
ら
な 

く
て
も
い
い
ん
で
す
よ
ね
。
身 

も
心
も
新
し
い
僧
侶
と
し
て
の 

出
発
点
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
 

【大
平
】

人
間
と
し
て
の
尊
厳 

が

傷

つ

け

ら

れ

て

い

る

現

実 

と
、

暴

力

が

渦

巻

く

こ

の

世 

界
の
あ
り
よ
う
っ
て
い
う
も
の

に
、
仏
教
は
応
え
る
だ
け
の
も
の
が
あ
る
と 

思
い
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
僧
侶
に
な
る
と 

い
う
の
が
二
回
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
回 

は
親
の
言
う
ま
ま
に
な
っ
た
家
業
と
し
て
の 

お
坊
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
十
数
年
き
て
今
度
は 

自
分
で
選
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
し
た
お
坊 

さ
ん
で
す
ね
。

——
大

平

さ

ん
は

主

に
「
セ

イ

ブ•

イ
ラ
ク
チ 

ル
ド
レ
ン•

名
古
屋
」(
X
I
)

や

「ク
マ
ッ 

プ
」(
※
2
)

な
ど
平
和
問
題
や
非
戦
運
動 

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う 

し
た
活
動
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で 

す
か
。

「
セ
イ
ブ
・
イ
ラ
ク
チ
ル
ド
レ
ン• 

名
古
屋
」
イ
ラ
ク
戦
争
で
被
害
に
遭
っ
て 

い
る
子
ど
も
た
ち
へ
主
に
医
療
分
野
で
の 

支
援
を
行
な
う
。
医
薬
品
や
医
療
機
器
のイラク戦争の悲惨さを伝える資料室

寄
付
、
イ
ラ
ク
人
医
師
の
日
本
で
の
医
療 

研
修
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
の
活
動
を
展 

開
。
寄
付
は1
郵
便
振
替0
 0
8
7
0

—— 

2
——5
9
0
2
6

※
2

「ク
マ
ッ
プ
」

日
本
国
憲
法
九
条
の 

平
和
理
念
を
モ
チi
フ
に
し
て
作
っ
た
オ 

り
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
を
広
め
る
こ
と
に
よ
っ 

て
、
平
和
な
世
の
中
を
目
指
す
ム
—
ブ
メ 

ン
ト
を
発
信
し
て
い
く
取
り
組
み
。
オ
り 

ジ
ナ
ルC
D

の
販
売
収
益
は
、
「
セ
イ
ブ• 

イ
ラ
ク
チ
ル
ド
レ
ン
・
名
古
屋
」
な
ど
へ 

寄
付
さ
れ
る
。

【大
平
】
 

最

初

は

「覚
成
寺
フ
レ
ン
ズ
」
で 

の
仏
教
青
年
会
活
動
が
主
で
し
た
。
そ
れ
を 

脱
し
た
の
は
イ
ラ
ク
戦
争
で
す
。
あ
の
と
き 

に
、
い
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
 

ピI
ス
ウ
ォ|

ク
に
出
か
け
て
行
っ
た
ん
で 

す
よ
。
そ
こ
で
宗
教
者
な
ん
て
い
な
い
だ
ろ 

う
と
思
い
期
待
を
せ
ず
に
行
っ
た
ら
、
南
無 

阿
弥
陀
仏
っ
て
い
う
旗
を
持
っ
て
歩
い
て
い 

る
人
と
か
、
キ
り
ス
ト
教
も
仏
教
も
関
係
な 

く
宗
教
者
が
け
っ
こ
う
い
た
ん
で
す
よ
。
繁 

華
街
で
は
一
刻
も
早
く
戦
争
が
終
わ
る
よ
う 

に
と
祈
り
の
集
い
を
や
っ
て
い
ま
し
た
の
で 

参
加
し
た
ら
、
同
じ
よ
う
に
お
寺
の
枠
を
越 

え
て
外
に
出
て
い
た
お
坊
さ
ん
た
ち
が
い
た 

ん
で
す
。
こ
れ
は
大
き
な
発
見
で
し
た
。
そ 

ん
な
と
き
イ
ラ
ク
に
行
っ
て
き
た
弁
護
士
の 

小
野
万
理
子
さ
ん
が
話
を
す
る
と
い
う
の
で 

聞
き
に
い
っ
た
の
が
「
セ

イ

ブ•

イ
ラ
ク
チ 

ル
ド
レ
ン
・
名
古
屋
」

へ
関
わ
る
発
端
だ
っ 

た
ん
で
す
。

こ
の
小
野
万
理
子
さ
ん
が
日
本 

で
イ
ラ
ク
の
支
援
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た 

い
と
い
う
の
で
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し 

た
。
私
た
ち
が
目
に
す
る
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の 

情
報
と
は
反
対
に
、
現
地
に
行
っ
た
人
た
ち 

や
イ
ラ
ク
の
人
た
ち
か
ら
も
直
接
戦
争
の
様 

子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
た
い
へ
ん
な
状 

況
を
知
っ
た
の
で
こ
れ
は
ほ
っ
と
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
共
通
す
る
の
も
偏
見 

で
し
た
ね
。
イ
ラ
ク
は
危
険
だ
っ
て
い
う
情 

報
が
最
初
に
先
行
し
て
い
て
、
ほ
ん
ま
に
そ 

う
な
ん
か
、
普
通
に
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る 

人
は
ど
う
な
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
を
知
り
た 

か
っ
た
。
そ
の
と
き
た
ま
た
ま
高
校
の
恩
師 

を
介
し
て
ジ
ャ
—
ナ
り
ス
ト
の
久
保
田
弘
信 

さ
ん
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
久
保
田
さ
ん
は 

米
英
軍
の
空
爆
の
時
に
イ
ラ
ク
に
残
っ
て
い 

て
、
僕
は
そ
の
間
彼
と
ず
っ
と
メ
ー
ル
で
や 

り
と
り
を
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
 

イ
ラ
ク
戦
争
と
い
う
の
は
す
ご
く
身
近
に 

感
じ
た
ん
で
す
。
報
復
の
連
鎖
か
ら
抜
け
出 

す
方
法
と
い
う
か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
っ 

て
い
う
の
は
自
然
に
考
え
ま
す
よ
ね
。
そ
う 

考
え
て
い
た
ら
、
日
本
に
は
憲
法
九
条
と
い 

う
の
が
あ
っ
た
よ
な
っ
て
気
付
き
ま
し
た
。
 

こ
の
九
条
の
精
神
と
い
う
の
は
、
戦
争
を
し 

な
い
た
め
に
武
器
一
本
も
持
た
な
い
っ
て
い 

う
、
考
え
て
み
た
ら
当
た
り
前
の
こ
と
な
ん 

で
す
が
、
そ
の
あ
る
意
味
真
理
み
た
い
な
と 

こ
ろ
が
、
す
ご
く
仏
教
の
教
え
と
類
似
し
て 

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。
 

仏
教
の
ほ
う
を
現
実
に
近
づ
け
る
な
ん
て
こ 

と
は
し
な
い
で
す
よ
ね
。
む
し
ろ
そ
の
都
度
、
 

そ
の
時
代
で
い
ろ
ん
な
お
坊
さ
ん
が
、
お
釈 

迦
さ
ま
の
真
意
を
明
か
す
た
め
に
い
ろ
い
ろ 

活
動
し
て
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な 

い
で
す
か
。
そ
う
考
え
た
ら
九
条
も
現
実
に 

合
わ
な
い
か
ら
変
え
る
っ
て
い
う
よ
り
は
む 

し
ろ
、
あ
る
意
味
真
理
だ
っ
た
も
の
を
憲
法 

と
し
て
手
に
入
れ
ち
ゃ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
 

こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
変
え
た
ら
ま
ず
い
ん
じ
ゃ 

な
い
か
な
っ
て
思
う
よ
う
に
な
っ
て
、
九
条 

イ
コI
ル
仏
教
に
生
き
て
い
く
と
い
う
か
、
 

仏
教
を
伝
え
て
い
く
こ
と
と
あ
ん
ま
り
変
わ 

ら
な
い
ん
だ
っ
て
思
い
ま
し
た
。
あ
く
ま
で 

も
政
治
活
動
で
は
な
く
て
自
分
の
信
念
と
し 

て
り
ン
ク
す
る
か
ら
や
つ
て
い
る
ん
で
す
。
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『ENXEN縁バイ縁』とは、「そうせい」編集部による造語です。「縁」を大切にしながら、さまざまな社会活動の実践をされて 

いる方の「人間観と仏教観」に学び、その「縁」を私達の実践を通して無窮に拡げていきたい、という願いが込められています。

時間的にも空間的にも交わりお互いが依存しあうこの縁起の世界で、我々仏教者が慈悲を具現化するために出来ることとは…。 

『ENXEN縁バイ縁』、読者の皆さまと一緒に考えていきたいと思います。

——
九
条
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
今 

の
日
本
を
見
た
場
合
悲
観
的
に
考
え
た
こ
と 

は
あ
り
ま
す
か
。

【大
平
】
 

九
条
は
守
る
っ
て
い
う
代
物
で
は 

な
く
て
、
目
指
す
も
の
、
活
か
す
も
の
で
あ
っ 

た
と
思
う
ん
で
す
。
今
ま
で
は
改
憲
と
護
憲 

が
綱
引
き
を
し
て
き
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
全 

然
活
き
て
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ 

は
自
分
の
中
で
仏
教
を
同
じ
よ
う
に
し
て
き 

た
こ
と
と
リ
ン
ク
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら 

地
元
に
で
き
た
九
条
の
会
に
世
話
人
と
し
て 

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

い 

ざ
や
っ
て
み
る
と
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に 

活
動
の
輪
が
広
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ 

で
音
楽
で
九
条
の
理
念
を
表
現
し
た
ら
ど
う 

か
と
考
え
た
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

「
憲 

法
九
条
」
を
言
わ
ず
に
笑
顔
で
「未
来
の
子 

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と
い
う
よ
う
な
世
界 

共
通
語
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
発
信
し
た 

ら
と
考
え
ま
し
た
。
世
界
中
の
人
び
と
の
幸 

せ
を
願
っ
た
仏
教
も
そ
う
で
す
が
、
世
界
中 

が
平
和
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か 

を
考
え
て
い
け
ば
、
お
の
ず
と
武
器
を
取
る 

こ
と
は
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
よ
っ
て
当
然
そ
こ
に 

帰
結
す
る
わ
け
で
、
そ
う
な
る
と
回
り
回
っ 

て
九
条
に
た
ど
り
着
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て 

い
う
方
法
論
で
す
よ
ね
。
そ

し

て

「ク
マ
ッ 

プ
」

っ
て
い
う
ふ
ざ
け
た
名
前
で
は
あ
り
ま 

す
が
、
歌
っ
て
踊
る
ア
イ
ド
ル
の
ノ
り
で
楽 

し
く
や
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
す
。

——
何
か
を
し
た
い
け
ど
何
を
し
て
い
い
か
わ 

か
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
青
年
僧
も
多
い
と 

思
い
ま
す
が
、

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
お
聞 

か
せ
下
さ
い
。

【大
平
】

僕
の
場
合
は
不
思
議
と
差
別
の
こ 

と
に
出
合
っ
た
り
、
九•

一
一
が
起
き
た
り
、
 

新
し
い
伴
侶
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
り
と
い 

う
ご
縁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
き
っ
か
け 

だ
と
し
て
も
、
取
り
あ
え
ず
出
か
け
て
い
く

こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の 

ま
ま
社
会
に
飛
び
出
し
て
行
く
感
覚
で
構
い 

ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
こ
と
で
何
か
が
引
っ
か 

か
っ
て
く
る
っ
て
い
う
か
、
自
分
が
求
め
て 

い
か
な
く
て
も
相
手
の
ほ
う
か
ら
つ
な
が
り 

を
い
た
だ
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
本
来
、
 

お
寺
は
あ
と
か
ら
出
来
て
き
た
も
の
じ
ゃ 

な
い
で
す
か
。
最
初
は
こ
の
身
一
つ
だ
っ
た 

は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
今
は
最
初
に
ど 

う
や
っ
て
こ
こ
に
人
を
呼
ぼ
う
か
と
な
る
か 

ら
、
な
か
な
か
う
ま
く
回
っ
て
い
か
な
い
と 

思
う
ん
で
す
。
あ
と
は
、
浄
土
真
宗
だ
か
ら 

極
楽
浄
土
と
か
い
ろ
ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ 

り
ま
す
け
ど
キ
ー
ワ
ー
ド
に
あ
ん
ま
り
こ
だ 

わ
ら
な
く
っ
て
活
動
し
て
み
る
と
か
、
あ
る 

い
は
、
自
分
た
ち
と
教
義
的
に
は
違
う
な
っ 

て
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し 

て
参
加
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ 

ん
。
そ
れ
は
私
が
感
じ
た
の
で
す
が
、
自
分 

か
ら
枠
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
す
と
な
か
な
か 

新
し
い
発
想
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
維 

持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い 

で
す
け
ど
ね
。

パートナー（妻）のゆう子さんと

覚

成

寺

の

仏

教

青

年

会

を

『
覚

成

寺

フ

レ

ン

ズ

』 

と

い

い

ま

す̂

発

足

は

二

〇

〇

二

年

四

月

で

、

お

経

教

室
(

土 

曜

学

校)

の

イ

ベ

ン

ト

運

営

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活 

動

な

ど

を

行

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

平

和

問

題

や

差 

別

問

題

な

ど

、

社

会

の

さ

ま

ざ

ま

な

問

題

に

も

取 

り

組

ん

で

い

ま

す

。

十

一

頁

の

様

子

は

、T
V
番 

組

『
爆

笑

問

題

の

す

す

め

』
の

視

聴

会

。
ゲ

ス

ト

の 

森

達

也

さ

ん
(

オ

ウ

ム

真

理

教

を

取

材

し

て

『A
』 

『A
2

』
と

い

う

二

本

の

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

リ

ー

映

画 

を

発

表

し

た

こ

と

で

も

知

ら

れ

て

い

る

映

画

監

いんた一みつしよん

― 浄土のムーンウオーカー、to be with you -

督)

が

「
葛

藤

の

ス

ス

メ

」
と

い

う

テ

ー

マ

で

お

話 

し

て

い

た

も

の

を

、

フ

レ

ン

ズ

の

仲

間

で

見

ま

し 

た

。

そ

の

後

は

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

を

行

い

、

葛 

藤

す

る

こ

と

に

つ

い

て

み

ん

な

で

考

え

ま

し

た

。 
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覚
成
寺
フ
レ
ン
ズ
と
は
？•

覚成寺副住職、大平一誠師。またの名を、マイケル•シャクソン。，

あるときは即ち匂い立つ古式ゆかIき玲瓏の青年僧、またあるときは即ちフ" 

ラックレザーを身に纏って殺活自在。須弥壇上より喧騒の巷間に至るまで、四 

衆接化の妙色身を現ず。あるいは空中の鳥の如く、あるいは水中の魚の如く、 

機に応t変に応ず軽妙のムーンウォークは、It,s so cool!!、無為にIて為す妙 

行なり。千変万化の方便力で、Go !! Michael, go !!
「…9 •11テロとか、彼女との出会いとか…色々と重なって起きまIて…」 

詳I くは本編に譲るが、これはシャクソンの梵天勧請に当たるくだり。「彼女 

との出会い」とは、パートナーであるゆう子さんとの出会いをいう。彼女が、マ 

イケルにとって、どんな存在なのか、取材Iていたらよく分かった。浄玻璃の 
鏡であり、点火プラグであり、キャブレターであり•昊まさにマイケルの「EN 

X ENJ 〇 傍らに「同志」を得て、Michael Shakuson, on the stage !!
ゆう子さんは、マイケルと出会う前は、教会に通っていたそうだ。だから、お 

寺に入ってみて、驚くことも多かった。その閉鎖的な体質とか。たとえば、、ホー 

ムレスの方が'来たら、教会なら施Iするのが当たり前。でも、お寺はどうか…。 

我々にIてみれば、痛いと;ころ。でも、彼女のお寺へ寄せる期待もヒシヒシと伝 

わってきた。誰もが救われる宗教、それが仏教。とても楽になれたそうだ。

彼女をボンテンというのもよいか、言葉の響きが、どうも•…一やはり、ここは 

花に喻えてみたい。だって、シャクソンときたら蓮華でIよう。

ホットな二人のstand by me。永劫不滅の遊戯三昧は続く。

The show must go on !! （貴）
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全
曹
青

情
報
局

台
風
十
四
号
災
害
に
お
け
る
被
災
者
の
方
が
た
に
対I
て
、
衷
心
よ 

り
お
見
舞
い
申I
上
げ
ま
す
。
被
災
者
の
方
が
た
の
健
康
回
復
と
、

一
 

日
も
早
い
生
活
の
復
旧
を 

心
よ
り
祈
念
申I
上
げ
ま
す
。

——

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
——

台M
十
四
号
災
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況
報
告

台
風
十
四
号
は
、
平
成
十
七
年
九
月
四
日 

か
ら
六
日
に
か
け
て
九
州
地
方
に
甚
大
な
被 

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
九
州
曹
洞
宗
青
年 

会
(

以
下
九
曹
青)

で
は
、
台
風
通
過
中
よ 

り
九
州
各
県
の
曹
青
会
会
長
を
通
じ
、
電
話 

連
絡
に
よ
っ
て
災
害
状
況
の
確
認
、
情
報
収 

集
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
各
報
道
機
関
で
も
報
道
さ
れ
て 

い
た
よ
う
に
、
宮

崎

県•

大

分

県•

鹿
児
島 

県
に
て
被
害
が
出
て
お
り
、
宮
崎
県
曹
洞
宗 

青

年

会
(

以
下
宮
崎
曹
青)

よ
り
被
害
甚
大 

と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。
 

台
風
通
過
後
数
日
で
各
地
の
被
災
状
況 

の
全
容
が
見
え
て
く
る
と
、
各
地
で
ボ
ラ
ン

橋梁2箇所において、橋桁が流出した高 

千穂鉄道

テ
ィ
ア
セ
ン
タ|

の
開
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

w
 e b

や
報
道
機
関
の
情
報
を
収
集
し
、
宮 

崎
県
を
中
心
に
九
曹
青
と
し
て
の
復
旧
作
業 

(

人
的
支
援)

の
方
策
を
考
慮
し
て
お
り
ま
し 

た
。
当
時
九
曹
青
が
把
握
し
て
い
た
情
報
で 

は
、
ほ
と
ん
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

の
募
集
は
県
内
或
い
は
当
該
市
内
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
要
請
し
か
な
く
、
土
曜
日
、
日
曜
日
の 

み
の
開
設
で
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
被
災
者 

で
も
あ
る
現
地
の
宮
崎
曹
青
の
協
力
な
し
に 

は
県
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
で
き 

な
い
、
そ
れ
も
土
曜
日
、
日
曜
日
の
み
し
か
活 

動
で
き
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
宮
崎
曹
青
会 

長
松
田
俊
英
師
に
宮
崎
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
セ
ン
タ|

へ
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ 

き
、
平
日
の
復
旧
作
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登 

録
で
き
る
と
こ
ろ
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
。

九
月
十
一
日(

日)

午
後
七
時
頃
、
宮
崎
曹
青
の
松
田
会
長 

よ
り
北
方
町
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン 

タ
ー
(
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
北
方
町)

が
、
九 

月
十
二
日(

月)

以
降
、
平
日
も
セ
ン
タ|

を 

開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
と
の 

連
絡
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
連
絡
の
中
で
松 

田

会

長

よ

り

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
復
旧 

活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

大活躍した軽トラまでお貸しいただいた 

吉祥寺様。朝の出発風景

い
」
と
の
依
頼
を
受
け
、
そ
の
旨
を
午
後
九 

時
頃
、
九
州
各
県
各
青
年
会
の
会
長
宛
に
協 

力
要
請
の
電
話
連
絡
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に 

平
行
し
て
財
務
担
当
者-

監
事
の
承
諾
を
得 

て
九
曹
青
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
を
初
動
資
金 

と
し
て
拠
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

九
月
十
三
日(

火)

台
風
十
四
号
災
害
に
対
す
る
九
曹
青
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
情
報
掲
示
板(

ウ
ェ
ブ
ロ 

グ)

を
佐
賀
県
曹
洞
宗
青
年
会
の
協
力
に
て 

開
設
。
同
日
午
後
に
は
宮
崎
県
外
か
ら
の
参 

加
者
七
名
は
現
地
に
到
着
、
北
方
町
の
吉
祥 

寺

様
(

尾
田
正
明
住
職
、
元
九
曹
青
会
長) 

に
宿
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
月
十
四
日(
水)

午
前
八
時
三
十
分
、
北
方
町
災
害
救
援
ボ 

ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
に
て
受
付
、
当
日
合 

流
し
た
参
加
者
と
合
わ
せ
二
十
六
名
、

四
ケ 

所
に
わ
か
れ
九
時
よ
り
活
動
を
開
始
。
そ
の 

中
の
一
ヶ
所
は
氾
濫
し
た
五
ヶ
瀬
川
の
す
ぐ 

脇
に
あ
る
薬
局
で
、
最
大
ニ
メ|

ト
ル
強
の 

浸
水
が
あ
っ
た
所
で
し
た
。
陳
列
ケ
ー
ス
や 

窓
、
サ
ッ
シ
な
ど
の
洗
浄
、
汚
泥
の
除
去
、
 

浸
水
し
た
壁
や
床
な
ど
、
廃
材
と
な
っ
て
し 

ま
っ
た
も
の
を
搬
出
す
る
作
業
で
し
た
。
昼 

食
休
憩
を
は
さ
み
、
午
後
四
時
ま
で
活
動
を 

行
い
ま
し
た
。
活
動
を
終
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ|

へ
戻
り
活
動
報
告
を
行
い
、
引
き 

続
き
現
地
に
残
り
活
動
を
続
け
る
県
外
か
ら 

の
参
加
者
六
名
は
吉
祥
寺
様
に
宿
を
借
り
ま 

し
た
。

そ
の
後
、
午
後
四
時
五
十
分
過
ぎ
に
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ1
よ
り
、
明
日
十
五
日
の 

支
援
要
請
が
あ
り
、
明
日
も
引
き
続
き
復
旧 

作
業
に
当
た
る
こ
と
が
決
定
。

九
月
十
五
日(
木)

午
前
八
時
三
十
分
、
北
方
町
災
害
救
援
ボ 

ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ|

に
て
受
付
、
当
日
合 

流
し
た
参
加
者
と
合
わ
せ
二
十
四
名
、

三
ケ 

所
に
わ
か
れ
九
時
よ
り
活
動
を
開
始
。
そ
の 

中
の
一
ヶ
所
は
近
隣
の
延
岡
市
で
の
活
動
。
 

こ
こ
は
被
災
し
て
か
ら
既
に
十
日
が
過
ぎ 

よ
う
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
災 

時
の
ま
ま
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
況
で 

あ
り
ま
し
た
。
畳
の
上
に
堆
積
し
た
汚
泥
、
 

汚
れ
た
ま
ま
の
家
財
道
具
な
ど
、
改
め
て
被 

害
の
甚
大
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
状
況
で
し 

た
。
昼
食
休
憩
を
は
さ
み
、
午
後
四
時
ま
で 

活
動
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ 

戻
り
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
活
動
を
行
う
べ
く
数
名
が
待 

機
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
午
後
五
時
過
ぎ
に 

北
方
町
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ|
 

は
、
本
日
を
持
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン 

タI
を
閉
鎖
し
、
そ
れ
に
伴
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
の
募
集
を
中
止
す
る
と
の
決
定
が
な
さ
れ 

ま
し
た
。
こ
の
決
定
を
受
け
宮
崎
曹
青
と
の 

協
議
で
は
、

い
っ
た
ん
現
体
制
で
の
活
動
を 

打
ち
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
の
結
論
に 

至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
日
間
に
亘
り
九 

州
各
県
よ
り
延
べ
五
十
名
が
参
加
し
た
活
動 

の
暫
時
打
ち
切
り
を
決
定
し
、
そ
の
旨
、
記 

述
の
掲
示
板
に
て
告
知
し
終
了
い
た
し
ま
し 

た
。尚

、
今
回
の
災
害
救
援
活
動
時
に
は
、
 

佐
賀
県
曹
洞
宗
青
年
会
の
ホ|

ム
ペ|

ジ
の 

掲
示
板
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
シ 

ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
刻
々
と 

変
化
す
る
現
地
の
状
況
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
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情報局全曹青

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ1

ズ
の
把
握
・
伝
達 

に
は
た
い
へ
ん
な
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が 

あ
ら
た
め
て
証
明
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま 

す
。
今
回
の
シ
ス
テ
ム
は
携
帯
電
話
か
ら
も 

閲
覧
が
可
能
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
移
動
中
で 

あ
っ
て
も
そ
れ
ら
の
情
報
を
必
要
な
時
に
取 

り
出
す
こ
と
が
可
能
で
し
た
し
、
書
き
込
む 

こ
と
も
可
能
で
し
た
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
り 

ま
し
た
。
今
後
は
、
災
害
発
生
時
よ
り
こ
の 

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
随
時
情
報
を
提
供
・
 

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
動
き
が
予
想 

出
来
、
迅
速
で
的
確
に
、
そ
し
て
多
く
の
救 

援
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い 

で
し
よ
う
か
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
度
の
活
動
に 

対
し
、
各
方
面
よ
り
活
動
支
援
金
を
拝
受
い 

た
し
ま
し
た
こ
と
に
深
甚
な
る
謝
意
を
申
し

濁流で枕木が流出し、大きくゆがんだ線 

路（高千穂鉄道・日之影温泉駅付近）」

述

べ

、
被

災

地

、
そ

し

て

被

災

地

の

方

が

た

の 

一

日

も

早

い

復

興

を

ご

祈

念

申

し

上

げ

ま

す

。 

〈
全

曹

青

九

州

管

区

理

事

小

島

宗

彦

〉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
イ
ン
サ
イ
ド
レ
ポ|

ト

◊

九

月

十

四

日

羽

田

よ

り

朝

一

番

で

宮

崎

に

向

か

う

。

午

後 

-

時

前

、

現

地

・

北

方

町

に

到

着

。

同

町

災

害

救 

援

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ|

に

て

受

付

後

、

即
時 

支

援

活

動

現

場

に

移

動

。

北

方

町

役

場

近

所

の

二 

メ

ー

ト

ル

床

上

浸

水

し

た

薬

局

の

現

場

に

て

、

九 

曹

青

会

員
(

全

県

よ

り

参

加)

、

福

岡•

明

光

寺

専 

門

僧

堂

の

皆

さ

ん

と

共

に

作

業

に

あ

た

る

。

床
は 

ぎ

、

基

礎

部

分

の

泥

除

去

、

片

付

け

、

清

掃

等

の 

作

業

に

あ

た

り

、

午

後

四

時

に

終

了

。

同

町

災

害 

救

援

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

に

戻

り

、

明
日
の 

応

援

要

請

に

来

て

い

た

延

岡

市

の

社

共

ス

タ

ッ

フ 

か

ら

状

況

を

直

接

伺

っ

た

後

、

宿

泊

地

で

あ

る

吉 

祥

寺

様

に

移

動

す

る

。
(

宿

泊

者

十

名)

◊

九

月

十

五

日

新

た

に

到

着

し

た

大

分

青

年

会

の

方

が

た

と

、
 

北

方

町

災

害

救

援

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

で

合 

流

し

、

昨

日

応

援

要

請

の

あ

っ

た

隣

市•

延

岡

市 

を

は

じ

め

、

方

々

の

現

場

に

分

か

れ

復

旧

支

援

作 

業

。

作

業

の

振

り

分

け

は

地

元•

宮

崎

曹

青

が

担 

当

し

て

下

さ

い

ま

し

た

。

河

川

近

く

の

城

小

学

校 

で
、
約

二

メ

ー

ト

ル

浸

水

し

た

体

育

館

の

片

付

け• 

清

掃

に

あ

た

る

。
今

回

の

復

旧

支

援

活

動

に

参

加 

さ

れ

た

青

年

会

員

の

中

に

は

、

長

年

土

木

作

業

に 

従

事

さ

れ

た

方

が

お

り

、

バ

ッ

ク

フ

ォ1
の
操
作 

等

で

そ

の

経

験

を

遺

憾

無

く

発

揮

さ

れ

て

い

た

。

正

午

、

北

方

町

災

害

救

援

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン
 

タ

ー

に

戻

り

昼

食

。

午

後

、

新

た

に

被

災

現

場

に 

向

か

う

方

が

た

を

見

送

り

、

そ

の

後

、

宮

崎

市

内 

に

あ

る

宮

崎

市

災

害

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

本

部

へ

市

内 

の

被

災

状

況

調

査

に

向

か

う

。

そ

こ

で

宮

崎

市

の 

社

共

代

表

の

方

と

も

お

会

い

し

、

状

況

を

伺

う

。 

三

連

休

の

十

九

日

で

活

動

終

了

予

定

。

台

風

の

被 

害

は

例

年

よ

り

も

甚

大

で

あ

っ

た

が

、

活

動

終

息 

直

前

と

い

う

こ

と

で

、

皆

や

は

り

安

堵

の

表

情

を 

み

せ

て

い

ま

し

た

。

最

後

に

、

こ

の

度

の

復

旧

支

援

活

動

に

際

し

ま 

し

て

、

宿

泊

場

所

や

食

事

の

提

供

を

は

じ

め

、

さ 

ま

ざ

ま

な

面

で

ご

協

力

下

さ

い

ま

し

た

ご

寺

院

様 

と

関

係

者

各

位

、

ま

た

、

後

方

支

援

を

し

て

い

た 

だ

き

ま

し

た

全

国

の

ご

寺

院

様•

青

年

会

の

皆

さ 

ま

に

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

◊

災

害

多

発

の

昨

今

、

初

動

時

の

明

確

な

体

制

作 

り

が

急

務

で

あ

る

と

実

感

し

、

全

国

の

評

議

員

・
 

理

事

合

同

参

加

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

研

修

会

を

現

在 

企

画

中

で

す

。

願

わ

く

は

、
吾

我•

名

利

を

離

れ

、
 

観

無

常
•

自

他

一

如

を

旨

に

、

広

い

視

野

で

今

後 

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

推

進

し

て

い

け

れ

ば

と 

存

じ

ま

す

。

〈
全

曹

青

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

委

員

長 

米

澤 

智

秀

〉

活

動

時

の

写

真
^
^
^

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
の
た
め
見
づ
ら
い
か
と
思
い
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

活

動
場
所
近
く
に
設
け
ら
れ
た
被
災
ご
み
の- 

時

預

か

り

所(9
月M
日)

北
方
町
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ|

汚泥除去、

洗浄作業 

（9月15日）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ|

に
て
受
付
を
す
る
宮
崎 

曹

青

会

長•

松
田
俊
英
師 (9
月

14
日)

-

見
問
題
な
い
よ
う
な
壁
板
を
は
が
す
と
そ
こ
に
は 

汚
泥
が
た
く
さ
ん
堆
積
し
て
い
ま
し
た(9
月

14
日)
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少

精
神
医
療
の
現
場
か
ら( 

僧

侶

と

ソI

シ

ャ

ル

ワ

ー

ク 

全

曹

青

青

少

年

教

化

委

員

会

委

員

秋

吉 

龍

成

現
在
、
私
は
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を 

有
し
、
都
内
の
精
神
科
診
療
所
で
ソ
ー
シ
ャ 

ル
ワ1
カ
ー
と
し
て
精
神
障
害
者
の
自
立 

と
社
会
復
帰
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
具
体
的 

な
仕
事
の
内
容
は
、
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
で
料 

理
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
指
導
す
る
ほ 

か
、
精
神
科
訪
問
看
護
で
患
者
さ
ん
の
自
宅 

を
訪
問
し
、
心

理

面

の

悩

み

を
「聴
く
」

こ 

と
や
、
直
面
し
て
い
る
生
活
の
問
題
を
解
決 

す
る
方
法
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
 

そ
も
そ
も
、
私
は
初
め
か
ら
精
神
障
害
者 

福
祉
の
分
野
に
進
も
う
と
い
う
気
持
ち
は
あ 

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
道
の
勉
強
を
し
よ 

う
と
思
っ
た
の
は
、
檀
信
徒
さ
ん
と
の
関
わ 

り
の
中
で
、
こ
ち
ら
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ 

と
と
、

こ
ち
ら
が
で
き
る
こ
と
に
ギ
ャ
ッ
プ 

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
問
を
持
っ
た 

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
檀
家
さ
ん
宅
で 

の
ご
供
養
の
後
な
ど
で
は
特
に
そ
う
な
の
で 

す
が
、
事
の
軽
重
を
問
わ
ず
我
わ
れ
は
何
ら 

か
の
相
談
を
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま 

せ
ん
。
こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
諸 

兄
の
中
に
も
、

「世
間
の
目
が
気
に
な
る
け 

ど
、
和
尚
さ
ん
に
な
ら
ば
話
せ
る
」
と
相
談 

さ
れ
た
経
験
を
お
持
ち
の
方
も
お
ら
れ
る
の 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
法
話
の
他
に
何
を 

話
せ
る
の
か
。
祖
山
の
安
居
を
終
え
た
と
は 

い
え
、
社
会
経
験
と
い
え
ば
ア
ル
バ
イ
ト
程 

度
し
か
し
て
い
な
い
自
分
。
そ
の
自
分
よ
り

も
は
る
か
に
人
生
経
験
の
豊
富
な
方
が
た
か 

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
、
何
を
助 

言
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
私
は
、
自
分 

自
身
の
意
見
は
持
っ
て
い
て
も
そ
れ
に
何
の 

裏
づ
け
も
な
い
こ
と
に
大
き
な
不
安
を
感
じ 

た
の
で
す
。

「和
尚
さ
ん
に
相
談
し
て
み
て
よ
か
っ
た
」 

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
相
談
相
手
に
な 

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な 

勉
強
を
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て 

い
た
と
き
、
初
め
に
学
ぼ
う
と
思
っ
た
の
は
、
 

終
末
期
医
療
や
脳
死
・
臓
器
移
植
な
ど
の
問 

題
を
扱
う
生
命
倫
理
学
で
し
た
。
「生
死
」 

と
直
接
関
わ
る
僧
侶
と
い
う
専
門
的
な
立 

場
を
活
か
す
う
え
で
、
何
か
得
る
も
の
が
あ 

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
そ
の
理 

由
で
し
た
。
実
際
ホ
ス
ピ
ス
の
医
師
と
話
を 

し
た
り
、
病
に
伏
せ
て
い
る
患
者
さ
ん
や
そ 

の
家
族
に
会
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
今
度
は 

そ

こ

で

人

の

話

を
「聴
く
」
と
い
う
技
術
を 

習
得
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
さ
ら
に
、
共
に
よ
り
よ
い
生
活
を
営 

ん
で
い
く
た
め
の
助
言
が
で
き
る
社
会
と
関 

わ
つ
て
い
る
僧
侶
を
目
指
し
た
い
と
い
う
目 

標
を
持
っ
た
と
き
、
精
神
保
健
福
祉
士
と
い 

う
資
格
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。

現
在
の
話
に
戻
り
ま
す
。
私
が
精
神
科
の 

職
場
で
最
も
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
精 

神
科
訪
問
看
護
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で

す
。
主
治
医
の
指
示
に
基
づ 

き
精
神
障
害
を
持
つ
患
者
さ 

ん
を
訪
問
し
、
服
薬
管
理
や 

生
活
状
況
を
把
握
す
る
こ
と 

が
主
な
内
容
で
す
。

一
回
あ 

た
り
三
十
分
ほ
ど
の
訪
問
時 

間
で
す
が
、
問
診
以
外
の
ほ 

と
ん
ど
の
時
間
は
雑
談
に
費 

や
し
て
い
ま
す
。
障
害
の
特
性
ゆ
え
、
実 

際
に
偏
見
を
持
た
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
偏 

見
を
持
た
れ
て
い
る
と
思
い
込
み
、
地
域
社 

会
で
孤
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
精
神
障 

害
者
に
と
っ
て
、
安
心
で
き
る
話
し
相
手
が 

い
る
と
い
う
こ
と
は
社
会
生
活
の
り
ハ
ビ
り 

テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。
雑
談
を
積
み
重 

ね
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
は
次
々
と
生
活
上 

の
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
し
て
く
る
よ
う 

に
な
り
ま
す
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、

「息
子
が 

最
新
型
テ
レ
ビ
を
買
っ
て
く
れ
た
が
、
使
い 

方
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
そ
の
良
さ
が
全
然 

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
話
や
、

「公
共
サ
ー
ビ 

ス
に
つ
い
て
役
場
の
人
か
ら
説
明
を
受
け
た 

も
の
の
理
解
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
制
度 

を
利
用
出
来
ず
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
」 

と
い
う
話
な
ど
、

ご
く
あ
り
ふ
れ
た
内
容
の 

相
談
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

私
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
魅
力
を
感 

じ
る
理
由
は
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
支
援
だ
け 

で
は
な
く
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
社
会 

資
源
を
、
患
者
さ
ん
自
身
の
力
で
見
つ
け
出 

す
た
め
の
支
援
を
す
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま 

す
。
例
と
し
て
挙
げ
た
前
者
の
相
談
の
場
合
、
 

私
た
ち
は
一
緒
に
説
明
書
を
読
み
な
が
ら
操 

作
を
指
導
し
て
い
く
と
い
う
方
法
を
取
る
ほ 

か
、
最
寄
り
の
電
器
店
の
方
に
相
談
し
て
み 

る
方
法
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
ま
す
。
 

後
者
の
相
談
の
場
合
は
、
制
度
利
用
に
向
け

て
の
手
続
き
を
支
援
す
る
の
み
な
ら
ず
、
今 

後
は
理
解
で
き
る
ま
で
役
場
の
担
当
者
に
説 

明
し
て
も
ら
っ
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
を
知 

ら
せ
ま
す
。

既
述
し
た
よ
う
に
、

こ
の
よ
う
な
相
談
を 

受
け
る
場
面
は
、
私
た
ち
と
檀
信
徒
さ
ん
と 

の
関
わ
り
の
中
で
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い 

で
し
ょ
う
か
。
お
茶
を
啜
り
な
が
ら
の
雑
談 

の
中
で
口
に
し
た
相
談
事
に
つ
い
て
解
決
に 

向
か
う
よ
う
な
助
言
を
〃
和
尚
さ
ん"

か
ら 

聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
な
れ
ば
、

「和
尚
さ 

ん
に
聴
い
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ 

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

現
在
の
仕
事
を
し
な
が
ら
感
じ
る
の
は
、
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
僧
侶
と
し
て
の
仕 

事
に
共
通
点
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
僧 

侶
と
し
て
社
会
と
関
わ
っ
て
い
く
う
え
で
、
 

皆
さ
ま
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は 

な
い
か
と
思
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
実
例 

を
、
次
号
か
ら
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い 

ま
す
。
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智
慧
ぶ
く
刍

読

み

や

す

い

新

聞

を

つ

く

っ

て

み

よ

う(

第

二

回)

前
回
に
引
き
続
き
、
「
そ

う

せ

い

新

聞(
仮 

題)

」

の
作
成
を
通
し
て
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト 

の
基
本
的
な
機
能
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま 

す
。
今
回
も
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ 

フ

ト

「w
o
r
d
 
(

ワ
—
ド)
2
0
0
3

」 

を
例
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。(

以
前
の
バ
ー 

ジ
ョ
ン
も
基
本
的
に
は
変
わ
リ
ま
せ
ん)

前 

回
は
横
書
き
で
作
成
し
た
文
書
を
縦
書
き
に 

し
、

三
段
組
み
に
す
る
と
こ
ろ
ま
で
説
明
し 

ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
文
書
に
「
テ
キ
ス
ト 

ボ
ッ
ク
ス
」
を
用
い
て
表
題
を
付
け
よ
う
と 

思
い
ま
す
。

1
、
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
配
置
す
る 

メ

ニ

ュ

ー

の

「
挿
入1
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ 

ク
ス1
縦
書
き
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。
す 

る
と
今
ま
で
矢
印
だ
っ
た
マ
ウ
ス
カ
ー
ソ
ル 

が
十
字
の
形
に
な
リ
ま
す
の
で
、
ド
ラ
ッ
グ

そ 

う 

せ

い 

新 

聞

ね事 

2L 
基暑

寺
古
屋
秋
の
会
開
催 

去
る
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
六
日
の 

一
迫
一
日
の
县
で
、

至K

場 

と
し
て
、
寺
古
里
ャ
ラ
バ
ン
を
開
催
致 

し
ま
し
た

需

者

条

集

し
、H
さ
ん
三
名
を 

含
む
十
八
名
の
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ 

き
、
大
変
に
気
か
行
催
で
き
ま
し
を 

参
加
者
に
诅
、
禪
寺
で
の
日
常
生
活
、
 

養

、
作
務
、
鬟
を
体
験
し
て
も
ち
い
、
 

今
回
は
目
玉
屋
刻
存
い
ま
し
た 

皆 

さ
ん
一
人
一
人
自
分
の
总
言
し
、
自 

分
独
自
の
瞿
を
作
り
大
変
楽
し
ん
で 

お
ち
れ
ま
し
左 

ま
た
、
写
経
に
も
打
ち 

込
ん
で
も
ら
い
ま
し
た

今
回
が
初
め
て
の
参
加
者
も
多
く
、

「ま
た
為
しT
み
た
い
」¥
1

も 

あ
り
ま
し
た

初
日
は
、
雨
！

降
り
肌
寒
い
日
で 

し
た
が
、
次
の
日
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
 

何
事
も
な
く
全
て
の
日
程
を
團
致
し 

ま
し
そ

参
加
者
感
想

く
ん 

こ
の
寺
膏
に
嘉
し
、
醬
に
な
っ 

た
事
や
再
確
認
で
き
た*

が
た
く
さ
ん 

あ
り
ま
し
た
中
で
も
一
番
矍
に
残
っ 

て
い
る
こ
と
は
、
し
お
り
に
書
い
て
あ
っ 

た

「證
耳
鼻
舌
身
意
」
と
い
う#

葉
で 

す
。
こ
の
言
葉
而
い
た
と
き
、
日
々
の 

生
活
を
振
り
返
っ
港
、
物
事
需
面
だ 

け
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
意
い
争
。
 

こ
れT
は
、
鞏
の
本
質
ま
で
見
て
い

&

ド

ロ

ッ

プ(

マ
ウ
ス
を
左
ク
リ
ッ
ク
し
た 

場
所
を
始
点
と
し
て
左
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ま 

ま
マ
ウ
ス
を
動
か
す
こ
と
に
よ
リ
好
み
の
四 

角
形
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ボ
タ
ン
を 

離
し
て
完
了
で
す
。)

で
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク 

ス
を
作
リ
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
ク 

リ
ッ
ク
す
る
と
ボ
ッ
ク
ス
が
選
択
状
態(
枠 

が
太
く
表
示
さ
れ
、
上
下
左
右
斜
め
の
八
方 

向
に
白
い
点
が
現
れ
ま
す)

に
な
リ
ま
す
。
 

白
い
点
を
ド
ラ
ッ
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
テ 

キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
サ
イ
ズ
を
変
更
す
る
こ 

と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
枠
の
部
分
を
ド
ラ
ッ 

グ
す
る
と
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
位
置
を
移 

動
で
き
ま
す
。

今
の
状
態
で
は
文
章
が
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク 

ス
の
下
に
隠
れ
て
い
ま
す
の
で
、
文
章
と
テ 

キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
設 

定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク

S遊ClサイズIXアウトIRIテキスト初スI他I
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図2

3 図

こ
う
煮
い
争
。

•
•
•
•

ち
ゃ
ん 

私
は
、
寺
古
軍
ャ
ラ
バ
ン
で
初
め
て 

簫

し

ま

し

た

。
坐
襌
隹
験
し 

て
、
自
分
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
の
は 

よ
か
っ
た
で
す
。
一
日
目
のM
と
篆
刻 

が
と
て
聿
し
か
っ
た
で
す
。
置
は
と 

て
も
菁
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
友
達
と
は 

し
や
い
で
し
ま
い
モ
片 

私
は
、
寺
直
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
初
め
て 

お
経
售
み
ま
し
た
お
経
春
む
と
き 

は
な
か
な
か
息
が
続
か
な
く
て
大
変
で 

し
た
お
ぼ
ま
ん
は
息
が
や
よ
う
に 

す
る
の
に
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
な
ヒ
思 

っ
て
し
ま
い
ま
し
た 

私
は
中
学
生
で
と
っ
て
も
お
世
話
を 

か
け
て
し
ま
い
ま
し
今
こ
米
ら
の
生 

活
に
こ
の
基
な
体
験
を
生
か
し
て
い 

こ
う
負
い*

。

図

ス
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
選
択
状 

態
に
し
た
後
、
メ
ニ
ュ
ー
の 

「
書
式1
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク 

ス
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
 

図2
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
開
き 

ま
す
の
で
、

「
レ
イ
ア
ウ
ト
」 

タ
ブ(

図3)
を
ク
リ
ッ
ク
し 

ま
す
。
「
折
リ
返
し
の
種
類 

と
配
置
」
を

「
四
角
」
に
設
定 

し
ま
す
。
す
る
と
、
今
ま
で 

隠
れ
て
い
た
文
章
が
テ
キ
ス 

ト
ボ
ッ
ク
ス
の
外
に
配
置
さ 

れ
る
よ
う
に
な
リ
ま
す
。

2
、
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
文
字
を
入
力
す 

るテ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
内
を
ク
リ
ッ
ク
す 

る
と
、
力1
ソ
ル
が
ボ
ッ
ク
ス
内
に
移
動
し 

ま
す
。
図1
の

「そ
う
せ
い
新
聞
」

の
表
題 

を
例
に
説
明
し
ま
す
と
、
ま

ず

「
そ
う
せ
い 

新
聞
」
と
キ1
ボI
ド
で
入
力
し
ま
す
。
そ 

の

後

「
そ
う
せ
い
新
聞
」

の
文
字
部
分
を
マ 

ウ
ス
ド
ラ
ッ
グ
し
て
文
字
を
反
転
さ
せ
、
メ 

ニ
ュ|

の

「書
式1
フ
ォ
ン
ト
」
を
ク
リ
ッ 

ク
し
て
書
体
フ
オ
ン
ト•

ス
タ
イ
ル•

サ
イ 

ズ
等
を
変
更
し
た
後
「O
K

」
ボ
タ
ン
を
押 

し
て
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
適
度
に
文
字
間 

に
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
で
空
白
を
入
れ
て
文
字
を 

見
や
す
く
し
ま
す
。

こ
の
状
態
で
文
字
が
右
上
に
寄
っ
て
い
る 

場
合
が
あ
リ
ま
す
の
で
、
文
字
の
位
置
を
調 

整
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ1
の

「書 

式1
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
」
を
ク
リ
ッ
ク
し 

て

「
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
書
式
設
定
」
ダ 

イ
ア
ロ
グ
を
表
示
さ
せ
ま
す
。
「
テ
キ
ス
ト 

ボ
ッ
ク
ス
」
タ

ブ
(

図4) 
を
ク
リ
ッ
ク
し 

て
文
字
の
上
下
左
右
の
値(

こ
の
値
は
テ
キ 

ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
外
枠
か
ら
文
字
ま
で
の
間 

隔
を
表
し
ま
す
。)

を
変
え
て
位
置
を
調
整 

し
、

「
〇K
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
決 

定
し
ま
す
。

4 図

3
、
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
枠
線
を
変
え
る 

「
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
書
式
設
定
」
ダ 

イ

ア

ロ

グ

の

「色
と
線
」
タ

ブ
(

図2
)

を 

ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。
「
線
」

の

項

目

の

「
ス 

タ
イ
ル
」
か
ら
好
み
の
線
種
を
選
択
し
ま
す
。
 

「
〇K
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ 

ク
ス
の
枠
線
が
変
更
さ
れ
て
見
栄
え
が
良
く 

な
リ
ま
す
。

「
そ
う
せ
い
新
聞
」

の
表
題
の
下
に
も
同 

様
に
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
発
行
日 

を
作
成
す
る
と
図1
の
完
成
で
す
。
 

次
号
で
は
図
の
入
れ
方
、
ペ
ー
ジ
枠
の
付 

け
方
を
紹
介
し
て
、

「
そ
う
せ
い
新
聞
」
を 

完
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

記

事

担

当I
T
委
員
会)
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そうせい
ADPXGE

DIGIそうせい第2弾
祈祷太鼓の手引ミ

WGIそろせい：祈訪太鼓の1引"w) _’_____ ___

法式委員会か，前回/『萬康供養の手引き』DVD/CDをお届けしてから 

1年余。「なんとかして祈祷太鼓を学びたレ、'が、そ办時間がない」と 

いう全国会員諸師の声におこたえするべく制作いたしました。
全国の有名な祈祷寺の祈祷法要と、雄壮なる祈祷太鼓の映像を収録し 
教材として使えるように工夫したDVD、DIGIそうせい第2弾！！

D
I
G
I

小5

用3
祈
祷
太
鼓
の
手
引
き

法
式
委
員
会
密

nniDOLBY!
DIGITAL 第16期全国曹洞宗青年会法式委員会

祈祷点鼓の手引き

第16期l遷国曹洞宗着筆会 法式委員会

『祈祷太鼓を習い 

たいけれど時間が 

ない』という全国 

会員諸師の声を力 

タチに/

法式委員会が前回の『萬燈供養の手引き』をお届けしてから一年余。

祈祷太鼓を学びたいという全国会員諸師の声におこたえするべく制作いたしました。 

全国の有名な祈祷寺の祈祷法要と、雄壮なる祈祷太鼓の映像を収録し、

教材として使えるように工夫したDIGIそうせい第2弾/

件識と内^］ ［付録マニュアルコンテンツ］ ［予定頒m価格］

嘀斤祷寺院の法要風景B期象 •宗F新祷法要差定 TB 1,000 円

•妙厳寺•最乗寺•善寳寺•可輪 寺P調介 .宗F新祷棲
［申し込み方法］

も 斤祷太鼓の練習映像 11月下旬にご案内する

哂々な祈祷太鼓の様子B蟠 予定です。

全国曹洞宗青年会第十六期法式委員会制作
SOUSEI 2005.11 18



『
シ

ン

ク

レ

テ

ィ

ズ

ム

』

と

は

？

鈴

木

健

郎

「
日
本
人
の
信
仰
態
度
は
節
操
が
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
、
我
々
は
し
ば
し
ぱ
耳 

に
し
ま
す
。
確

か

に

「
七
五
三
は
神
社
、
結
婚
式
は
キ
リ
ス
ト
教
、
葬
式
は
仏
教
」
 

と
い
う
状
況
は
あ
り
ま
す
し
、
仏
教
内
部
に
目
を
移
せ
ば
、
形
式
的
に
は
、
仏
教
、
 

神
道
、
道
教
、
儒
教
な
ど
の
混
合
体
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ 

の
よ
う
な
あ
り
方
は
、
本
当
に
日
本
の
特
殊
な
事
情
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ 

の
よ
う
な
事
情
に
つ
い
て
、
簡
単
に
是
非
を
判
断
で
き
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

本
企
画
で
は
、
各
国
の
宗
教
ま
た
は
各
宗
教
の
現
実
の
あ
り
方
を
紹
介
い
た
し
ま 

す
。
日
本
仏
教
に
対
す
る
批
判
は
何
か
と
多
い
で
す
が
、
相
対
的
に
見
る
こ
と
に
よ 

り
、
現
状
の
中
で
理
念
を
生
か
す
方
途
を
探
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え 

ま
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
「世
界
の
重
層
信
仰
」 

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
何
名
か
の
宗
教
研
究
者 

が
順
番
に
、
各
地
の
多
様
な
宗
教
現
象
を
紹 

介
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。
今
回
は
第
一
回
で 

す
の
で
、
具
体
的
な
現
象
を
見
る
前
に
、
ま 

ず

は

「重
層
」
と

か

「
習
合
」
と
い
う
言
葉 

が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み 

ま
し
よ
う
。

あ
る
宗
教
や
信
仰
を
観
察
し
、

そ
こ
に 

複
数
の
異
な
っ
た
宗
教
伝
統
の
要
素
が
「混 

ざ
っ
て
い
る
」
と
見
え
る
と
き
、

こ
う
し
た 

現
象
や
そ
の
過
程
を
よ
く
「
シ
ン
ク
レ
テ
ィ 

ズ

ムs
y
n
c
r
e
t
i
s
m
」

と
呼
び
ま
す
。

ご
く
単 

純
に
考
え
る
と
、
「A
教
」

「B
教
」
「C
教
」 

と
い
っ
た
複
数
の
「宗
教
」
が
あ
り
、
そ
れ
が 

重
な
り
あ
っ
た
部
分
が
「
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ 

ム
」
と
い
え
そ
う
で
す(

図
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い)

。
し
か
し
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
「A
 

教
」
自
体
も
、
純
粋
で
不
変
な
現
象
で
は
あ 

り
ま
せ
ん
。

五
百
年
前
、

百
年
前
、

現
代 

(

あ
る
い
は
百
年
後)

と
い
っ
た
時
代
に
よ 

る
差
異
と
変
化
、

あ
る
い
は
同
じ
時
代
で 

も
地
域
や
派
に
よ
る
差
異
が
あ
る
は
ず
で
す 

が
、

こ
れ
ら
の
中
に
共
通
の
要
素
が
あ
る
と 

判
断
し
て
そ
れ
を
「A
教
」
と
い
う
枠
組
み
に 

一
括
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
図
で
い
え
ば
、
 

A
、M
、
バ
は
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
異
な
っ 

た
要
素(

図
のQ

・6)
か
ら
構
成
さ
れ
て
い 

る
け
れ
ど
「3
」
と
い
う
要
素(

そ
れ
は
信
仰 

対
象
、
中
心
教
義
、
共
通
の
開
祖
な
ど
か
も 

知
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
ら
を
結
合
し
た
セ
ツ 

ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
〈
図
の8
〉)

を
共
通
に 

持
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
ら
を
「A
教
」
と
す 

る
、
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

つ
ま
り
純
粋
な

「A
教
」
と
い
う
も
の
は
、(
当
事
者
あ
る
い 

は
外
部
の
観
察
者
に
よ
る)

理
念
的
な
存
在 

で
し
か
な
い
わ
け
で
、A
、z
、
妙
の
「
混
合
」 

あ
る
い
は
そ
の
総
称
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と 

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
細
分
化
は
や
ろ 

う
と
思
え
ば
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
ゆ
く
わ
け 

で
、
概
念
設
定
の
レ
ベ
ル
は
、
議
論
の
目
的 

に
応
じ
た
仮
設
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え 

ま
せ
ん
。
「B
教
」
や
「C
教
」
に
つ
い
て
も
同 

様
の
こ
と
が
い
え
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
 

す
べ
て
の
歴
史
上
の
宗
教
現
象
は
多
か
れ
少 

な
か
れ
「
シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム
」
で
あ
る
こ
と 

に
も
な
り
ま
す
。

様

々

な

「宗
教
伝
統
」

の
中
で
行
わ
れ
て 

き
た
、
正
統
と
異
端
、
破
邪
顕
正
な
ど
に
関 

す
る
膨
大
な
論
争
の
蓄
積
は
歴
史
的
事
実
と 

し
て
押
さ
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
相
対 

的

な

意

味

で

の

「純
粋
」
形

態

と

「混
合
」 

形
態
を
便
宜
的
に
区
別
す
る
こ
と
も
可
能
で

A'(a, a) A” (a, a, 6) A”'(a, 6)

す
が
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
で
、

「
混
ざ
っ
て 

い
る
」H
雑
多
で
低
級
、
「混
ざ
っ
て
い
な
い
」 

H
純
粋
で
高
級
と
い
う
価
値
判
断
が
伴
い
が 

ち
で
あ
っ
た
こ
と(
特
に
「
民
間
信
仰
」
や
「新 

興
宗
教
」
と
い
う
枠
組
と
結
合
し
が
ち
で
し 

た)

を
考
え
る
と
、

こ
う
し
た
区
別
の
原
理 

的
な
相
対
性
は
意
識
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
え 

る
で
し
よ
う
。

一
方
、
意

図

的•

積
極
的
に 

「
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
」
が
進
め
ら
れ
る
場 

合
も
あ
り
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
本
地
垂
迹 

説
の
成
立
、
キ
り
ス
ト
教
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ 

ム
、
中
国
宗
教
で
宋
代
以
降
顕
著
に
な
る
儒 

教

仏

教

道

教

の

「
三
教
一
致
」
志
向
、
万
教 

帰
一
を
主
張
す
る
新
宗
教
、
あ
る
い
は
近
年 

の
ニ
ュl
エ
イ
ジ
運
動
な
ど
で
す
。
も
ち
ろ 

ん
こ
れ
ら
に
は
、
反
対
の
立
場
か
ら
の
厳
し 

い
批
判
も
多
く
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り 

ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
次 

回
以
降
で
は
、
よ

り

具

体

的

に

「世
界
の
重 

層
信
仰
」

の
様
相
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た 

い
と
思
い
ま
す
。

〇

鈴

木

健

郎
(

す

ず

き

た

け

お) 

一

九

六

七

年

東

京

生

ま

れ

。

東

京

大

学

大

学

院

博

士 

課

程

修

了 
(

宗

教

学)

。

博
士 
(

文

学)

。

主

に

中

国 

宗

教

史

を

研

究

。

専

修

大

学

非

常

勤

講

師

。

次
回
は
、
北
沢
裕
先
生
に
、
キ
り
ス
ト 

教
に
お
け
る
重
層
信
仰
に
つ
い
て
論
じ 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
キ
り
ス
ト
教
な
ど 

の
一
神
教
と
い
え
ば
、
信
仰
に
対
す
る 

規
制
が
厳
し
い
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ 

り
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
う
で 

し
よ
う
か
。
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現
代
の
日
本
に
お
け
る
仏
教
環
境
運
動

8

現
世
で
の
浄
土
を
目
指
す

前

回
(

一
ニ
九
号
所
収)

は
、
曹
洞
宗 

の
宗
派
に
よ
る
仏
教
環
境
運
動
を
紹
介
し 

た
。
し
か
し
曹
洞
宗
の
ほ
か
に
も
多
く
の 

僧
侶
と
寺
院
が
帰
属
教
団
や
産
業
団
体
と 

一
線
を
画
し
た
か
た
ち
で
環
境
問
題
に
取 

リ
組
ん
で
い
る
。
本
号
で
は
そ
う
し
た
代 

表
例
の
一
つ
と
し
て
、
浄
土
宗
寿
光
院
住 

職
の
大
河
内
秀
人
の
活
動
を
紹
介
す
る
。
 

一
九
五
七
年
生
ま
れ
の
大
河
内
は
日
本
に 

お
け
る
エ
ン
ゲ
—
ジ
ド
仏
教
の
先
駆
者
で 

あ
る
。
寿
光
院
は
一
六
一
七
年
に
創
立
さ 

れ
約
二
百
五
十
世
帯
の
檀
信
徒
に
よ
っ
て 

支
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
河
内
は 

葬
式
仏
教
に
安
住
す
る
生
活
を
あ
え
て
拒 

み
、
社

会•

環
境
問
題
へ
の
関
心
を
強
め 

た
。
そ
し
て
、

「
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
セ
ン
タ
ー
」

「
ア
ー
ユ
ス
」

「
国
際
子 

ど
も
権
利
セ
ン
タ|

」
等
、
多
く
の
運
動 

に
携
わ
る
か
た
わ
ら
小
冊
子
等
の
出
版
を

新
た
な
取
り
組
み

寿

光

院

の

ケ

ー

ス

ス

タ

デ

ィ

続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
団
体
は
仏
教
的 

視
野
を
有
す
る
も
の
か
らN
G
O

ま
で
そ 

の
性
格
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
国
内
外 

を
問
わ
ず
社
会
福
祉
事
業
に
貢
献
し
て
い 

る
。大

河
内
は
、
長
年
に
か
け
て
、
東
南
ア 

ジ

ア
•

中
近
東
・
ア
フ
リ
カ
の
各
国
を
訪 

れ
、
ル
ワ
ン
ダ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
、
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
大
量
虐
殺
な
ど
を
通
し
て 

「苦
」

の
認
識
を
深
め
て
き
た
。
そ
の
反 

面
、
日
本
仏
教
の
比
較
的
安
穏
な
状
況
に 

疑
問
を
お
ぼ
え
思
案
を
重
ね
た
。
大
河
内 

に

と

っ

て

「苦
」
と
は
概
念
と
し
て
学
ぶ 

も
の
で
は
な
く
、
心
身
を
通
じ
て
体
感
さ 

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
争 

や
飢
餓
で
苦
し
む
海
外
の
人
々
の
生
活
に 

ふ
れ
る
こ
と
で
、
大
河
内
は
浄
土
宗
の
宗 

祖
で
あ
る
法
然
上
人
が
生
き
た
時
代
、
す 

な
わ
ち
中
世
の
民
衆
の
苦
し
み
に
心
を
よ 

せ
た
。

大
河
内
は
浄
土
宗
の
教
学
は
も
と
よ

り
、

四
聖
諦
な
ど
仏
教
の
根
本
的
教
え
に 

注
目
し
、
苦
の
原
因
を
個
人
的
問
題
に 

限
定
せ
ず
近
代
の
社
会
経
済
構
造
に
求
め 

る
。
そ
し
て
タ
イ
の
ス
ラ
ー
ク•

シ
バ
ラ 

ク
サ
や
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ア
リ
ヤ
ト
ネ
な
ど 

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
仏
教
の
リI
ダ
ー
に
同 

調
し
た
。

つ
ま
リ
仏
教
は
個
人
の
目
覚
め 

に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
構
造
を
変
え
る
宗 

教
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
 

大
河
内
は
釈
尊
の
伝
統
的
な
教
え
に
浄 

土
教
の
教
学
を
重
ね
合
わ
せ
た
。
従
来
、
 

浄
土
宗
や
浄
土
真
宗
で
は
死
後
往
生
が
説 

か
れ
て
き
た
が
、
大
河
内
は
天
国
も
地
獄 

も
こ
の
世
に
顕
現
す
る
と
し
、
そ
れ
故
に 

現
世
に
お
け
る
浄
土
の
建
立
を
願
う
。

こ 

う
し
た
解
釈
は
大
河
内
に
由
来
す
る
も
の 

で
は
な
い
が
、
浄
土
教
の
歴
史
で
は
あ
ま 

り
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。

3

発
電
所
と
な
っ
た
本
堂
屋
根

大
河
内
の
現
世
で
の
浄
土
建
立
の
願

寿光院外観

い
は
、
社

会

構

造

に

起

因

す

る

「
苦
」 

を
み
す
え
る
だ
け
で
な
く
環
境
問
題
へ
の 

取
り
組
み
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
 

一
九
九
七
年
の
京
都
会
議
以
来
、
多
く
の 

日
本
人
が
地
球
温
暖
化
現
象
を
め
ぐ
る
問 

題
に
敏
感
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し 

た
な
か
大
河
内
は
地
元
の
東
京•

江
戸
川 

で
他
の
有
志
と
と
も
に
「
足
元
か
ら
地
球 

温
暖
化
を
考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト
え
ど
が
わ 

(

足
温
ネ
ッ
ト)

」
を
組
織
し
た
。

こ
の
団 

体
は
原
子
力
発
電
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー 

資
源
の
開
発
や
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
の 

環
境
問
題
に
取
リ
組
む
「グ
ル|

プK
 I
 

K
I

」
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
「グ 

ルI
プK
 

— K
1

」
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
ワ 

ラ
ワ
ク
へ
の
ス
タ
デ
ィI
ツ
ア
ー
に
メ
ン 

バ
ー
を
派
遣
し
て
、
日
本
企
業
の
現
地
に 

お
け
る
森
林
破
壊
の
現
状
を
調
査
し
た
。
 

そ
し
て
帰
国
後
地
元
協
議
会
に
東
南
ア 

ジ
ア
の
森
林
を
伐
採
し
て
加
工
さ
れ
た
製 

品
の
購
入
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
促
し
成
功
し
て
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い
る
。
そ

し

て

「
足
温
ネ
ッ
ト
」
は
、
東 

京
二
十
三
区
の
自
動
車
解
体
業
者
の
六
十 

パ
ー
セ
ン
ト
が
集
中
す
る
江
戸
川
区
に
お 

い
て
、C
F
C

り
カ
バ
り
一
を
行
政
予
算 

で
実
施
す
る
事
業
を
促
し
、
日
本
に
お
け 

る
排
出
規
制
の
呼
び
水
と
な
っ
た
。
 

し
か
し
特
記
す
べ
き
事
は
、
地
域
の 

市
民
に
よ
る
発
電
所
の
開
発
で
あ
る
。 

江
戸
川
区
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
周
辺 

地
域
の
原
子
力
発
電
や
発
掘
燃
料
に
依
存 

し
て
い
た
。
そ
こ
で
既
存
の
発
電•

金
融 

産
業
か
ら
自
立
す
る
こ
と
が
、
大
河
内
の 

課
題
と
な
っ
た
。
大
河
内
と
有
志
の
努
力 

は
、

一
九
九
九
年
に
市
民
立
江
戸
川
第
一 

発
電
所
と
し
て
寿
光
院
の
敷
地
に
実
を
結 

ん
だ
。
発
電
源
は
本
堂
の
屋
根
で
あ
る
。
 

寿

光

院

の

「寿
光
」
は

阿

弥

陀

仏

の

「永 

遠
の
命
」
と

「無
限
の
光
」
を
意
味
す
る
が
、

寿光院の大ソーラーパネル 大
河
内
は
仏
教
寺
院
が
電
力
問
題
に
関 

わ
る
理
由
を
寿
光
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

仏

教

の

根

本

は

「
縁
起
」

で
す
。
す 

べ
て
の
も
の
は
お
互
い
に
生
か
さ
れ
生 

か
し
合
っ
て
こ
の
世
界
を
つ
く
っ
て
い 

ま
す
。
寿
光
院
で
は
、

過
去
か
ら
受
け 

継
が
れ
、
多
く
の
縁
に
支
え
ら
れ
る
い 

の
ち
を
尊
重
し
、
未
来
と
世
界
を
よ
り 

よ
く
し
て
い
く
仏
教
の
精
神
か
ら
、

平 

和
と
福
祉
を
担
う
事
業
や
市
民
活
動
に 

参
画
し
、
あ
る
い
は
支
援
し
て
い
ま
す
。
 

発
電
所
の
設
立
は
、

四
百
年
続
い
た
寺 

院
の
伝
統
的
景
観
を
著
し
く
変
え
る
も
の 

と
な
っ
た
。
本
堂
は
檀
信
徒
の
承
認
を
得 

た
後
、
環
境
に
や
さ
し
い
本
材
や
コ
ン
ク 

り
ー
ト
を
使
用
し
て
現
代
風
な
建
物

と
な
っ
た
。
そ
し
て
従
来
の
瓦
は
、
 

年
間
六
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
工 

ネ
ル
ギ|

を
発
電
す
る
ニ
セ
ッ
ト
か 

ら
な
る
三
十
個
の
大
ソ
ー
ラ1
パ
ネ 

ル
•

セ
ッ
ト
に
取
り
替
え
ら
れ
た
。
 

寿
光
院
の
発
電
力
は
発
電
所
と
し
て 

正
式
な
認
可
を
受
け
る
に
は
十
分
の 

規
模
で
あ
り
、

つ
い
に
江
戸
川
区
市 

民
立
発
電
所
第
一
号
が
誕
生
し
た
。
 

8

投
資
の
回
収
か
ら

人
間
関
係
の
回
復
へ 

市
民
立
江
戸
川
第
一
発
電
所
は
更 

に
新
し
い
小
経
済
を
江
戸
川
区
に
も 

た
ら
し
た
。
設

置

者

で

あ

る

「
足
温 

ネ
ッ
ト
」
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

ド

・
サ
イ
ズ
の
地
元
通
貨

えどがわ産•グリーン電力証書

EDOGA»WAT 30kWh

「えどがわっと」と呼ばれる地元通貨

が
配
ら
れ
た
。

こ
の
通
貨 

は
人
と
人
と
の
関
係
を
大 

切
に
し
て
信
頼
を
築
く
こ 

と
を
目
的
と
し
、
両
親
の 

不
在
中
の
子
守
仕
事
や
通 

訳
等
に
支
払
わ
れ
た
。
 

こ
の
よ
う
に
市
民
立
発 

電
所
は
環
境
に
や
さ
し
い 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
に
み 

な
ら
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ 

自

身

の

社

会

資

本

の

蓄 

積
、
失
わ
れ
た
人
間
関
係 

の
回
復
を
目
標
と
し
て
い

よ
り
産
み
出
さ
れ
る
電
力
を
、
プ
レ
ミ
ア 

料
金
で
購
入
し
て
も
ら
う
こ
と
を
提
案
し 

た
。
年
間
六
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
発
電 

さ
れ
る
電
力
は
、
東
京
電
力
に
火
力
や
原 

子
力
で
つ
く
る
電
気
と
同
じ
二
十
二
円
で 

買
い
取
ら
れ
る
。
し
か
し
環
境
と
未
来
へ 

の
コ
ス
ト
を
先
取
り
し
て
い
る
自
然
エ
ネ 

ル
ギ|

に
よ
る
電
気
は
、
そ
の
価
値
を
含 

ん
で
買
い
取
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い 

う
考
え
か
ら
、
プ
レ
ミ
ア
分
を
市
民
に
購 

入
し
て
も
ら
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
し 

て
三
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
千
円(
ド
イ 

ツ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
標
準
値
は
一 

キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
五
十
五
円)

で
区
民 

に
売
却
す
る
環
境
発
電
証
明
書
を
二
百
枚 

発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
電
所
は
始 

動
か
ら
九
年
目
で
投
資
資
金
を
回
収
す
る 

計
算
と
な
る
。
そ
の
他
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ 

テ
イ
と
共
存
す
る
社
会
作
り
の
発
展
を
め 

ざ
し
て
、
証
書
購
入
者
に
は
、

「
え
ど
が 

わ
っ
と
」
と
よ
ば
れ
た
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー

る
。
太
陽
発
電
所
の
設
立
が
地
元
市
民
の 

環
境
保
全
へ
の
意
識
を
高
め
メ
デ
ィ
ア
の 

注
目
を
集
め
る
一
方
、
寿
光
院
は
区
民
に 

よ
る
更
な
る
環
境
運
動
を
続
け
て
い
る
。
 

以
上
、
本
論
文
で
紹
介
し
た
仏
教
寺
院 

の
活
動
は
深
刻
化
す
る
二
十
一
世
紀
の
環 

境
問
題
に
指
針
を
与
え
る
と
同
時
に
、
宗 

教
団
体
の
空
気
・
水
・
土
地
を
守
る
姿
勢 

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(
文
中
敬
称
略) 

文

ダ

ン

カ

ン
•

隆
賢•

ウ
イ
リ
ア
ム
ス 

一

九

六

九

年

生

ま

れ

。

長

野

県

の

曹

洞

宗

広

沢 

寺

で

得

度

。

ハ1
バ

—

ド

大

学

よ

り

博

士

号

を

取

得

し

、

現 

在

、
カ

リ

フ

オ

ル

ニ

ア

大

学

ア

ー

バ

イ

ン

校

助

教 

授

。

東

ア

ジ

ア

仏

教

専

攻

。

著

書
-T

h
e

 O
t
h
e
r

 S
i
d
e

 o
f

 Z
e
n

 
(

二
〇
〇
四
年 

プ

リ

ン

ス

ト

ン

大

学

出

版) 

編

集

書
-

A
m
e
r
i
c
a
n

 B
u
d
d
h
i
s
m

 
(

一
 

九

九

九 

年C
u
r
z
o
n

 

出

版)

、B
u
d
d
h

一

s
m

 a
n
d

 

E
c
o
-
o
g
y

 

(

一

九

九

七

年

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学

出

版)
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上
座
仏
教
に
お
け
る
瞑
想
と
実
践

ま

ん

だ

ら(

二)

ギ
ャ
ナ
•

ラ
タ
ナ

パ
ー
り
経
典
の
重
要
な
偈
文
の
中
で
、
釈 

尊
は
、
「
雨
季
に
大
き
な
傘
が
人
び
と
を
守 

る
よ
う
に
、
法
は
法
に
随
う
者
た
ち
を
守
る
」 

と
教
示
さ
れ
ま
し
た
。

釈
尊
の
主
要
な
教
え
は
、
次
の
三
つ
か
ら 

成
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
三
つ
は
、
相
互
に
補 

完
し
合
い
、
仏
教
を
発
展
さ
せ
る
も
の
で
す
。
 

1
•
教

法
-

こ
れ
は
、

三
蔵
の
学
習
と
関 

連
し
ま
す
。
三
蔵
と
は
、
釈
尊
の
教
説 

の
集
成
で
あ
り
、
戒
•

定
•

慧
を
内
容 

と
し
て
い
ま
す
。

2
•

行

道

法-

こ
れ
は
、
倫
理
的
な
行
動
、
 

心
の
集
中
、
仏
教
の
瞑
想
シ
ス
テ
ム
を 

通
じ
て
獲
得
さ
れ
る
直
観
的
な
智
慧
を 

鍛
錬
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も 

の
で
す
。

三
つ
の
段
階
を
と
も
に
究
明
し
て
い
く
べ
き 

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
寂
静
と
幸
福
が
も 

た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

1
•

「バI
ヴ
ァ
ナI
」

の

意

味

パ
ー
り 

語

の

「バ
ー
ヴ
ア
ナ
ー
」
は
、
「心
の
養
成
」 

を
意
味
し
て
お
り
、
英
語
で
は
、

一
般
的
に 

「
瞑

想(
m
e
d

 
一
 t
a
t
i
o
n
)

」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
 

か
な
り
曖
昧
な
訳
語
で
も
あ
り
ま
す
。
バ
ー 

ヴ
ァ
ナ
ー
に
は
、
二
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

一
つ
は
「心
の
鎮
静(

三
昧)

の
養
成
」(
止)

、
 

も
う
一
方
は
、
「洞
察(
智
慧)

の
養
成
」(
観) 

で
す
。

こ
れ
ら
二
つ
の
重
要
な
語
、
止
と
観 

は
、
経
典
類
に
頻
出
し
、
ま
た
説
明
さ
れ
て 

い
ま
す
。

2
•

二

種

の

瞑

想
上
記
に
見
た
よ
う
に
、
 

上
座
仏
教
の
伝
統
に
は
、

「止
」

「観
」
と
い

く
べ
か
ら
ざ
る
基
礎
と 

な
り
前
提
条
件
と
な
り 

ま
す
。
こ
の
五
蓋
は
、
 

心
の
障
害
物
で
あ
り
、
 

洞
察
を
眩
ま
す
も
の
で 

す
。
こ
れ
が
あ
る
た
め
、
 

我
々
は
、

三
昧
に
達
す 

る
こ
と
が
で
き
ず
、
真 

理
を
は
っ
き
り
と
見
定 

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ 

ん
。

ギ

ャ

ナ

長

老

、
 

ご

指

導

よ

ろ

し

ゆ

う

2
- 2
•

「観
」

「観
」
は
、
身
心
の
あ
ら 

ゆ
る
現
象
、
す
な
わ
ち
、
色
受
想
行
識
の
五 

蘊
が
、
無

常•

苦
•

無
我
で
あ
る
と
直
観
す 

る
洞
察
で
す
。
「
観
」
は
、
心
の
聖
性
と
解 

放
に
関
し
て
四
つ
の
出
世
間
的
な
段
階
を
も

は
、
全
部
で
十
六
の
実
習
が
あ
り
ま
す
が
、
 

こ
こ
で
は
、
六
つ
の
み
、

い
く
ら
か
省
略
し 

て
紹
介
し
ま
す
。

〔実
修1
〕-
⑴

坐
り
な
が
ら
、
腹
部
が
息 

を
吸
う
と
き
に
膨
ら
み
、

吐
く
と
き
に
縮 

む
こ
と
を
瞑
想
し
ま
す
。
腹
部
の
膨
張
と
収
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3
•

通

達

法-

こ
れ
は
、
実
践
の
成
果
を 

教
え
、
覚
醒
と
、
あ
ら
ゆ
る
類
の
心
の 

汚
れ
か
ら
の
完
全
な
解
放
を
も
た
ら
し 

ま
す
。

こ
れ
は
、
仏
教
的
な
意
味
と
人 

生
の
目
的
に
則
っ
て
、
通
達
法
と
呼
ば 

れ
ま
す
。

教
法
は
、

コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
よ
う
な
も
の
で 

す
。
行
道
法
は
、

コ
コ
ナ
ッ
ツ
を
割
る
こ
と 

に
、
通
達
法
の
段
階
は
、

コ
コ
ナ
ッ
ツ
を
割 

り
、
そ
の
中
身
を
食
べ
る
こ
と
に
似
て
お
り
、
 

こ
れ
は
本
文
が
主
と
し
て
目
的
と
す
る
と
こ 

ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
、

こ
の

う
二
種
の
瞑
想
実
践
が
あ
り
ま
す
。
以
下
に
、
 

こ
の
二
種
の
瞑
想
法
を
、
簡
単
に
説
明
し
て 

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
 1
1
•

「止
」

「止
」
と
は
、
集
中
し
て 

お
り
、
不
動
で
あ
り
、
寂
静
で
あ
り
、
ま
た
、
 

そ
れ
ゆ
え
に
汚
れ
の
な
い
心
の
状
態
で
す
。
 

「止
」
す
な
わ
ち
心
の
集
中
は
、
洞

察
(

観) 

の
条
件
と
な
る
心
の
清
浄
を
も
た
ら
し
ま 

す
。
三
昧
は
、

五
種

の

心
の
欠
陥(

五
蓋
一 

貪
り
求
め
る
こ
と
、
怒
り
、
重
苦
し
さ
と
眠 

気
、
心
の
う
わ
つ
き
と
後
悔
、
た
め
ら
い) 

を
浄
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
の
た
め
の
欠

た
ら
し
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
釈
尊
は
言
わ
れ 

ま
し
た
。
「
比
丘
た
ち
よ
、
心
の
集
中
を
深 

め
な
さ
い
。
心
を
集
中
し
た
者
は
、
あ
り
の 

ま
ま
に
事
物
を
見
る
」(

サ
ン
ユ
ッ
タ
ニ
ー 

力1
ヤ 

22 
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)
と
。
同

様

に

『
ミ
り
ン
ダ 

王
の
問
い
』

に
お
い
て
も
、

「
暗
い
部
屋
に 

灯
り
が
と
も
さ
れ
た
と
き
、
ラ
ン
プ
の
光
が 

闇
を
消
し
、
光
を
生
み
出
し
広
げ
る
よ
う
に
、
 

洞
察
は
、

一
度
生
じ
た
な
ら
、
無
知
の
闇
を 

壊
し
、
智
慧
の
光
を
生
み
出
す
」
と
言
わ
れ 

ま
す
。

3
•
瞑

想

の

実

修

法

「観
」
の
瞑
想
法
に

縮
に
し
た
が
っ
て
、

「
膨
ら
ん
で
い
る
、
縮 

ん
で
い
る
」
と
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。⑵

横 

に
な
っ
て
、
坐
法
と
同
様
に
呼
吸
し
、
同
様 

に
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。⑶

立
ち
な
が
ら
、
 

「立
っ
て
い
る
、
立
っ
て
い
る
、
立
っ
て
い
る
」 

と
姿
勢
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。⑷

経
行
し 

な
が
ら
、
動
作
の
各
段
階
で
、
次
の
よ
う
に 

認
識
し
て
く
だ
さ
い
。
右
足
が
前
進
す
る
と 

き
、
目
線
を
右
足
の
爪
先
に
置
き
な
が
ら
、
 

「右
足
が
出
る
」
と
そ
の
動
作
を
認
識
し
て 

く
だ
さ
い
。
左
足
が
前
進
す
る
と
き
、
目
線 

を
左
足
の
爪
先
に
置
き
な
が
ら
、
「
左
足
が



出
る
」
と
そ
の
動
作
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。
 

一
歩
一
歩
、

こ
の
よ
う
に
認
識
し
て
く
だ
さ 

い
。
経
行
用
の
場
所
を
端
ま
で
歩
い
て
し
ま 

い
、
向
き
を
変
え
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず 

立
ち
止
ま
り
、
そ
の
体
勢
を
「立
っ
て
い
る
、
 

立
っ
て
い
る
、
立
っ
て
い
る
」
と
認
識
し
て 

く
だ
さ
い
。
次
に
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
回 

り
な
が
ら
、
そ

の

動

作

を

「
回
っ
て
い
る
、
 

回
っ
て
い
る
、
回
っ
て
い
る
」
と
認
識
し
て 

く
だ
さ
い
。
右
回
り
に
回
っ
た
ら
、
ま
ず
立 

ち
止
ま
り
、
「
立
っ
て
い
ま
す
」
と
三
回
認 

識
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
同
じ
よ
う
に 

動
作
を
認
識
し
な
が
ら
、
注
意
深
く
歩
い
て 

く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
よ
く
味
わ
い
、
十
分 

な
集
中
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
上
記
を 

実
修
し
、
次
の
段
階
に
移
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

〔実
修2
二 
⑴

座

り

な

が

ら

、
「
膨
ら
ん 

で
い
る
、

縮
ん
で
い
る
、
座
っ
て
い
る
」 

と
、

三
つ
の
状
態
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑵

横
に
な
り
な
が
ら
、
同
様
に
認
識
し
て
く 

だ
さ
い
。⑶

実
習1
と
同
じ
。⑷

経
行
は
、

実
修1
を
十
〜
三
十
分
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

次
に
、
右
足
ま
た
は
左
足
を
進
め
る
と
き
、
 

「
持
ち
上
げ
て
い
る
、
踏
ん
で
い
る
」
と
動 

作
を
二
段
階
に
分
け
て
認
識
し
ま
す
。

こ
れ 

を
、
お
よ
そ
十
〜
三
十
分
行
い
ま
す
。 

〔実
修3
〕
⑴

座
り
な
が
ら
、

「膨
ら
ん
で 

い
る
、
縮
ん
で
い
る
、
座
っ
て
い
る
、
触
れ 

て
い
る
」
と
い
う
四
段
階
を
認
識
し
ま
す
。
 

⑵

横
に
な
り
な
が
ら
、
「
膨
ら
ん
で
い
る
、
 

縮
ん
で
い
る
、
横
に
な
っ
て
い
る
、
触
れ
て 

い
る
」
と
い
う
四
段
階
を
認
識
し
ま
す
。⑶
 

実
修1
と
同
じ
。⑷

経
行
は
、
実
修1
と2
 

を
、
そ
れ
ぞ
れ
十
〜
二
十
分
行
い
ま
す
。
次 

に
、

「
持
ち
上
げ
て
い
る
、
出
し
て
い
る
、
 

踏
ん
で
い
る
」
と
い
う
三
段
階
に
分
け
て
動 

作
を
認
識
し
ま
す
。

〔実
修4
〕
⑴

座
り
な
が
ら
、
実

修3
と 

同
様
に
、
「膨
ら
ん
で
い
る
、
縮
ん
で
い
る
、
 

座
っ
て
い
る
、
触
れ
て
い
る
」
と
認
識
し
ま 

す
が
、

こ
の
段
階
で
は
、

「触
れ
て
い
る
」 

を
数
回
認
識
し
ま
す
。⑵

横
に
な
り
な
が
ら
、
 

「膨
ら
ん
で
い
る
、
縮
ん
で
い
る
、
横
に
な
っ 

て
い
る
、
触
れ
て
い
る
」

と
四
段
階
に
分 

け
て
認
識
し
ま
す
。⑶

実
習1
と
同
じ
。⑷
 

経
行
は
、
実
修1
〜3
を
、
そ
れ
ぞ
れ
十
〜 

二
十
分
行
い
ま
す
。
次
に
、

「
踵
を
上
げ
て 

い
る
、
持
ち
上
げ
て
い
る
、
出
し
て
い
る
、
 

踏
ん
で
い
る
」
と
四
段
階
に
分
け
て
動
作
を 

認
識
し
ま
す
。
こ
れ
を
、
十
〜
二
十
分
ほ
ど 

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

，宀
実
修5
〕
⑴

坐
法
は
実
修3
と
同
じ
で 

す
が
、

「
触
れ
て
い
る
」
と
認
識
す
る
と
き 

は
、
触
覚
が
最
も
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
箇 

所
を
み
つ
け
、
そ
こ
に
集
中
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑵

横
に
な
り
な
が
ら
、
「
膨
ら
ん
で
い
る
、
 

縮
ん
で
い
る
、
横
に
な
っ
て
い
る
、
触
れ
て 

い
る
」
と
い
う
四
段
階
に
分
け
て
認
識
し
て

く
だ
さ
い
。⑶

実
修1
と
同
じ
。⑷

経
行
す 

る
と
き
は
、
実
修1
〜4
を
そ
れ
ぞ
れ
十
〜 

二
十
分
行
い
ま
す
。
次
に
、

「
踵
を
上
げ
て 

い
る
、
持
ち
上
げ
て
い
る
、
出
し
て
い
る
、
 

下
ろ
し
て
い
る
、
踏
ん
で
い
る
」
と
い
う
よ 

う
に
認
識
を
変
え
ま
す
。

〔実

修

⑴

坐
法
は
実
修3
と
同
じ
で 

す
が
、

「触
れ
て
い
る
」
と
認
識
す
る
と
き. 

は
、
右
の
尻
、
左
の
尻
、
右
膝
、
左
膝
、
右 

足
首
、
左
足
首
、
同
様
に
、
体
の
色
々
な
部 

分
で
触
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。⑵
 

横
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、

「
膨
ら
ん
で
い 

る
、
縮
ん
で
い
る
、
横
に
な
っ
て
い
る
、
触 

れ
て
い
る
」
と
認
識
し
ま
す
。⑶

実
修1
と 

同
じ
。⑷

経
行
の
と
き
は
、
実
習1
〜5
を 

そ
れ
ぞ
れ
五
〜
十
分
行
っ
た
あ
と
、
最
後
に
、
 

「踵
を
上
げ
る
、
持
ち
上
げ
る
、
出
し
て
い
る
、
 

下
ろ
し
て
い
る
、
触
れ
て
い
る
、
押
し
て
い 

る
」
と
認
識
し
な
が
ら
、
十
〜
二
十
分
行
い 

ま
す
。

4
-
結

語-

『大
念
処
経
』
に
よ
る
と
、
釈

尊
は
、
瞑
想
を
す
る
と
き
、
上
記
の
四
つ
の 

姿
勢
を
用
い
る
よ
う
奨
め
ら
れ
ま
し
た
。
も 

ち
ろ
ん
、
釈
尊
は
、
基
礎
と
な
る
四
種
の
瞑 

想
法
を
用
い
て
実
修
す
る
こ
と
も
奨
め
ら
れ 

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、①

体

へ

の

集

中
②
 

感
覚
へ
の
集
中 
③

心
へ
の
集
中
、
そ
し
て 

最
も
重
要
な
こ
と
で
す
が
、④

上
述
の
四
つ 

の
姿
勢
で
行
じ
ら
れ
て
い
る
間
の
心
の
対
象 

へ
の
集
中
で
す
。
ま
た
、
経
典
に
述
べ
ら
れ 

て
い
ま
す
が
、
も
し
、

一
日
で
も
、
七
日
で 

も
、
十
五
日
で
も
、

一
ヶ
月
乃
至
七
ケ
月
、
 

あ
る
い
は
、

一
年
乃
至
七
年
、

こ
の
修
行
が 

続
け
ら
れ
る
な
ら
、
以
前
の
徳
の
多
寡
に
関 

わ
ら
ず
、
誰
も
が
修
行
を
成
就
す
る
で
し
よ 

う
。言

葉
を
少
な
く
し
、
睡
眠
時
間
を
減
ら
し
、
 

小
食
に
し
、
も
っ
と
も
っ
と
修
行
し
ま
し
よ 

う
。
そ
れ
が
、
現
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
知
る 

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
最
終
的 

に
、
世
間
の
苦
し
み
か
ら
永
遠
に
解
放
さ
れ 

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

-

九

六

八

年

生

ま

れ

、

バ

ン

グ

ラ

デ

シ

ュ

、

チ
ッ 

タ

ゴ

ン

出

身

。

十

二

オ

で

出

家

。

チ

ッ

タ

ゴ

ン

大 

学

英

文

学

科

、

マ

ハ

チ

ュ

ラ

ロ

ン

コ

ン

仏

教

大

学 

(

タ

イ)

に

学

ぶ

。

一

九

九

四

年

来

日

。

現

在

、
 

愛

知

学

院

大

学

非

常

勤

講

師

。

文

学

博

士

。

世
界 

仏

教

青

年

連

盟

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

、

マ
ハ
マ

ン

ダ

ル 

福

祉

協

会
(

バ

ン

グ

ラ

デ

ィ

ッ

シ

ュ)

副

会

長

。 

主

著

に

「
上

座

仏

教

の

瞑

想

実

践

法

」
(

英

文) 

が

あ

る

。

ギ
ャ
ナ•

ラ
タ
ナ(Gyana  Rasa)
長
老
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賛
助
会
員
御
芳
名

東
京
都

17
龍
沢
寺
様 

30
豪
德
寺
様 

42
慈
眼
寺
様 

51
泉
岳
寺
様 

78
青
原
寺
様 

81
長
光
寺
様 

83
宗
清
寺
様 

86
天
徳
院
様 

%
 

大
円
寺
様 

100
長
延
寺
様 

106
観
泉
寺
様 

107
天
桂
寺
様 

川 

松
林
寺
様 

113
長
泉
寺
様 

169
妙
清
寺
様 

m 

高
岩
寺
様 

192
永
伝
寺
様 

239
宗
保
院
様 

240
東
雲
寺
様 

252
観
蔵
院
様 

258
東
光
寺
様 

278
高
乗
寺
様 

線 

乾
晨
寺
様 

302
桂
福
寺
様 

342
周
慶
院
様 

371
円
明
寺
様 

406
全
昌
院
様 

山
岸
義
昭
様 

村
上
義
教
様 

山
岸
義
昭
様 

神
奈
川
県
第
一 

268
米
倉
寺
様 

306
江
月
院
様 

323
高
長
寺
様 

324
玉
宝
寺
様 

352
吉
祥
院
様 

358
城
願
寺
様 

362
吉
祥
寺
様 

線 

盛
徳
寺
様 

神
奈
川
県
第
二 

1 

本
覺
寺
様 

10
随
流
院
様 

15
陽
光
院
様

正
観
寺
様 

宝
泉
寺
様 

東
林
寺
様 

養
周
院
様 

以
津
院
様 

龍
宝
寺
様 

永
明
寺
様 

黙
仙
寺
様 

良
長
院
様 

能
満
寺
様 

泉
秋
寺
様 

乗
福
寺
様 

宗
祐
寺
様 

正
泉
寺
様 

鳳
勝
寺
様 

浅
間
寺
様 

観
音
寺
様 

慈
照
寺
様 

倫
勝
寺
様 

横
山
敏
明
様 

神
奈
川
県橋

本
大
心
様

395 388 383 382 161151147 131119 101 92 87 78 77 67 46 27 18 16
埼
玉
県
第
一 

1 

金
剛
寺
様 

法
性
寺
様 

守
光
院
様 

光
音
寺
様 

千
手
院
様 

妙
厳
寺
様 

昌
福
寺
様 

長
龍
寺
様 

大
徳
寺
様 

浄
山
寺
様 

松
源
寺
様 

香
林
寺
様 

長
松
寺
様 

富
徳
寺
様 

全
龍
寺
様 

普
濟
寺
様 

常
慶
院
様 

昌
福
寺
様 

全
久
院
様 

東
雲
寺
様 

金
剛
寺
様

44レ 420 418 416 197 195 166 162 154 110 107 92 63 59 49 37 24 15 14

442
福
昌
寺
様- 

埼
玉
県
第
二

206
栄
林
寺
様 

212
大
仙
寺
様 

213
泉
福
寺
様 

227
東
陽
寺
様 

235
長
源
寺
様. 

238
松
林
寺
様 

244
慈
眼
寺
様 

266
法
光
寺
様 

320
西
光
寺
様 

331
曹
源
寺
様 

348
興
長
禅
寺
様 

358
永
昌
寺
様 

371
千
手
院
様 

470
源
蔵
寺
様 

492
円
通
寺
様 

567
観
音
寺
様 

572
常
楽
寺
様 

群
馬
県

龍
海
院
様 

宝
珠
寺
様 

昌
雲
寺
様 

竜
門
寺
様 

常
仙
寺
様 

東
善
寺
様 

大
森
院
様 

萬
松
寺
様 

竜
伝
寺
様 

雲
林
寺
様 

無
量
院
様 

鳳
仙
寺
様 

実
相
寺
様 

宝
林
寺
様 

善
宗
寺
様 

正
泉
寺
様 

慶
徳
寺
様 

宝
寿
院
様 

長
源
寺
様 

永
福
寺
様 

泉
通
寺
様 

利
済
寺
様 

大
林
寺
様 

泉
龍
院
様

359 343 315 311 309 269 232 224 217 194 192 188 163 115 111 99 90 86 85 83 77 2117 3

栃
木
県

35 29 22 21 20 12 9 8 7 6 2 1葉197 172 166 150 135 116 113 66 60 50 46 41 39 6 城178 161131129 103 83 71 66 51 46 43 26 23 22 
県 県

成
高
寺
様 

竜
蟠
寺
様 

松
楽
寺
様 

宝
光
寺
様 

東
光
寺
様 

龍
昌
寺
様 

豊
栖
寺
様 

年
全
寺
様 

明
林
寺
様 

安
養
寺
様 

光
真
寺
様 

明
本
寺
様 

高
徳
寺
様 

東
陽
院
様 

万
福
寺
様 

蒼
泉
寺
様 

常
安
寺
様 

大
雄
院
様 

長
松
院
様 

鏡
徳
寺
様 

円
通
寺
様 

吉
祥
寺
様 

常
院
寺
様 

祥
雲
寺
様 

医
王
院
様 

宝
安
寺
様 

東
光
寺
様 

大
聖
院
様 

長
竜
寺
様 

総
寧
寺
様 

宗
胤
寺
様 

海
蔵
寺
様 

満
蔵
寺
様 

重
俊
院
様 

東
昌
寺
様 

高
根
寺
様 

福
寿
院
様 

観
音
寺
様 

廣
寿
寺
様 

慶
林
寺
様 

海
福
寺
様

152 124 95 89 77 71 68 50 45 14 9 6 岡 565 558 533 468 392 275 133 94 34 28 4 梨 320 315 282 246 244 222 194 177 165 164 162 142 119 117 104 96 62 59 37 
県 県

龍
泉
院
様 

宗
徳
寺
様 

竜
湖
寺
様 

長
寿
院
様 

松
林
寺
様 

大
通
寺
様 

森
巌
寺
様 

竜
源
寺
様 

長
昌
寺
様 

長
久
寺
様 

広
巌
院
様 

儀
林
寺
様 

中
滝
寺
様 

松
源
寺
様 

天
南
寺
様 

海
龍
寺
様 

宝
昌
院
様 

雲
竜
寺
様 

瑞
岩
寺
様 

青
松
院
様 

大
殊
寺
様 

長
源
寺
様 

文
殊
院
様 

少
林
寺
様 

耕
雲
院
様 

慈
照
寺
様 

宗
泉
院
様 

顕
光
寺
様 

安
福
寺
様 

福
泉
寺
様 

二瑞
竜
寺
様 

然
正
院
様 

吉
祥
寺
様 

常
安
寺
様 

盤
龍
寺
様 

大
仙
寺
様 

福
寿
院
様 

竜
泉
院
様 

桃
原
寺
様 

久
應
院
様 

宗
徳
院
様 

宝
持
院
様

平
成

17
年6
月
〜8
月

倉
見
良
光
様 

静
岡
県
第
二

267
修
禅
寺
様 

線 

最
勝
院
様 

317
弘
誓
寺
様 

339
竜
豊
院
様 

354
向
陽
寺
様 

360
大
安
寺
様 

浅
井
完
自
様 

静
岡
県
第
三

584
長
興
寺
様 

607
石
雲
院
様 

就 

養
勝
寺
様 

例 

利
生
寺
様 

721
長
福
寺
様 

831
正
林
寺
様 

852
東
泉
寺
様 

958
興
徳
寺
様 

989
観
音
寺
様 

1242
寛
永
寺
様

円
光
寺
様 

臓 

明
光
寺
様 

静
岡
県
第
四

1055
大
応
寺
様 

1079
清
心
寺
様 

峨 

天
林
寺
様 

1106
大
厳
寺
様 

皿 

浄
土
寺
様 

1112
大
安
寺
様 

1115
福
厳
寺
様 

⑫
 

随
縁
寺
様 

1177
礼
雲
寺
様

愛
知
県
第
一全

香
寺
様 

大
運
寺
様 

禅
芳
寺
様 

永
昌
院
様 

乾
徳
寺
様 

聚
福
院
様 

龍
興
寺
様 

太
平
寺
様 

竜
泉
寺
様 

白
毫
寺
様 

法
泉
寺
様 

正
覚
寺
様 

宝
珠
寺
様 

清
安
寺
様 

東
陽
寺
様 

前
熊
寺
様 

真
福
寺
様 

世
尊
寺
様 

光
通
寺
様 

宝
泉
寺
様 

安
祥
寺
様 

慈
眼
寺
様 

薬
師
寺
様 

本
曽
寺
様 

長
松
寺
様 

福
泉
寺
様 

興
禅
寺
様 

常
楽
寺
様 

広
済
寺
様 

向
陽
寺
様 

洞
牧
寺
様 

浄
泉
寺
様 

神
竜
寺
様 

浄
泉
寺
様 

正
寿
寺
様 

普
光
寺
様 

祐
源
寺
様 

東
昌
寺
様 

老
松
寺
様 

観
音
寺
様 

地
蔵
寺
様 

知
学
寺
様 

松
月
寺
様

№11049 824 677 661 653 642 629 624 615 606 354 342 340 331 313 312 261 252 249 229 204 202 189 172 166 163 161149 148 144 142 112 111 58 3 7 2 7 25 18 7

阜1106 1105 523 517 512 438 411 396 386 375 知 972 971 872 858 684 知11841163
県 堤 夔

宝仙本東清吉福龍長春三桂普傳大花二庚秋 
鏡翁光光涼祥田雲泉江昌光法円井里塞 
寺寺寺寺寺寺寺院寺院院寺寺寺寺寺寺
様様様様様様様様様

214 194 190 189 188 163 162 154 150 149 119 115 114 83 8115 2

大
亀
寺
様 

東
林
寺
様 

北
辰
寺
様 

善
応
寺
様 

普
賢
寺
様 

開
元
院
様 

仏
徳
寺
様 

浄
光
寺
様 

黄
梅
院
様 

瑞
現
寺
様 

清
楽
寺
様 

蔵
田
寺
様 

洞
泉
寺
様 

久
昌
寺
様 

長
久
寺
様 

慈
眼
寺
様 

釣
月
院
様

三
重
県
第
一

86 59 40 36 31 3

源
盛
院
様 

吉
田
元
文
様 

法
安
寺
様 

宝
泉
寺
様 

長
楽
寺
様 

地
蔵
寺
様

福
源
寺
様 

観
音
寺
様 

.
広
泰
寺
様 

海
蔵
寺
様 

安
心
寺
様 

大
蓮
寺
様 

龍
祥
寺
様 

地
蔵
院
様 

薬
師
寺
様 

来
迎
寺
様 

三
重
県
第
二

318 315 276 275 269 240 218 188 181144

万見大地
重松義蔵 
寺寺院守 
様様様様

滋
賀
県

113
徳
円
寺
様

159
芳
春
院
様 

京
都
府

天
寧
寺
様

洞
泉
寺
様

125 103 98 69 68 61 40 39 31 28 27 26 5 阪 389 371 369 367 249 238 227 196 138 107 80 73 46 45 44 33 22 
府

竜
宝
寺
様 

興
聖
寺
様 

東
禅
院
様 

正
法
寺
様 

栄
春
寺
様 

春
現
寺
様 

西
光
寺
様 

放
光
寺
様 

盛
光
寺
様 

西
方
寺
様 

円
応
寺
様 

洞
楽
寺
様 

浄
泉
寺
様 

福
昌
寺
様 

洞
養
寺
様 

太
慶
寺
様 

万
福
寺
様 

臨
南
寺
様 

天
徳
寺
様 

崇
禅
寺
様 

法
華
寺
様 

•

正
泉
寺
様 

霊
松
寺
様 

伊
勢
寺
様 

大
広
寺
様 

陽
松
庵
様 

永
興
寺
様 

吉
祥
院
様 

月
泉
寺
様 

梅
渓
寺
様 

久
世
信
海
様

奈
良
県

25
宝
泉
寺
様

和
歌
山
県 

52 
兵
庫
県
第

兵
437 227 225 223 210 193 173 150 135 134 115 庫 439 399 398 377 374 368 367 338 325 315 302 287 3 0 9 

県
別 第
所桐洞大竜十円瑞円弘谷慈二誕医安久成総慶勝清長月向岡三一定 
道葉仙雲蔵方光雲成誓松眼生王養差里境簞堂久準舉卷奈書庄
眞寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院寺寺寺寺寺寺寺院寺 
様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

岡
山
県

長
川
寺
様 

景
福
寺
様 

三
光
寺
様 

大
通
寺
様 

吉
祥
寺
様 

円
福
寺
様 

桂
巌
寺
様 

蓮
法
寺
様 

雲
泉
寺
様 

利
済
寺
様 

済
渡
寺
様 

雲
居
寺
様 

金
蔵
寺
様 

成
興
寺
様

178 157 145 131126 101 97 87 69 41 29
広

県
23 22 17 7 5 3

阿
弥光存伝神養 
陀禅光福応徳 
寺寺寺寺院院 
様様様様様様

186 185 177 160 143 133 106 102 88 63 60 46 34

吉
祥
寺
様 

雙
照
院
様 

香
積
寺
様 

長
福
寺
様 

運
西
寺
様 

潮
音
寺
様 

信
光
寺
様 

少
林
寺
様 

常
林
寺
様 

千
手
寺
様 

功
徳
寺
様 

明
福
寺
様 

法
林
寺
様 

山
内
義
弘
様

山
口
県

禅
昌
寺
様 

皇
徳
寺
様 

弘
済
寺
様 

興
元
寺
様 

竜
豊
寺
様 

徳
巌
寺
様 

保
福
寺
様 

大
楽
寺
様 

久
屋
寺
様 

広
福
寺
様 

南
湘
院
様 

長
向
寺
様 

紹
孝
寺
様 

亨
徳
寺
様 

大
寧
寺
様 

功
山
寺
様 

東
光
寺
様 

覚
天
寺
様 

心
清
寺
様 

興
雲
寺
様 

昌
福
寺
様 

長
通
寺
様 

梅
翁
院
様 

譲
伝
寺
様 

東
昌
寺
様 

正
寿
寺
様 

山
名
寺
様 

吉
祥
院
様 

林
泉
寺
様 

妙
光
寺
様 

妙
楽
寺
様 

安
国
寺
様 

法
蔵
寺
様 

瑞
仙
寺
様 

大
祥
寺
様 

大
慈
寺
様 

普
門
寺
様 

泉
竜
寺
様

177 172 166 159 154 153 151146 133 110 82 78 58 54 48 31 30 3 1取 259 243 223 212 205 190 187 176 174 172 145 109 102 101 99 86 25 22 1
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91 75 70 63 32 10 7 6 5 1媛
県

安福正竜清瑞法竜徳高
楽成善穏盛林華現林昌 
寺等寺寺寺害寺寺害寺

4 

吉
祥
寺
様

8 

永
禅
寺
様

香
川
県

3
 

南
隆
寺
様

高 徳
知 20 島 203 172 144 141140 132 105 99 96 86 85 77 70 66 65 64 63 59 55 44 42 32 25 18 2 1
県県

島 島
根 345 332 330 285 253 231根

正
福
寺
様

玉總福本法相東禅瑞北常本完浄宗安竜清清吉常宗安万永松 
雲覺知願蔵円白慶竜禅楽覚全心泉栖覚光見祥徳渕養松昌源 
寺守寺寺守寺寺院院寺寺寺寸寺寺院寺I加 寺寺寺寺寺院寺寺

県 
第

県
第河

185

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

光興正永西岩一 
園源法昌光滝 
寺寺寺寺寺寺 
様様様様様様

源
泉
寺
様

佐 長 大
249 231 213 194 175 174 164 150 138 102 99 92 27 18 賀 88 75 57 52 51 35 32 26 8 崎175 100 82 58 35 24 分

県 県

正福瑞普心常大元弥浄報清長久 
蔵田光恩月安洋光福泰恩心泉善 
寺守寺守守守寺寺守寺寺寺守 阮 
様様様様様様様様様様様様様様

第
県

慈瑞長青祥和正鏡円一羅勝多泉長海
光雲泉眼雲銅応円福 
院守寺寺寺寺寺寺寺 
様様様様様様様様様

漢光福福流門 
寺寺院寺寺寺 
様様様様様様

長

福
158 102 43 20 18 16 15 13 岡176 167 164 159 157 141127 120 113 111 95 

県

永
福
寺
様 

竜
国
寺
様 

喜
久
寺
様 

聖
種
寺
様 

宝
林
寺
様 

興
雲
寺
様 

能
満
寺
様 

報
恩
寺
様 

村
田
直
治
様

円円城宝明瑞雲極西大西
成久慶珠光応門楽禅通岸
寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺
様様様様様様様様様様様

屋
512 507 489 480 474 446 441 434 420 400 389 386 野 587 370 364 358 347 340 338 336 314 311 290 243 224 160 158 147 123 119 65 48 38 15 6 2 野 53 22 6 2

県 
第

県
第

宮

県

浄泉祥法長花雲源金長塞西二観日竜安霊自長信桃竜大広玄泉満徳真龍柳天耕白永性一帝大祐吉
蓮竜雲音桂顔竜長松久福福音輪昌楽泉性谷綱源雲林徳照徳泉応蔵洞原周雲心谷乗 
守院守守寺寺守寺守守守守 庵寺阮寺守院寺寺院守寺寺守寺寺院寺院守院庵庵寺守
様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

釈雄国祥 
害專寺寺 

様様様様

熊
本
県
第
一

13
浄
国
寺
様 

28
大
慈
寺
様

43
永
国
寺
様 

48
神
照
寺
様

59
円
通
寺
様 

熊
本
県
第
二

88
明
徳
寺
様 

105
芳
證
寺
様 

108
潮
音
寺
様

渡
辺
紀
生
様

新 新 新 新
46 36 3115 11 9 潟 802 646 579 571 541 519 潟 725 潟 511 496 475 462 460 439 412 408 406 384 383 380 362 358 352 343 318 313 潟 218 86 83 2

県 県県 県
山 269 251 219 218 200 165 142 73 32 9 井 539

弟 弟 窮桑 第

泉吉安亀法東四十名宝転善少三高二原慈長天正竜林甑昌安庄瑞妙長円耕慈泉楞一東翁永海 
蔵祥竜田幢陽 王立台輪福林 徳 行雲楽昌眼谷興洞福善川泉雲禅光泰眼上厳 光徳久岸 
守守寺寺守守 寺守寺寺寺守 院 弘寺守寺寺院庵庵寺寺守守寺守守守寺寺守 寺守守寺 
様様様様様様 様様様様様様 様 様様様様様様様様様様様様様様様様様様様 様様様様

御
誕見光常神長弘瑞福永 
生性徳福通泉誓洞聚昌 
寺寺寺寺寺寺寺院寺寺
様様様様様様様様様様

堯
翁
院
様 

有
賀
廣
徳
様

174 172 168 162 157 154 150 146 143 133 121119 111104 101 99 97 90 84 81 75 70 46 43 36 24 17 12 10 9 7
福 
島 
県

814 809 733 296 295 283 265 252 235 228 219 212 208 196 186 173 149 146 109 9 2 82

龍班清昌万雲松保西永長長善成成茂三明福万細安竜東大盛慈龍佛宝清 
穏宗光建持月林福光禄泉泉光願林林乗光源休谷禅伝禅正林徳源母積水 
康守寺寺寺守寺守守寺寺寺寺寺守寺院寺守院寺寺寺守寺寺守寺寺寺守 

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

山
本地霊光関普耕東満竜雲東太福香竜仲興寿洞東養 
大蔵道明泉済太林福門泉牧総楽伝沢山善昌雲陽広
恭暁寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺等寺 

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

宮
392 359 352 339 335 327 236 301 295 284 282 281 274 248 226 213 205 192 149 129 123 113 100 73 60 57 43 35 24 22 20 18 14 13 1城

県
449 446 403 401 381 377 370 369 338 314 296 276 263 231 208 178

金保安天長観広洞松西耕光洞桃真松竜大喜自恵繁東円柳満玉龍妙光栽東松福昌 
秀昌永雄泉音禅源巌雲徳明安源昌窓川祥松得林昌岩満沢興川雲心寿松秀音聚伝 
寺寺寺寺寺寺寺院寺寺院寺寺院寺寺寺寺院寺寺院寺寺寺寺寺院院院院院寺院庵
様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

井坂
上本松天大常宗宝秀正西隣常竜慶円全広 
文道庵宗徳楽英積長法光松春雲徳通応度 
雄明寺寺寺寺寺寺寺寺寺院院寺寺寺寺寺
様様様様様様様様様様様様様様様様様様

311 299 294 288 277 275 270 263 257 252 250 249 242 233 219 212 202 177 171168 153 147 125 121120 109 102 101 94 89 69 58 52 46 44 43 33 3116 13 12 11 8

須須
藤藤称妙三長南不海瑞長柳対光大玉遠大観要光長珠竜明守菅万光正淨玉大長福滝江中永喜広長沼天源 
公寛名相光福陽昧蔵雲松玄泉明慈泉応光林津西安光徳蔵林生松明法珠泉興福蔵源岸興昌雲養善福昌勝 
文人寺寺守守寺庵寸寺寺寺院寺守守寺寺守院寺寺守守寺寺院守寺守院寺寺寺守寺寺寺守寺寺守守寺守 
様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

岩 
手 
県

478 446 432 420 416 413

福
現
寺
様 

光
岳
寺
様 

玖
光
院
様 

耕
田
寺
様 

柳
徳
寺
様 

活
牛
寺
様 

横
山
榮
良
様

山 山
345 295 277 263 形 241 232 231 224 221 210 208 194 168 151148 138 113 104 101 88 81 76 66 55 40 36 32 5 形 164 113 111110 109105 101 98 84 69 54 43 39 30 28 27 26 22 17 11 6 2

青
森
県

光永高耕二福広積長如宝普龍高長定石洞長長智金正法新長久安光一
岳松福円
寺寺寺寺

昌際雲泉法鏡門護松谷林川興松泉鏡勝法体竜竜昌養禅

様様様様
寺院寺寺寺院寺寺院寺寺寺寺院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺
様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

田智正玉長金東聖東凉常保夢正永宝蘭安恵普京正長 
憲園洞泉昌剛昌福光雲現福宅法泉泉庭盛林門徳光勝 
真守院寺寺寺寺寺寺院守寺寺院寺院院寺守阮寺守寺

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

秋 山
328 323 321 317 306 295 284 279 267 260 252 245 243 237 235 206 203 202 186 185 181180 174 160 136 110 102 85 71 68 62 47 33 32 3 田 742 718 671 659 641 626 623 565 531 521 510 502 442 438 形 408 380 377

県 県

隆恩鏡本洞太善宝海松長常宝竜龍松瑞重永永黄竜満雲長太香宝相長梅東竜大蒼 
昌徳得宮雲平徳昌蔵庵泉泉蔵泉巌雲雲福泉蔵龍泉福岩谷平泉円川泉林傳門竜竜 
寺等寺寺寺寺寺寺寺寺尋等寺尋寺寺寺専寺寺寺寺等寺寺寺寺寺寺寺尋寺寺寺寺 

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

竜長海持宝見歓田松大西楞善西 
沢渕禪地泉政喜種音川光厳宝光 
寺寺寺院寺寺寺院院寺寺院寺寺

第

様様様様様様様様様様様様様様

東
源
寺
様 

正
円
寺
様 

普
済
寺
様

全

国

曹

洞

宗

青

年

会

の

活

動

は

、
 

皆

様

の

賛

助

会

費

等

に

よ

っ

て 

支

え

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

ご

協

力

の

程

、

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

北
488 486 350 327 257 249 96 95 94 79 76 43 39 35 25 19 18 9 5 海 338

道
第中中魚魚

清薬来大高淨観竜曹徳大大正法龍道高円大一川川谷谷円 
泉王広宥臺國音興源源乗円覚隆穏了聖通泉秀英大亮通 
寺寺寺守寺守守寺寺寺寺寺院寺寺寺守寺寺 悦明亮一寺 
様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

北
463 460 348 263 228 227 225 218 207 204 158 151海

道
第奥奥岡

北
508 306 280 279 241171127 122 121海 

道 
第

祈道雄報大大明報龍開吉大三村村部大大東西孝開見永由二 
願貫昌国霊泉光恩雲法祥沢考考正乗仙光乗徳原龍安仁 
寺寺寺寺寺寺寺尋寺寺寺寺 善裕雲寺寺寺寺寺寺寺寺寺 

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様
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発足 ：昭和5 0年

会長 ：斎藤貞雄

副会長 ：鈴木了三•東方耀士

事務局長：日比德法

事務局次長：西山貴元

庶務 ：森義孝

会計 ：長坂孝德・服部道法

会員数 ：5 6名

Ulub ReporナI青年会モザイク

愛知県第三宗務所青年会
盥

知
県
第
三
宗
務
所
青
年
会
は
、
名
古
屋 

覆

市
の
南
、
知
多
半
島
・
西
三
河
の
青
年 

会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
青
年
会
三 

〇
周
年
記
念
事
業
へ
の
海
外
か
ら
の
多
数
の 

来
場
者
を
見
込
ん
だ
か
ら
か
ど
う
か
定
か
で 

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
滑
市
沖
に
中
部
新
国 

際

空

港
(

セ
ン
ト
レ
ア)

が
出
来
ま
し
た
。
 

こ
の
地
域
を
憶
え
て
い
た
だ
く
に
は
一
番
わ 

か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

ヤ 

て

愛

三

青

年

会(

略

称)

は
、

昭
和 

さ

五
十
年
発
足
以
来
、
月
一
回
の
研
修
会 

を
つ
づ
け
、
先
輩
諸
師
、
知

三

会
(
青
年
会 

O
B
)
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が 

ら
、
法
式
研
修
、
青
少
年
育
成
事
業
、
檀
信 

徒
教
化
、
会
員
交
流
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま 

す
。
今
十
五
期
よ
り
組
織
を
改
め
、
事
務
局

と
、
周
年
企
画
委
員
会•

広
報
渉
外
委
員
会
・
 

緑
蔭
禅
委
員
会
・
研
修
委
員
会
の
四
つ
の
委 

員
会
を
設
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

〇
ス
ロ1
ガ
ン

「個
の
自
立
と
公
の
調
和
の
確
立
」

〇
基
本
方
針

一
、
創
造
に
向
か
う
自
立
の
精
神
を
目
指 

し
た
組
織
改
革

二
、
未
来
を
担
う
僧
と
し
て
の
法
式
研
修 

三
、
禅
を
と
お
し
た
青
少
年
教
育 

四
、
公
の
調
和
の
確
立
を
目
指
し
た
情
報 

の
共
有

五
、
感
謝
か
ら
育
む
友
情 

き

足

か
ら
の
特
別
行
事
と
し
て
二
回
の 

为

授
戒
会
、

攝
心
会
等

を

修
行

。

記
念 

事

業

と

し

て

、

カ

ン

タ

ー

タ

「
只
管
打 

坐

」

の

コ

ン

サ|

ト
、

二
〇

周

年•

二
十
五
周
年
の
二
回
に 

亘

り

「お
葬
式
っ
て
な
〜
に
」 

と
題
す
る
青
年
会
会
員
に
よ
る 

演
劇
な
ど
、

五
年
毎
に
事
業
を 

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
 

「叢

林
•

洞
門
行
法
」

「得
度
略 

作
法
」
「お
葬
式
っ
て
な
〜
に
」 

「尊
宿
喪
儀
回
向
念
誦
」

「檀
信 

徒
喪
儀
授
戒
作
法
」

「
檀
信
徒 

喪
儀
回
向
集
」
「
尊

宿
•

寺
族 

葬
儀
法
の
参
究
」

「
塔
婆
書
式 

法
の
参
究
」

の
発
刊
、
並
び
に 

「
歎
佛
聲
明
講
義
」D
V
D

の 

発
刊
も
い
た
し
ま
し
た
。
 

忙

年
、
当
青
年
会
は
設
立
三 

瘁

〇

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
現
し
、
 

ま
た
活
動
で
き
る
こ
と
へ
の
感

緑蔭禅の集い 小さい子供も坐禅がんばりました

謝
の
意
を
込
め
て
、
先

般

「
平
和
」

「
環
境
」 

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
『
當
願
衆
生
』
を
メ
イ
ン 

テ
ー
マ
と
し
、
人
で
あ
っ
た
り
自
然
で
あ
っ 

た

り

「
分
け
隔
て
無
く
共
に
生
き
る
」
、
次 

の
世
代
に
希
望
を
渡
す
た
め
の
一
助
に
な
る

事
を
願
っ
て
、
サ
ブ 

テ

ー

マ

を

「今

伝
 

え
る
祈
り
、

こ
の
こ 

こ
ろ
」
と
し
て
、

三 

〇
周
年
記
念
大
会
を 

開
催
さ
せ
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。
知
多
市 

勤
労
文
化
会
館
を
会 

場
に
、

一
〇
〇
〇
人 

近
い
た
く
さ
ん
の
一 

般
の
方
が
た
、
全
曹 

青
会
長
・
宮
寺
守
正 

師
を
は
じ
め
東
海
管 

区
の
青
年
会
の
皆
さ

ま
に
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第 

一
部
で
は
現
実
の
身
心
に
関
す
る
問
題
、
そ 

こ
か
ら
生
起
す
る
「祈
り
」
を
テ
ー
マ
に
映 

像
と
、
青
年
会
員
に
よ
る
周
年
恒
例
と
な
っ 

た

演

劇-

大
般
若
法
要•

愛
知
高
校
合
唱
部 

「グ
り
ー
ク
ラ
ブ
」

に
よ
る
仏
教
讃
歌•

青 

年

会

員

と

「グ
り1
ク
ラ
ブ
」
と
の
コ
ラ
ボ 

レ
—
シ
ョ
ン
に
よ
る
四
弘
誓
願
の
合
唱
を
行 

い
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
ア
グ
ネ
ス-

チ
ャ 

ン

氏

に

「
『
水
の
惑
星
に
生
ま
れ
て
』
〜
美 

し
い
海
と
森
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
を 

い
た
だ
き
、
結
部
と
し
て
、
『
気
づ
き
』

「
願 

い
」

「祈
り
」

「誓
い
」

の
実
践
を
行
な
い
ま 

し
た
。
諸
先
輩
方
の
熱
い
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
 

全
員
が
協
力
し
て
の
事
業
と
な
り
、
我
々
自 

身
の
研
修
に
も
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

己

念
事
業
も
円
成
し
、
当
青
年
会
で
は
新 

三
一
口
た
な
団
結
が
生
ま
れ
、
今
後
の
活
動
に 

向
け
て
会
員
一
同
モ
ー
レ
ッ
に
燃
え
て
い
ま 

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。切に思うことは、必ず遂ぐるなり/
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造
同
置
別
相
議
室

相

談

員

中

西

道

信
 

私
は
、
現
在
福
祉
系
の
大
学 

に
通
っ
て
い
る
学
生
で
す
。
 

卒
業
を
来
年
に
控
え
て
い
ま
す
が
、
 

ま
だ
就
職
先
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ 

ん
。
で
も
、
就
職
活
動
は
あ
ま
り
熱 

心
に
し
て
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
や
り
た
い
こ
と
が
な
く 

て
、
大
学
も
何
と
な
く
入
り
ま
し
た
。
 

最
初
は
友
人
と
吞
み
に
行
っ
た
り
麻 

雀
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
か
っ 

た
の
で
す
が
、
最
近
は
そ
れ
も
飽
き 

て
あ
ま
り
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で 

も
付
き
合
い
が
悪
い
と
思
わ
れ
る
の 

が
嫌
で
、

つ
い
遊
び
に
出
て
し
ま
い 

ま
す
。

テ
レ
ビ
で
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た 

ち
が
飢
餓
で
苦
し
ん
で
い
る
の
を
見 

る
と
、

つ
い
享
楽
的
な
こ
と
に
走
っ 

て
し
ま
う
自
分
が
嫌
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
う
の 

で
す
が
、
し
た
い
こ
と
が
見
つ
か
り 

ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
張
り
合
い
の
な 

い
毎
日
が
死
ぬ
ま
で
続
く
か
も
し
れ 

な
い
と
思
う
と
、
少
し
ゾ
ッ
と
し
ま 

す
。
人
生
に
目
的
を
持
っ
て
い
る
人 

が
羨
ま
し
い
で
す
。

□

遊
び
と
人
生
の
目
的
を
同
じ
レ
ベ
ル
で 

考
え
る
の
は
、
本
屋
さ
ん
に
行
っ
て
美 

味
し
い
ケ
ー
キ
を
注
文
す
る
よ
う
な
も
の
。
就 

職
や
遊
び
か
ら
人
生
ま
で
全
て
を
カ
バ
ー
で
き 

る
目
的
を
探
す
前
に
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直 

す
必
要
が
あ
る
と
思
う
よ
。

就

職

先

は

「
決
ま
っ
て
な
い
,-
と
言
う
け
れ 

ど
、
「
決
め
て
な
い
」
だ
け
だ
ろ
う
？ 

遊
び
だ
っ
て
自
分
で
決
め
て
い
な
い
。
「
付 

き
合
い
」
と
言
っ
て
選
択
を
避
け
て
い
る
ん
だ
。
 

だ
か
ら
楽
し
く
な
い
。
所
詮
楽
し
ま
せ
て
貰
わ 

な
け
れ
ば
楽
し
め
な
い
ん
だ
よ
。
楽
し
ま
せ
る 

方
は
た
い
へ
ん
さ
。

考
え
て
ご
ら
ん
よ
、
「
こ
の
ま
ま
張
り
合
い 

の
な
い
毎
日
が
死
ぬ
ま
で
続
く
か
も
し
れ
な. 

い
」
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
け
れ
ど
、
逆

に

「
張 

り
合
い
の
あ
る
毎
日
」
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う 

ね
？一

日
の
中
に
は
睡
眠
や
食
事
、
洗
面
や
入
浴 

な
ど
「
死
ぬ
ま
で
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
こ 

と
が
幾
つ
も
有
る
よ
。
二
十
四
時
間
か
ら
こ
れ 

ら
の
所
要
時
間
を
差
し
引
い
た
残
り
の
時
間
を 

「
張
り
合
い
の
あ
る
時
間
」
に
し
た
い
の
か
な
？ 

そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
目
標 

や
目
的
を
持
て
ぱ
一
日
の
全
て
が
変
わ
り
、
毎 

日
が
変
わ
る
と
思
っ
て
い
る
。
変
わ
っ
た
ら
ご 

飯
を
食
べ
な
い
の
？

寝
な
い
の
？ 

や
る
気
が
起
き
な
い
か
ら
や
ら
な
い
ん
で
は 

な
い
ん
だ
よ
。
や
ら
な
い
か
ら
や
る
気
が
起
き 

な
い
ん
だ
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
目
的
が
あ
る
人 

な
ん
て
誰
も
い
な
い
さ
。
生
き
る
中
か
ら
出
て 

く
る
ん
だ
よ
。

だ
っ
て
、
あ
な
た
の
欲
し
が
っ
て
い
る
「
人

生
の
目
的
」
は
人
か
ら
貰
う
こ
と
が
出
来
な
い 

じ
ゃ
な
い
か
。
そ
も
そ
も
何
処
に
持
つ
ん
だ
い
。
 

あ
な
た
の
意
識
や
心
の
中
に
持
つ
ん
だ
よ
ね
。
 

「
毎
日
が
変
わ
る
」
と
思
っ
て
い
る
の
も
あ 

な
た
。
意
識
や
心
に
持
つ
の
も
あ
な
た
だ
よ
。
 

誰
も
邪
魔
な
ん
か
し
な
い
。

「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
何
し
て
良
い
か 

解
ら
な
い
し
、
迷
っ
て
る
ん
だ
」
と
言
う
声
が 

聞
こ
え
そ
う
だ
ね
。
ま
た
自
分
で
決
め
な
い
の 

か
い
。
私

に

「お
付
き
合
い
」
す
る
の
か
い
？ 

解
っ
て
る
の
さ
本
当
は
。
「
呑
み
に
行
っ
た 

り
麻
雀
を
し
た
り
し
て
も
あ
ま
り
楽
し
く
な 

い
」
ん
だ
ろ
う
。

「
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
達
が
飢
餓
に
苦
し
ん 

で
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な 

い
と
思
う
」
ん
だ
ろ
う
。

本

当

の

意

味

で

「
解
ら
な
い
」
と

か

「迷
っ 

て
い
る
」
と

い

う

の

は

「享
楽
的
な
生
活
が
楽 

し
く
て
し
よ
う
が
な
く
止
め
ら
れ
な
い
。
ア
フ 

リ
カ
の
子
ど
も
達
が
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
る
の 

を
見
て
も
、
何
も
感
じ
な
い
し
関
係
な
い
」
と 

い
う
こ
と
だ
か
ら
ね
。

、
昭

和

三

十

一

年

六

月

三

十

日

生

ま

れ

。
長
野
県
大
安
寺
住
職
一 

駒

澤

大

学

仏

教

学

部

卒

業

後

、

昭

和

五

十

九

年

大

本

山

永 

平

寺

入

門

。

平

成

十

三

年

よ

り

永

平

寺

伝

道

部

講

師

、

同 

十

五

年

よ

り

講

師

兼

人

権

擁

護

推

進

室

主

事

を

経

て

、

現 

在

永

平

寺

非

常

勤

講

師

。

曹

洞

宗

準

師

家

。

修復工事から新築工事まで 
あらゆる対震(=対地震)工事に 
最新技術※で対応Iております。 

日本古来の伝統の技を伝承する、 
魚津の設計と施工。

※大本山總持寺香積台耐震改修工事で採用させて頂きました。

神社•仏閣専門建築

舞魚津社寺工務店
〒454-0004名古屋市中川区西日置二丁目12番20号 

TEL(052)331-3080 ■ 0854 FAX(052)332-3540 
http://www.uotushaji.co.jp/

金
沢
市
増
泉
三
丁
目
六 

の
三 

五 

S
O

ま)
-
®
T

二
八
五
四
・
八
六
八
六 

F
攵

O
ま)

二
四
七
一
一
八
四
九

SOUSEI 2005.1127



“あまんず” 0由来
この連載のタイトルは「あまんずそうせい」。はて“あ 

まんず”とは何ぞや？と首をかしげた方も多かったと 

思う。今回は「あまんず」について紹介しよう。あまん 

ずをローマ字に直すとFamansJ。これは私が作った言葉。 

「ama =尼」「ns =ナース」二つをくつつけて「amans」。 

僧職に就く前は看護師をしていた。最後に勤務していた 

のは緩和ケア病棟（pcu）、いわゆるホスピスである。そ 

こで行われるケアは「様々な痛みから解放された状態で、 

最期の時まで“自身の人生の主人公”として生きること 

を願う方のために提供されるトータルケア」である。”緩 

和ケアの実践”は“苦滅の実践”に通ずる。故に、僧侶 

としての私の日々の営みの根底には“苦滅の実践として 

の緩和ケア”があり、病院を去った今も、私の中ではケ 

アは続いている。これこそ「あまんず的仏道の歩き方」 

である。

さて、「尼」のほうはと言也…。戦後、「尼和尚」と 

いう言葉がなくなり、今では男女の区別無く「和尚」と 

いうことになっている。制度上は男女平等であるので、 

「尼」という文字を使うことは相応しいことではないの 

かもしれない。しかし、ざっと周囲を見渡してみても、理 

想的な平等が実現していると言うにlま程遠い感は否めな 

い。今、尼僧の数は減少の一途をたどり、高齢化、後継 

者不足が深刻化してい石。基くの尼僧は結婚せず（夫帯 

せず？）一生独身で過ごす。故に世襲の後継者というの

長野県東昌寺副住職飯島惠道

が居ないのだ。これも尼僧人口の減少に拍車をかけてい 

るように思うが、僧侶と长の正道を歩いている故のこ 

となのだから、いちがいに「原因」とは言い切れない。 

いずれにせよ、尼僧人口増加の兆しは一向に見えず、将 

来に対して悲観的にな5ざるを得ない状態である。高齢 

で独居の尼僧のお世話をするのは誰か？介護保険をは 

じめ、法的な整備が進んでいるのだから、それは地域の 

行政に任せれば良さそうなものであるが、本当にそれで 

大丈夫だろうか？ケアの現場にいた人間としては、尼 
僧が生涯その道を全う良盡に必要なケアを提供でき 

るほど、ケアの現場は成熟していない。これが私の率直 

な思いである。私の寺の東堂は80代、住職は70代。私自 

身、今まさに高齢化の現場に居合わせている。オーマイ 

ガ〜/ そこで「寺自体をケアの現場にしてしまおう/」 

と目論見、計画は着々と進んでいる。これについては追つ 

てご報告申し上げよう。それではまた。

◊筆者フロフィール◊

飯島惠道（いいじまけいどう）

長野県松本生まれ。尼寺育ち。 

生と死、命をキーワードに、僧 

侶としての活動の中で、看護師 

資格をいかせる現場を模索中。

ダ
ラ
イ•

ラ
マ
講
演
レ
ポ
ー
ト

ダ
ラ/
•

ラ
マ
法
王
来
日
講•

に 

q

 

出
席
し
て
堂

し
た 

本
年
期
月
十
五
、
十
六
日̂

^

で
行
わ 

れ

た

講

善

、
龍
樹
菩
薩
のT

・
提
心
の
解 

説
」
と
い-
童

題

だ

っ

た

。

空
の
下
、
 

全
国
か
ら
眦
選
で
選
ば
れ
た
聴
読
は
驚
く
ほ 

ど
に
若
者
か
多
い
。
日
々0

讐

の

中

に

活
 

か
せ
る
何
か
を
学
び
に
来
て4

る
人
、
カ
リ 

ス
マ
性
を
求
め
て
来
た
厶
胃

名
人
に
会
い 

に
来
た
感
覚
の
人
な
ど
さ
堂
ま
だ
と
思
わ 

れ
る
が
、
当

選

し

た

こ

単

な

る

偶

然

で 

は
な
く
縁
が
あ
る
の
だ
穹

。
場
外
の
ス
ク 

リ
ー
ン
席
ま
で
満
席
だ
っ
た
。
早
く
も
こ
の 

段
階
で
場
内
は
少
し
興
奮
気
味
。
 

目
の
前
の
ス
テi
ベ
}

チ
ベ
ッ
ト
の
大 

タ

ン

カ
(
仏
画)

が

き

ら

れ

て

い

る

。
法 

王
は
お
な
じ
み
の
姿
で
登
場
し
、
聴
衆
の
多 

く

は

立

ち

あ

が

り

迎

え

ゆ

っ

く

り

聴

衆 

を
見
つ
め
一
言
。

「笠
!
!

心

と

は

修

行(

正

し
い
生
き
方
？)

の
土
占
と
な
る
も
の
で
、

充
分
な
理
解
を
し
な
は*

ば
な
ら
な
い
…
」

待
ち
に
待
っ
た
法
王
の
提
唱
。

「私
た
ち
の
人
生
に
拄
苦
し
み
と
幸
せ
が

あ
る
。
宗
教
の
役
割
と
！!

、
苦
し
み
が
生
じ 

た
時
に
そ
れ
を
滅
し
て
厶
く
こ
と
に
あ
る
。
 

精
神
的
に
幸
せ
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
肉
体
的 

に
苦
し
い
状
態
で
あ
っ
て
も
乗
り
越
え
て
い 

け
る
。
心
の
中
の
も
の
眷
え
方
が
大
切
な 

の
で
あ
る
」

「
他
宗
派
の
琳
え
に
関
心
を
持 

ち
、
実
践
の
な
か
に
取
り
次
れ
る
こ
と
は
素 

晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
墓
れ
た
点
を
取
り 

入
れ
、
実

践

し

て

い

く

こ

铲

、
周
囲
の
人

に
と
っ
て
も
有
用
な
こ
と
で
折
ろ
う
」
と
い

う
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
っ
冼0

外
国
語
に
接
す
る
と
い
つ4

思
う
こ
と
だ 

が
、
や
っ
ぱ
り
生
で
言
葉
の
章r

を
理
解1
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寺

族

の
窓
目

秋

田

県

鹿

角

市

花

輪

恩

徳

寺

寺

族

岩 

舘 

香
央
里

お
檀
家
のA
さ
ん
は
、
毎
朝
お
寺
に
い
ら 

し
て
、
境
内
の
お
花
の
手
入
れ
を
し
て
下
さ 

い
ま
す
。
お
寺
の
行
事
は
皆
勤
賞
。
こ
う
い 

う
お
寺
を
大
切
に
思
っ
て
下
さ
る
方
の
存
在 

が
、
寺
族
と
し
て
の
私
の
励
み
に
な
っ
て
お 

り
ま
す
。

副
住
職
の
妻
と
な
り
、
お
寺
に
入
っ
て
六 

年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
先
住
の
遷
化 

に
よ
る
密
葬•

本

葬•

年
回
法
要
、
お
位
牌 

堂
の
落
慶
式
な
ど
、
近
年
稀
に
見
る
ほ
ど
、
 

多
く
の
寺
院
行
事
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
住 

職
と
共
に
寺
の
運
営
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す 

が
、
そ
れ
も
私
達
だ
け
で
は
で
き
る
は
ず
も 

な
く
、
お
檀
家
さ
ん
の
ご
協
力
の
上
に
成
り 

立
っ
て
お
り
ま
す
。
当
寺
に
は
、
現
住
職
の 

晋
山
式
を
行
う
際
に
結
成
さ
れ
た
、
通
称
〃
サ 

ポ
ー
ト
婦
人
会
〃
な
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま 

す
。
お
寺
の
行
事
の
際
に
お
手
伝
い
下
さ
る 

お
檀
家
さ
ん
の
ご
婦
人
方
で
す
。
住
職
の
妻 

で
あ
る
母
の
采
配
の
も
と
テ
キ
パ
キ
と
動
い 

て
下
さ
り
、
い
つ
も
心
か
ら
〃
お
陰
さ
ま" 

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
時 

に
、
果
た
し
て
私
の
代
に
な
っ
て
も
、
こ
う 

い
う
あ
り
が
た
い
方
た
ち
に
恵
ま
れ
る
の
だ 

ろ
う
か
？
と
不
安
に
思
う
の
で
す
。
 

「
私
だ
ち
、
も
う
年
取
っ
て
、
な
ん
も
で

き
ね
ぐ
な
っ
た
ん
す
」
毎
年
お
盆
前
に
、
境 

内
・
墓
地
の
草
取
り
を
奉
仕
し
て
下
さ
っ
て 

い
た
方
た
ち
に
そ
う
言
わ
れ
た
の
は
、
三
年 

前
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
草
取
り
は
、
シ
ル 

バ
ー
人
材
セ
ン
タI
な
ど
に
お
願
い
し
て
恙 

な
く
運
ん
で
は
お
り
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
こ 

そ
、
当
寺
が
今
直
面
し
て
い
る
問
題
で
す
。
 

昨
今
盛
ん
に
叫
ほ
れ
て
い
る"
お
寺
離
れ
〃 

と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
前
段
階
と
も
い
え 

る
〃
お
寺
に
熱
心
な
方
が
た
の
高
齢
化
〃
。
 

加
え
て
〃
お
寺
は
お
年
寄
り
だ
け
の
集
ま
る 

所
〃
と
決
め
付
け
ら
れ
が
ち
で
す
。
で
も
、
 

現
在
お
寺
に
尽
く
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
た 

ち
は
、
何
十
年
も
、
つ
ま
り
、
若
か
り
し
頃 

か
ら
お
寺
に
い
ら
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で 

す
。
「
今

の

若
(

わ
け)

え
人
は
皆
忙
し
い 

が
ら
、
お
寺
に
来
る
暇
ね
え
べ
も
の
」
ご
年 

配
の
方
た
ち
は
そ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で 

も
、
今
お
寺
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
若
い 

方
た
ち
が
仏
事
以
外
に
も
お
寺
に
足
を
運
ん 

で
下
さ
り
、
お
寺
の
存
在
を
よ
り
身
近
に
、
 

自
然
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
創
意 

工
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
お
檀
家
さ
ん
の
世
代 

交
代
、
こ
れ
が
う
ま
く
成
さ
れ
る
こ
と
こ
そ 

が
、
お
寺
離
れ
を
防
ぐ
方
法
だ
と
思
う
の
で 

す
。

三
年
前
に
落
慶
し
た
お
位
牌
堂
は
、
三 

世
堂
と
名
付
け
、
地
獄
絵
図
や
三
途
の
川
、
 

誕
生
仏
か
ら
涅
槃
像
ま
で
の
お
釈
迦
様
の 

仏
像
な
ど
を
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ 

て
配
置
し
、
仏
教
を
視
覚
化
し
た
も
の
で

す
。
「
是
非
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一 

緒
に
お
参
り
い
た
だ
き
、
ご
先
祖
様
の
供 

養
と
共
に
、
幼
い
心
で
善
悪
な
ど
を
学
ん 

で
ほ
し
い
」
と
、
住
職
は
言
い
ま
す
。
現 

在
こ
の
意
向
に
沿
っ
て
、
子
供
坐
禅
会
・
 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
な
ど
に
、
積
極 

的
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
〃
お 

寺
は
ご
不
幸
の
時
だ
け
行
く
と
こ
ろ
〃
こ 

の
概
念
を
打
破
し
た
い
、
お
寺
を
み
ん
な 

が
気
軽
に
集
え
る
社
会
参
加
の
場
と
し
た 

い
、
こ
れ
が
今
の
私
の
願
い
で
あ
り
目
標 

で
す
。

今
夜
〃
お
彼
岸
の
夕
べ
〃
と
題
し
て
、
 

本
堂
で
マ
リ
ン
バ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り 

ま
し
た
。
い
ら
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
は
、
 

畳
に
ひ
ざ
を
つ
い
て
、
ま
た
は
足
を
伸
ば 

し
て
の
ご
鑑
賞
。

こ
れ
は
、
お
寺
な
ら 

で
は
の
光
景
で
す
。
中
日
の
夜
に
は
、
副 

住
職
に
よ
る
〃
星
の
話
〃
が
あ
り
ま
し
た 

し
、
数
日
後
に
は
両
祖
忌
の
法
要
が
あ
り 

ま
す
。
あ
る
お
檀
家
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
い 

ま
し
た
。
「
最
近
お
寺
に
ぱ
っ
か
り
お
じ
ゃ 

ま
し
て
い
る
」
そ
れ
を
聞
い
た
時
、
私
は 

心
の
中
で
ガ
ツ
ッ
ポ
ー
ズ
を
し
た
の
で
し 

た
(

ウ
フ
ッ/
)

。
ち
な
み
に
冒
頭A
さ 

ん
の
皆
勤
賞
は
継
続
中
で
あ
り
ま
す/

合
掌

1
し
た
い
。
通
訳
を
通
す
と
、
法H

j
f

「魂
」 

と
の
距
離
感
を
感
じ
て
し
ま
う
。=
 

本

当

に

た

く

さ

ん

の

聴

衆

が

率

い

る 

…
。
「
す
べ
て
の
人
び
と
か
ら
苦*

を
取
り 

除
き
た
い
」
法
王
は
そ
う
語
っ
た
ー
！a

偽
が 

多
い
現
代
、
聴

衆

は

本

物

を

求

喙

い

る

。
 

ダ

ラ

イ•

ラ
マ
、
そ
れ
は
「智*

办
大
洋
」 

と
い
う
意
で
あ
る
。
智
慧
は
自-
嗾

生

活

に 

活
か
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
(

田

中

記) 

ダ

ラ

イ•

ラ

マ

〈心
〉

の
修
行 

(
春
秋
社
刊
、
二
、
一
〇
〇
円) 

ダ

ラ

イ
•

ラ
マ
法
王
は
何
度
か
来 

日
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
本
書
は 

-

九
九
八
年
の
来
日
講
演
の
記
録
で 

す
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
で
は
輪
廻
の
中
で 

の
生
存
と
い
う
前
提
が
実
感
と
し
て
あ 

り
、
そ
こ
に
苦
し
み
の
原
点
を
見
出
し 

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
た
め 

の
実
践
論
と
し
て
本
書
で
は
「出
離
の 

心
」
、
「菩
提
心
」
、
「
正
し
い
見
解
」
を 

法
王
は
説
く
の
で
す
。
今
回
の
講
演
の 

テ

ー

マ

の

「
菩
提
心
」
も
取
り
上
げ
ら 

れ
て
い
る
本
書
は
、
教
義
と
経
験
に
裏 

打
ち
さ
れ
た
内
容
で
、
我
々
に
は
少

 々

難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
章
末
の 

聴
衆
の
日
常
生
活
に
お
け
る
疑
問
に
答 

え
る
コ
ー
ナ
ー(

講
演
時
の
質
疑
応
答) 

で
は
、
時
に
人
間
味
の
あ
る
答
え
で
、
 

法
王
を
身
近
な
存
在
に
感
じ
さ
せ
て
く 

れ
る
も
の
で
す
。
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倉
健
美

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
煮
物
で
あ
ま
っ
て 

召"

I
ま
つ
た
り
、
崩
れ
てI
ま
っ
た
りI
た
食 

材
ビ
うI
て
い
ま
す
か
。
昨
日
の
お
か
ず
が 

姿
を
か
え
て
み
ん
な
食
べ
ぎ
る
と
何
か
い
い 

吧

卷

漳

よ

。

の
地
元
で
時
折
作
ら
れ
る
〃
練 

“
カ
テ
キ
ン
入
り
栗
ご
飯
〃
を

み
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
郷
土
料
理 

甘
め
に
煮
込
ん
で
お
や
つ
が
わ
り 

時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
 

最
近 

〃
カ
テ
キ
ン
”

と
い
う
言
葉
を
多 

く

耳

にI
ま
す
。

ご
存
知
の
通
り
緑
茶
葉 

に
と
つ 

て
も
多
く
含
ま
れ
て 

い
る
成
分 
で
、
 

健
康
な
生
活
に
効
果
的
だ
と
話
題
に
な
っ
て 

い
る
く
ら
い
で
す
。

い
つ
も
の
栗
ご
は
ん
に 

ち
ょ
っ
と
手
を
加
え
て
、

ひ
と
味
変
わ
っ
た 

風
味
を
楽I
め
ま
す̂
 

特
別
に
選
ん
だ

緑
茶

葉
で

な

く
て

も

、
 

今
そ
こ
に
あ
る
緑
茶
葉
で
早
速
や
っ
て
み
ま 

I
f

う
。

30

練
り
こ
み

煮
崩
れ
た
の
を
こ
ん
な
風
に
い
か
か

②

全
体
が
煮
え
て
き
た
ら
、
味
付
け
を
し
た 

残
り
の
具
材
も
同
じ
大
き
さ
に
し
て
鍋
に 

い
れ
る
。

③

味
付
け
は
砂
糖
あ
る
い
は
み
り
ん
で
甘
く 

し
て
か
ら
濃
口
醤
油
で
整
え
る
。
 

④

全
体
を
甘
め
に
仕
上
げ
、
最
後
に
片
栗
粉 

で
と
ろ
み
を
つ
け
て
出
来
上
が
り
。

カ
テ
キ
ン
入
り
栗
ご
は
ん

材
料
…
里
芋
、
人
参
、
な
ど
の
煮
物
の
あ
ま
り 

(

そ
の
ほ
か
今
回
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ー 

ス
、
生®

、
栗
な
ど
い
ろ
い
ろ
い 

れ
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
お
好 

み
で
い
い
で
す
。)

作
り
方

①

味
付
け
し 

て
い
な
い 

具
材
を
サ 

イ
コ
ロ
型 

に
切
つ
て 

か
ら
煮
は 

じ
め
る
。

◎
作
り
方

①

炊
飯
の
前
に

栗
を
茄
で
て

皮
を
む
い
て

お
く
。

市
販
の
瓶
詰

め
の
甘
露
煮

の
栗
を
使
う

と
き
は
、
く
し
に
刺
し
て
火
で
あ
ぶ
る
と 

良
い
。

②

緑
茶
を
擂
っ
て
茶
葉
の
芯
を
取
り
除
く
。
 

あ
ま
り
細
か
く
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
。
 

③

通
常
の
炊
飯
で
栗
・
緑
茶
葉
を
一
緒
に
炊 

き
込
む
。

緑
茶
葉
を
炊
き
上
が
っ
て
か
ら
振
り
か
け 

る
も
良
し
。
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材
料
…
白
米
、
水
、
茹
で
た
栗
、
擂
っ
た
緑 

茶
葉

(

餅
米
あ
れ
ば2
割
、
こ
れ
も
お
好 

み)

文

白

澤
 

雪

俊
(

し

ら

さ

わ

せ

っ

し

ゅ

ん
) 

昭
和
四
十
五
年
、
青
森
県
弘
前
市
生
ま
れ
。
 

十
八
歳
で
永
平
寺
別
院
に
笈
静
修
行
し
な
が
ら
、
駒
澤 

短

期

大

学
(

仏
教
科)

に
学
ぶ
。

卒
業
後
一
年
間
東
京
都
港
区
の
青
松
寺
に
随
身(

住
職 

に
お
仕
え
し
学
ぶ
修
行
僧)

と
し
て
過
ご
し
た
後
、
福 

井
県
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
に
て
、
七
年
間
安
居
修
行 

を
す
る
。
こ
の
七
年
間
の
中
、
約
三
年
間
を
典
座
寮
に 

配
役
さ
れ
る
。
永
平
寺
送
行
後
、
大
本
山
永
平
寺
東
京 

別
院
長
谷
寺
副
典
と
し
て
再
安
居
。

現
在
、
青
森
県
弘
前
市
普
門
院
副
住
職
と
し
て
師
匠
を 

補
佐
す
る
傍
ら
、
青
森
県
弘
前
曹
青
会
長
も
務
め
る
。
 

著

書

』

『
身

体

に

や

さ

し

い

料

理

を

つ

く

ろ

う

』 

(

ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス)
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月

日

の

経

つ

の

は

早

い

も

の
 

で
、
十
六
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
く
も 

半
年
が
経
っ
た
。
会
長
の
任
に
当
ら
せ 

て
い
た
だ
き
、
六
月
に
は
九
州
管
区
大 

会
、
九

月

は

愛

知

第

三

曹

青

会•

岩
手 

曹
青
会
の
三
〇
周
年
記
念
大
会
、
十
月 

の
東
北
管
区
大
会
と
参
加
さ
せ
て
い
た 

だ
く
機
会
が
あ
っ
た
。
ど
の
大
会
も
、
 

時
代
の
的
を
射
た
青
年
宗
侶
ら
し
い
企 

画
を
盛
込
ん
だ
事
業
で
あ
り
、
全
曹
青 

執
行
部
が
良
い
意
味
で
煽
ら
れ
て
い
る 

様
な
気
が
し
た
。

中
で
も
愛
知
第
三
宗
務
所
青
年
会
で 

の
設
立
三
〇
周
年
記
念
事
業
は
素
晴
し 

い
も
の
で
あ
っ
た
。

『
當

願

衆

生

』S
 

今
伝
え
る
祈
り
、

こ
の
こ
こ
ろ
〜
と
題 

さ
れ
た
こ
の
事
業
は
、
「
平
和
」•

「
環
境
」 

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
分
け
隔
て
な
く
共 

に
生
き
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、

平
和
へ 

の
祈
り
を
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
映 

像
と
音
響
を
駆
使
し
、

一
般
参
加
者
へ 

と
呼
掛
け
て
い
た
姿
に
は
、
斉
藤
会
長 

を
始
め
と
し
た
会
の
強
い
連
帯
を
感
じ 

た
。青

年
会
活
動
の
根
本
に
は
、

日
頃
の 

仏
事
等
で
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
と
身
近
に 

接
点
を
持
ち
、

同
じ
目
線
で
物
事
が
語 

れ
る
良
さ
が
あ
る
と
思
う
。
檀
信
徒
の 

青
年
宗
侶
に
対
す
る
願
い
が
あ
り
、
想 

い
が
あ
る
。
私
達
は
そ
れ
ら
を
敏
感
に 

感
じ
取
り
、
応
え
導
い
て
行
か
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
過
去
を
ど
の
よ
う
に
過 

ご
し
て
き
た
か
や
、
今
後
ど
う
す
る
か 

で
は
な
く
、
今
を
如
何
に
宗
門
人
と
し 

て
生
き
て
い
る
か
。

願
わ
く
は
衆
生
と
共
に
…
。
愛
知
第 

I
 

三
曹
青
会
記
念
事
業
に
参
加
さ 

せ
て
い
た
だ
い
た
事
で
、
改
め 

ェ

て
自
問
自
答
を
し
、
曹
青
活
動 

の
在
り
方
を
見
直
さ
な
け
れ
ば 

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
 

签
 

全

国

曹

洞

宗

青

年

会

会

長

宮

寺

守

正

『ARA • KAN KANj 0独り宮
大陸には、先住民達が精霊や祖霊との交信をするために生 

まれた音具が在ります。その多くは、実に不思議な音色と響 

きを備え、耳や身体を一気に飛び越えて命に関わるところま 

で入ってきます。初めてこういった類の音に出逢った人は、 

驚き怯えたりもしますが、徐々に空間に渦となって広がって 

いく音の変化に、身体の奥から解け安心していく様を見るこ 

とが出来ます。

ワークショップでは、こういった呪術的音具や法具の他に、 

私の生活圏の中で共生している木や植物から生まれた音具も 

利用しています。これまでかなり多くの種類を作りました。 

それらは音も不安定で壊れやすいものですが、同時に、常に 

新しい唯一無二の音を私に伝えてくれます。

先日、大学生たちと精霊交信の道具を一緒に作る事になり 

ました。1本の竹から音を引き出すのです。彼らの多くにとっ 

ては初めて触れる竹でしたので思うようにいかず、慣れるま 

でに時間が掛かりましたが、自分なりに何か大切なことに気 

づくと、次々と作業をこなしてあっという間に作り上げてし 

まいます。

実はこの時間の中で、私が大切にしたい事を少しだけ話し 

てみました。「竹を曲げるとき、どんなふうに曲げたらいい 

かは竹に聞いてね」「切るとき、削るときは道具と話しなが 

らね」等々。

-------- 音のいのち----------

ひとりひとりが材料、道具、カラダ、そして自分を包んで 

いる空間と繫がることで、この世でたった一つの音が生まれ 

るのです。

そして、私はこの無数に生まれ続ける音たちを「いのち」 

と呼んでみたいと思うようになりました。実際には人間のよ 

うに血の通っていない、呼吸もしていない、体温も無い存在 

なのに音の中には意思のようなものが生まれ、動いては消え 

ていくように思えます。

以前、赤ちゃん達と音遊びをした際に、みんながキヨロキョ 

ロ目で追っていたものは、私や音具の姿ではなく、音の姿、「い 

のち」であったのかもしれません。そんな気がするのです。

♦荒 利美（あら としみ）プロフィール

1960年福島県新地町生まれ、鑑灸師。

治療のかたわら、竹や瓢箪などのオリジナル•ハンドメイ 

ドの楽器を作り、演奏活動をしている。

最近では、「子供の情操に訴える演奏家」として、各教育 

機関や、各宗派寺院、各曹青会へも講師として招かれ、子 

供たちと「音」を交信している。

X『ARA . KANKANJ とは？ ---------------------一"-----

本人のニックネーム。演奏活動で「空缶」を使用するこ
Iとから、その音を取って命名す。

こ

の

ほ

ど

、

厚

生

労

働

省

の

予

測

で

は

、

来

年

を

ピ
|

ク 

に

人

口

減

少

時

代

に

入

る

と

発

表

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

こ

と 

は

我

々

青

年

僧

侶

が

人

口

減

少

時

代

に

、

ど

の

よ

う

に

対

応

す 

る

か

と

い

う

問

題

も

現

実

と

し

て

視

野

に

入

る

と

考

え

ら

れ

ま 

す

。
そ

の

「
ど

の

よ

う

に

対

応

す

る

か

」
が

課

題

と

な

る

な

ら

ば

、
 

今

号

の

特

集

記

事

「
ア

ニ

メ

世

代

の

た

め

の

宗

教

ガ

イ

ド

」

や 

「
青

少

年

教

化

委

員

会

レ

ポ

ー

ト

〜

精

神

医

療

の

現

場

か

ら

〜

」 

等

が

、

読

者

へ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

と

な

れ

れ

ば

と

編

集

室

は

切

に 

願

い

ま

す

。
前

者

が

若

年

層

に

対

応

す

る

べ

く

、

現

実

の

具

現 

化

が

焦

点

と

も

な

り

、

後

者

が

高

齢

者

の

方

が

た

で

、

本

文

中 

の

「
こ

ち

ら

に

期

待

さ

れ

て

い

る

こ

と

と

、

こ

ち

ら

に

で

き

る 

こ

と

に

ギ

ャ

ッ

プ

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

」

と

い

う

疑

問

と

答 

え

の

探

求

。
同

感

す

る

人

は

少

な

く

な

い

と

思

い

ま

す

。 

走

り

始

め

た

ば

か

り

の

編

集

室

で

す

が

、

さ

ま

ざ

ま

な 

事

に

対

し

て

、

可

能

な

限

り

多

角

的

に

物

事

を

捉

え

、
 

且

つ

多

様

化

し

す

ぎ

ず

、

指

針

に

は

「
つ
な
が
れ 

青 

年

僧

の 

熱

い

思

い

」

を

掲

げ

、

皆

さ

ま

か

ら

の

ご

助 

言

や

ご

叱

咤

を

沢

山

頂

戴

で

き

る

よ

う

邁

進

し

て

ゆ

き 

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。
今

後

と

も

『
そ

う

せ

い

』 

改

め

『S
O
U
S
E
-
』

を

宜

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

《
お
詫
び
と
訂
正
》

一
三
〇
号
十
三
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
舛
田
四
国
管
区
理 

事
の
表
記
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

誤
(

桝)
J
正
(

舛)

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

第5回全国青年僧侶弁論大会弁士募集
予選会：2006年1月20日13時より

東京グランドホテル4階•芙蓉の間

本大会：2006年3月24日13時より

パシフィコ横浜

問い合せ•申込先

神奈川県伊勢原市善波628勝興寺内
電話 0463—92—0791 FAX 0463-92-0796

「そうせい」に対するご意見•ご感想をお寄 

せ下さい。

〇あて先 〒369-0301
埼玉県児玉郡上里町金久保701 
陽雲寺内そうせいサロン係 

FAX 0495-33-8255 武田まで 

メール 16th-koho@mbp.nifty.com
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そうせい美術館

キ 

ツ 

ト 

ッ 

線

作者ブロフィール

鈴倭のりこ（すずわ のりこ）

福島県浪江町上まれS48年より独学で和紙人形を作り始め、「鈴倭人形」を創作S59年福島県知步 

賞受賞 H8年全国曲「連C公より「人間県宝」に選ばれる、、H13年12月1日「夢海施•鈴倭人形美術館」 

開館、地元紙への随筆寄稿、テレビ•ラジオ出演、备地各種団体での講演、作品展示他多数、、

H12年4月 板橋興宗禅師について出家得想曹洞宗尼僧名「笑雲夢海」




